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　――いやぁ、中学校水泳大会全国優勝、個人百メートル、五十メートル、千五百メートルの大会新記録に加えて個人メドレー優勝、おめでとうございます！

「どーも」

　――水泳を始めたのは、なぜ？

「老後の健康のためだったんですけど、水が好きなので、いつの間にか競技に……」

　――将来はオリンピックも視野に？

「それは……俺おれに機会があれば、是ぜ非ひ」

　――ありがとうございました！　では、優勝おめでとうございます！







　記者の一団が去っていく。

　正直、何を話したのか、よく覚えていない。

　でも、優勝したという実感が、今になって――手の中にあるメダルが教えてくれる。

「……よっしゃ！」

　中学三年生。最後の記録は……

　自由形、百メートル新記録、五十メートル新記録、千五百メートル新記録。

　こういう形で決着がついた。

　受験モードだが、俺は推すい薦せんで進学が決まっている。

　水泳の強きよう豪ごう――私立大おお鮫さめ学がく園えん高等部。

　水泳はどこまで行っても個人競技。どこまで己おのれを高められるか。

　伸のび続ける背せ丈たけ。ゆっくり休養も取りながら、ロードトレーニングで体力や筋力を補いつつ、市民プールで勘かんを忘れないように日々を過ごす。

　そんな日々を続けて、俺はようやく――その日を迎むかえた。

　これから、俺の高校水泳ライフが、始まるんだ！







　――本日のニュースです。

　――本日未明に落下した隕いん石せきが、私立大鮫学園高等部のプールに激げき突とつし、屋内プールを破は壊かいしました。

　――隕石は推定五十センチと大きく、奇き跡せき的てきに怪け我が人にんなどはでなかったものの、周囲にかなりの震しん動どうがあり、ぶつかったプールからは水が漏もれ、水道管が破は裂れつしているようすです。

　――その隕石は貴重な資料とされ、保管される見通しで――

　プツン――。

「は、はは、ははは……」

　スマホでテレビを確かく認にんし、流れていたニュース。

　朝一番で学園に来て、プールを見に行こうとしたらこの大おお騒さわぎ。

　ローカルニュースを見るまでもなく、全国放送で隕石の落下が伝えられている。

「俺の水泳ライフを、返せぇぇぇぇッ!!」

　心底、全力で叫さけんだのだった。







序章　中毒人間







「あー……」

　マジでやる気が起きない。

　プールに入れないんじゃ何にも意味がない。

　わざわざ室内プールがあるこの環かん境きようだからこそ、ここにやってきたというのに。

　無む駄だすぎる。

　なんでピンポイントに、別館の室内プールに落ちてくるのか。

　……ハァ。

　プールのない学園での授業、なんて無駄な行いなんだろう。

　国語数学理科社会プラス英語。

　どうして……そんなものが存在するのだろう。

「あー……鷺さぎ沢さわ。鷺沢薫かおる。ここ、作者はどんな気持ちで書いたと思う？」

「作者しかわからないんじゃないっすかね……」

「ってこら鷺沢！　ぐったりするな！　どの授業でもやる気がないと逆に評判だぞ!?」

「評判ならそれでいいんじゃないっすかね……」

「いいわけがあるか！」

　水泳は俺の根本だった。

　水泳を邪じや魔ましないために、ウザい五教科をこなしていたというのに。

　それが無くなったら、五教科に張り合いがない。

　あの後、水泳部は一いつ旦たん休部になり、入部届けを出しそびれてしまった。

　……くそ、忌いま々いましい隕石め。

　隕石でプール使えないとかギャグマンガかよ。

「鷺沢！　この漢字読めるか！」

「……就中なかんずく」

「せ、正解」

　あーあ、泳ぎたい……。

　これじゃ人が多い市民プールで泳ぐしかなくなるじゃん……。

　毎日行ってたら金も馬ば鹿かにならんし、それに平日は爺じいさん婆ばあさんがレーンを占せん領りようしてて自分のスピード出せないんだよなぁ……。

「……ん？　通知？」

　市民プールからの案内だ。

　……人身事故のため、プールの使用を一時中断します。

「マジで？」

　マジだった。







　あの隕石事件から、二週間が経たとうとしていた。

　俺の誕生日は四月六日。

　休日を使って原付の免めん許きよを取り、無事に合格。この度たび、免許取得の運びと相成った。

　目的とする――いや、していた市民プールまで、距きよ離りにしておよそ五駅分はある。

　別にチャリで行ってもいいけど、さすがに毎度は体を壊こわしそうだ。

　というわけで、原付の免許を取ったのだが、果たして役に立つ日が来るのだろうか。

　市民プールもしばらく使えないというのに。

　けど免許は取れる時に取っておくべきだと父が言うので、取っておいた。

　欲ほしいものと言えば新しい水着ぐらいしかない俺は、お年玉というものが余りがち。

　なので、免許と、それから新車の原付くらいは余よ裕ゆうで賄まかなえた。

　買った原付は、なんか丸っこいヤツ。セールの時に半ヘルやグローブの装備と合わせて十七万で購こう入にゆうしたもの。

　繁はん華か街がいに行こうと、教わったメンテナンスを行っていると、母さんから声が掛かけられる。

「薫～、お客さんよ～！」

「誰だれだよ」

「女の子よ！　なぁに、モテモテじゃないのー！　というか、あんたああいうのが趣しゆ味みだったの？」

　……なんでそんな楽しそうなんだ？

　女の子ってどんなんだ？　ああいうのって何？

　とりあえず表に回ってみる。

　メイド服だ。

　生まれてこの方、メイド服なんてものを生で見たことなんてない。少し感動する。

　メイド服は紺こん色いろだった。

　……母さん。

　女の子っていうから同年代を想像してたけど、恐おそらく年上だぞ。二十代だよ絶対。

　身長は女性の平均から少し低く。

　メイド服の女性はスカートの裾すそを持ち上げて一礼してきた。

「こんにちは！」

「……こんちはっす。えっと、あんた誰？」

「ええ!?　私のこと忘れちゃったんですかぁ!?」

「え!?　知り合いだったのか!?」

　顔も知らないはずの女性が愕がく然ぜんとしているが。

　思い出せ。

　全力で思い出せ。

　なんか、見たことがあるような、ないような……。

　……。

「うん、無理だ。思い出せない」

「でしょうね！　私と貴方あなた様さまは初対面です！」

「オイ!?」

　彼かの女じよがぶっちゃけたので謎なぞは明るみになった。

　……。

　…………。

「いやなんか言えよ」

「何か！」

「くそつまんねえボケはいいから。何しに来たんだ、あんた」

「えーっとですねえ、男女比が１：９はハーレムだと思います？」

　何だその質問……。

「果てしなくどうでもいい……」

「……にょ、女によ体たいの神秘について知りたいとか……！」

「人並みには興味あるが、やっぱどうでもいいな」

「ええ、興味ないの!?　も、もしかして、今流行りのＢＬってやつ!?」

「流は行やってんのか、それ」

「女子永遠の夢というかー、えへへ」

　そんな笑いでごまかされても、という感じだが。

　まぁ、そこはどうでもいい。

「もう一度聞くけど、なんで、あんたはここに来たんすか？」

「ずばり！　泳ぎたくないですか？　大おお鮫さめ学がく園えんのプール隕石で壊れたって伺うかがいまして。水泳キチの貴方様はさぞ欲求不満だと思って、理事長が転校を勧すすめようと私を派は遣けんした次し第だいなんです！」

「な、なぜ泳ぎたいってわかるんだよ」

　後スルーしたけど水泳キチって酷ひどくね？

「経歴を見れば、まぁ。鷺沢薫、十六歳さい。小学校の頃ころからスイミングスクールなどに通い、水泳好きでご近所で有名で、頭角を現したのは中学二年の夏からですね。個人、自由形で全国三位を掴つかみ、翌年には自由形各種や個人メドレーでも優勝を飾かざる」

「……」

　そのメイドは俺の過去を知っていた。よく覚えていないところまで。

　筒つつ抜ぬけじゃん。

　めっさ個人情報流されてるじゃん。

　いや、いいんだけど。知られて困るもんじゃないし。

「そんな貴方様が、水泳できない、というのは悶もん々もんとしているかなあと。うん、どうでしょう？　水泳部のコーチを兼けん任にんしてもらう必要があるんですけど」

「確かに、物足りないけど……コーチねえ」

　自分のスキルを教えるのは別にいいけど、うまく伝わるだろうか。まぁ、やれるとは思うが。

　にまー、と笑うメイド服の女性。ダークブラウンのツーサイドアップが揺ゆれる。

「私達たちの勤務している学園に行けば、コーチが終わった後は泳ぎたい放題ですよ！」

「行くぅ！」

「ええ、まぁ。警けい戒かいする気持ちもわかりま……え？」

　メイドは目をぱちくりしていた。

「今、なんて？」

「行く！　行きます！　泳げるんならどこでも行くぜ！」

「わぁ！　即そつ決けつ即そく断だんは素す晴ばらしいですぅ！」

「そうだろ。泳げるんなら何でもいい！」

「まるで、結けつ婚こん出来れば何でもいいと婚こん活かつに焦あせる四十代男性のようですね！」

　何だそのたとえは。

「えっと、あんた、名前は？」

「鳴なる宮みや恋れんです！」

「そっか。鳴宮さん、よろしく」

「ちなみに、なぜ貴方様を呼んだのか、説明しなくてもいいですか？」

「……そういや、何でだ？　ピンポイントで俺を呼ぶ意味も分からん」

「理事長様は貴方様をいたくお気に入りらしくて。是非、コーチをやりながら学園に通ってほしいって仰おつしやってました！」

「な、何で理事長さんが俺のことなんか知ってるんだ」

「水泳界では貴方様は有名人なんですよ？　まま、細かいことはいいじゃないですか！　れっつらごーです！」

　知らなかった。

　まだプロでもない俺が有名なのは、少し気持ち悪い気もするが。

　って、水泳界では？

　この人――水泳界に詳くわしいのか？

　なんか見覚えもある気がするぞ。気のせいじゃない。

「なあ、鳴宮さん。やっぱ、俺達は知り合いだったのか？」

「あははー、あれは冗じよう談だんですよぅ！　それに、恋でいいですよ？」

　……。

　まぁ、いいか。思い出せないならそんなに重要なことじゃないし。

「にしても、俺が有名ねえ。てっきり、俺は普ふ通つうの水泳部員として見られていると思ってたからな」

「いやー、アップに三千メートル泳ぐような人が普通ではないかと」

「普通じゃん」

「あはは、普通じゃないですよぅ」

　そ、そうなのか？

　大鮫もそれくらいやるもんだとばかり思ってたが。

「それでですね、我わが私立霊れい峰ほう学がく園えんにはプールがあるんです。水泳部は形だけ存在してますので大会には出れますし、何より泳ぎたい放題ですよ！」

「おお、大会にも出られんのか。そりゃいいな」

「でも……普通はそうホイホイと付いていかないって、理事長は仰ってましたよ？」

「……マジで？」

「マジです」

　マジだった。







　両親は好きにしろと言ったので、俺はひとまずその学園に編入することになった。

　何でも授業料は無料で、しかも小こ遣づかい付き。かなりの好こう待たい遇ぐうが約束されているという。

「けど、美う味まい話には裏があるんだ」

「でも泳げますよ！」

「じゃあいいや」

「うん、ポジティブに行きましょー！　さすが未来の水泳界の至宝、心が広い！」

　恋が運転する車に乗り、その学園への道を行っているところだった。

　道路を走っているのは黒のワゴン。俺の原付も積まれている。

　固定が大変だったが、まぁこけなければいいだろうと頑がん丈じように縛しばってある。

　恋はガムの入ったタブレットの蓋ふたを開けて、二つほど掴んで口に放ほうり込む。もごもごと口が動く。

「いりますか？」

「いらないっす」

「りょーかいです！」

　蓋を閉めて、彼女は再び運転に集中しているようだった。

「思ったのですが、貴方様は興味あることとないことについての集中力の差が激しすぎるのだと思います」

「そうかぁ？　人間誰しもそうだろ」

「うーん、より顕けん著ちよだと思いますよぉ。例えば……そうですねぇ。嫌きらいな食べ物は？」

「漬つけ物もの」

「好きな食べ物は？」

「ラーメン。いや、炭水化物ですぐ糖になるし、あんまり麺めんは健康上よくないらしいんだけど、それでも俺は――」

「ほら、そういうところです～！」

「？　よくわからん」

　反射的に出ているものだし。

「じゃあ、私の魅み力りよくを説明してください！」

「え、あるのか？　そんなの。……痛い痛い、脇わきを抓つねるな」

　恋の攻こう撃げきは些さ細さいなものだったが、地味に痛い。

「なら好きな水泳選手の魅力を説明しろ、ならばどうですか？」

「女性の選手なんだけど、耶や馬ば崎さき花か音のん選手だなぁ！　タイムもそうなんだけど、あのバッタの躍やく動どう感！　あれを見た時感動したよ！　まさに彼女こそ、日本一のトビウオに――！」

「ほら、全く違ちがうでしょ？」

　と言われてもな。

「いや、だから。興味ないことには興味なくていいだろ」

「あー……貴方様はそれが激しすぎるんだと思います。そんなんじゃ世間渡わたっていけないですよ～！」

「母親かよ。それに、自分に正直でありなさいって誰か偉えらい人が言ってた気がする」

「曖あい昧まいですねえ。まぁ、人なんて曖昧でちょうどいいんですよ。とんがってたらいろんなところから打たれますから！」

　なんか経験論っぽいが……まぁそれはいいや。

「で、ご主人様」

「違うけどなんだよ」

「いえ、恐らくですけど、私が専属になるんですよぅ。よかったですね、私、二十代前半のピチピチです！　鮮せん度ど抜ばつ群ぐんですよ！」

「魚かよ」

　別に何でもいいけど。

　俺自分のことには口を出されたくないので、専属とか多分意味をなさないだろうし。

「もうそろそろですよー！」

「ん……うわ、すっげえええ！　あの城みたいなの何!?」

　遠目から見てもデカいのが分かる城のような建物。

　同時に、高速道路を降りていく車。

「あれが、ご主人様がお世話になる、私立霊峰学園です！」

「……え、あれ学校なの？　マジで？」

「マジです！」

　マジだった。







　俺は恋にあの城みたいな馬鹿デカい学園の一室に案内された。理事長室、とドアプレートに書かれてあった部屋だ。

　異様に静かだ。外で運動している女の子達もいて、賑にぎやかだったというのに。

　まるで、別の世界に迷い込んでしまったかのように。

「私立霊峰学園は、初等部、中等部、高等部に分かれ、様々な勉学について学びます。小、中は女子校なのですが、高等部では試験的に共学となっています。とはいえ、男性の在学人数は一人ですが。貴方は特例で入学を許可されました。大学部も今創設中で――プールも最近立て直して、塗と装そうしたばかりなんですよー！」

　恋が色々説明してくれているものの、俺は取り立てて興味を惹ひかれるようなものはなく、ふんふんと聞き流している。

　……やべ、腹減った。

　そんな俺の様子に気づいたのか、その場にいた上品そうな女の子がくすくすと笑う。

「退たい屈くつな様子ですね」

　そういや、何で小学生がここにいるんだ？

　ふふっ、と恋が笑う。

「理事長様、彼かれってば、あんまりそういうのに興味ないみたいなんです」

「……え？　理事長？　君が？」

「ええ、そうです。で、あの……えっと……」

　顔を引っ張ったり、脇から持ち上げてみたりするも、まるで小学生。

　周囲に気を向けてみるも、集団とか人の気配はない。

　困ったように、腕うでの中の彼女がはにかむ。

「えっと、何でしょう」

「どっきり……じゃないのか？」
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「ええ、わたくしは理事長を務めております、霊峰菫すみれと申します。よろしくお願いしますね、鷺沢薫さん」

「ああ、よろしく霊峰さん」

「菫で結構ですよ」

「分かったよ菫。いや、なんかてっきりみんなで俺をだましてるもんかと……」

「まぁ、わたくしの姿を見て、理事長だとわかった方はいませんから。わたくしもこんな威い厳げんのない姿は嫌いやなのですが……」

「そうか？　俺は可愛かわいくていいと思うぞ。何年経っても可愛いってお得だな、菫」

「……あ、ありがとうございます」

　真っ赤になる理事長。それを見て、恋が苦く笑しようした。

「あはは、ご主人様。理事長様が可愛いのは分かりますけど、降ろした方が……」

「ともあれ、編入に頷うなずいていただける、ということでよろしいですね？」

「ああ」

　理事長は満足そうに微笑ほほえんだ。

「結構。ここは女性が九割を占しめます。くれぐれも慎しん重ちように――」

「――俺は泳げるなら、何でもいい」

「……と、こんな人なんです！　水泳に関してはもれなくスペシャリストだと思います。メンタルがアスリートのそれですし。それ以外が、恐らく壊かい滅めつ的てきだと思います！」

　いや、思います！　とか言って勝手にディスんないでくれないか。

「それも結構。恋。これからは彼の身の回りのサポートを。水泳部の監かん督とくの方も引き続き」

「はーい！」

「薫さんにつきましては、貴方には初等部の水泳部の面めん倒どうを見てもらおうかと」

「……？　初等部？」

　初等部って――まさか、小学生？

「マジ？」

「マジです」

　マジだった。







一章　初めてのコーチ







　転校したて。

　授業は気分良く受けることができた。

　休み時間になんか砂糖菓が子しの群れに群がる蟻ありのような感じで集たかられたが、ガン無視して勉強に励はげむ。

　これからの泳ぎに集中するために、勉強のためだけに限定されたこの時間を有意義に使わなければいけない。

　そして、待ちに待った放課後がやってくる。

「ねえねえ、転校生君！　聞きたいことが――」

「また明日！」

「えええ!?」

　クラスメイトなんかに構っている暇ひまはない。

　屋内プールですよ奥おくさん！

　正直、屋外でもよかったし、掃そう除じされてない状態なのも覚かく悟ごしていた。プール掃除もやる気でいた。

　けれども、屋内プールだなんて！

　そんな場所で泳ぎたい放題だなんて！

　ここはパラダイス！

　最後の楽園！

「ありがとう、ラストパラダイース！　いぇええええええええッ!!」

　適当な廊ろう下かの窓を開けて衝しよう動どうのまま叫んでみる。

　もれなく周囲がドン引きしているが、そんなことはどうでもいい。

　楽しみすぎて俺は下に水着を着ている。

　更こう衣い室しつに入って、さて、着き替がえをだな。

「え？」

　ええ？

　なんで、半はん裸らの女の子が、男子更衣室に……？

「――っきゃぁ!?」

「あ、すまん」

「冷静過ぎる!?」

　パッと水着を着てしまい、大人しそうな女の子は俺を引っ張る。そのたびに、長く細い髪かみが揺れていた。

「ほら見てください！　男女のパネルが……あれ？　逆に……？」

「……俺、悪くなくね？」

「ええ、はい。でも、あれ、おかしいなぁ。確かに逆だったのに……」

「やぁやぁ、感心しないね。この場面」

　女子更衣室から、すらりとした女の子がでてきた。ショートカットの髪がよく似合っている。小学生の女子にしては背が高いな。百五十センチ後半くらいはある。

　その女の子は俺を見て、目を眇すがめた。

「……やれやれ、本当に男子だ。ここは女学園だったのに」

「女学園？　ここ、共学じゃないのか？」

　言って思い出す。そういや恋れんがそんな事言ってたな。

「おや、知らなかったのかい？　まぁいいとして。レディの着替えを覗のぞくだなんて。陰いん湿しつ極きわまりない変態じゃないか」

「……」
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　指先が、不自然に白い。

　……なるほど。

「なんだい？」

「お前だな。プレートを入いれ替かえた犯人は」

「え!?」

　おとなしそうな女の子が驚おどろく中、背の高い女の子は苦笑で返した。

「……嫌だなぁ、ボクなわけないじゃないか」

「一つ。この子はかすかな悲鳴しか上げなかった。なのに、どうして女性の着替えを覗くというピンポイントなことを口にした？」

「いや、それは、この場面から導き出される推測で――」

「――二つ。今思い出したんだけど、ここは最近新設されたばかりなんだってさ。壁かべも塗ぬりなおしたばかり」

「だから、何を――」

　彼女の手を掴む。

　そこには、やはり白い塗と料りようがついていた。

「!?」

「詰つめが甘あまいな」

「……透とおる、本当なの……？」

「……ちょっとした悪戯いたずらじゃないか。そんなに怒おこることはないだろう？」

「俺は、自分が泳ぐ時間を邪魔されるなら――死んでも許さねえ。いくら悪戯だろうが、それについて報告すれば俺に対する圧力が掛かるだろう。俺に対してアドバンテージをとることができる」

「……」

「この会話でも確信したよ。男子をよく思わない一団もいるそうだな。でも、女子だろうが何だろうが、今度邪魔してみろ。……考えうる最悪の形で、仕返しをしてやる」

　騒さわぎを聞きつけてきた全員が、顔を蒼あおくしている。

「……後、この子に謝あやまっとけ。それと、ごめんな。見ちゃって。……んじゃな」

「あ……」

　俺は、今度こそ男子更衣室に入っていった。







「……透、酷いよ。半裸だけど、見られちゃったし」

「すまない。けど……彼は、大だい丈じよう夫ぶなようだね。紳しん士しなようだ」

「どうかしら。本当に指導するに値あたいする人物なの？」

「どうだろうね、純じゆん。そこらへんは、泳ぎを見て判断するよ」

「透は男前ねぇ」

「むっ、これでも女の子なんだ。純、そういう言い方はやめてくれ」

「はいはい。……あれ？　麻ま衣い、どうしたの？　……見られたのが、そんなにショックだった？」

「ち、違うの。……何でもないから」

「……どうでもいい。早くいこう」

「エリス！　まったく、マイペースだなぁ」







　初等部の水泳部は四人と聞いていた。

　俺おれ達が使用できるのは、十レーンあるうちの四レーン。他は、中等部、高等部で三レーンずつ。

　他はあまり熱心ではなく、エクササイズなどの一いつ環かんとして使用しているらしいが、俺達以外に人ひと気けはなかった。

　人気ないのかな。

　まぁ、それはどうでもいい。

　その指導する四人だろう。スクール水着を着ている彼かの女じよ達が整列していたので、俺はその前に立つ。

　中に、先ほど俺を嵌はめようとした奴やつもいたが、まあいい。

　恋がメイド服のまま、プールサイドのベンチに腰こしかけている。あ、手を振ふってきた。

　まぁ、とりあえずそれは放っておいて、整列している四人に向き直った。

「……自己紹しよう介かいしておく。俺は鷺さぎ沢さわ薫かおる。小、中と水泳をやってきた。小学校はスイミングスクールで、中学校は部活でな。これから指導するらしいが」

「必要ないわ！」

　あ、そうなんだ。

「そっか。じゃ、俺は泳ぐから」

「「「いやいやいや！」」」

　気の強そうな子と、先ほど俺を嵌めようとしたすらりとした女の子と、着き替がえていた女の子が驚いていた。

　なんで必要ないと言った気の強そうなやつまで驚いてるんだ？

「泳ぎ教えるんじゃなかったの!?」

「必要ないんだろ？　そう言ってるやつに教えるなんて非生産的すぎる。いやなら自分でやるといい。なんだかんだ、自分で試し行こう錯さく誤ごした方が早い時もあるし」

「で、でも、それを言ってしまうと……アナタは、何のためにここに来たんだい!?」

「泳げるから。俺は泳げればどこでもいいんだ。正直」

　唖あ然ぜんとする三人。何な故ぜ驚おどろく必要があるんだろう。

　そんな中、だんまりを決め込んでいた無表情な顔の女の子が、片手を上げた。

「どうした」

「ワタシは教えてほしい」

「ちょ、エリス!?」

「よし。自己紹介しろ」

「エリスフォード・ブラミモンド。小学五年生」

「よし。専門は何だ？」

「バッタ」

　バッタとは、バタフライのことだ。

　一番コツのいる泳ぎだ。この年で泳げるのか……そうでなきゃな。

「オーケー。ストレッチからやるぞ。手伝いは要いるか？」

「お願いする」

「じゃあ俺のにも付き合ってくれ」

「分かった」

　ぽかんとしている三人を尻しり目めに、ストレッチをエリスフォードと行う。

　体は充じゆう分ぶんにほぐれた。

「タイムを知りたい。五十メートル、いけるか？」

「うん」

「よし。手でスタートの合図すっから。Take your marks……」

　飛び込み台に立つエリスフォード。

　スタンダードな飛び込み。クラウチングではないようだ。

　スタンダードな奴は蹴ける力がクラウチングより小さくなりがちだが、入水の時に足が揃そろっていないなどのデメリットを消しやすい。

　手を叩たたくと、彼女がスタートする。同時に、ストップウオッチを押おす。

　――経験者だな。

　鋭するどい着水から、足のばねを活いかして、水面を跳はねるように、軽かろやかなバタフライが連続する。

　……顔が、少し下がり気味か。それに合わせて、跳ねすぎているきらいがある。

　肘ひじも少し曲がっているものの、力は申し分なく、回転率はいい。ぐんぐんと加速して、クイックターンを決めて、更さらに折り返し。

　速度は終始変わらないままに見えた。

　……ゴール。四十秒か。ヘタな中学生より速いな。

「エリスフォード、その年にしては中々だ。いや、速いよ――」

「――おべっかはいらない。改善点は？」

　率そつ直ちよくなところも、好感が持てる。

　指導に遠えん慮りよはいらないと、ずけずけと踏ふみ込んでくる肝きもの太さも気に入った。

「顔が下がり気味で、それに応じてキックで浮うこうとしてる。もっと前に進むイメージで蹴れ。肘も曲げずに指先に至るまで神経をとがらせろ。ぴんと張れ」

「……難しい」

「まぁ、実際に説明するか」

　入水して、レクチャーしていく。

　俺の専門は自由形だが、どの泳ぎもマスターはしている。中学生の県大会くらいなら一位をとれるだろう。

「こう、して。顔の位置がこうなってんだよ。だから、体が余計に浮こうとしてる。それを抑おさえて……こう……」

「……なるほど」

「やってみろ」

「……」

　フォームが即そく座ざにアップデートされる。なるほど、この子は自分のフォームを持っているようだ。泳ぎの感じからして、フォームが固まって細かなポイントを潰つぶしていく段階か。

　器用なんだな、と内心で感かん嘆たんする。バタフライはコツと感覚で泳ぐものなんだが、それを一発で修正できるというのは羨うらやましいまでの柔じゆう軟なんさだ。

「うん、良くなった。後は体に染み込ませろ。肘を曲げないのも意識しとけ。大きな泳ぎほど進む力は強くなるが、その分筋力がいるからな。少し筋肉にも気を付けとけ」

「はい、コーチ」

　そう言って、再び泳ぎ始めるエリスフォード。……うん、良くなっている。

　さっきの泳ぎと比べて、見み違ちがえるほどだ。

　一いつ旦たんエリスフォードから視線を外し、こちらを眺ながめていた三人に向き直る。

「……お前らは泳がないのか？」

「お、泳ぐわよ！」

「……」

「が、頑がん張ばります……」

　しかし、残り三人が俺に何かを教わろうとする、ということはなかった。







　夕食。

　ワタシ――エリスフォードは、いつも、椎しい葉ば麻衣と一いつ緒しよにご飯を食べる。

　麻衣というのは、友達で、一緒に水泳をやっている仲間。今日、着替えを覗かれてたみたいだけど。まぁそれはどうでもいい。事故みたいだったし。

「エリスちゃん、どうだった？」

　どうだったとは、何がどうなんだろう。

「何が？」

「こ、コーチだよ。充じゆう実じつしてるって感じだった？」

「うん。いつもの四人じゃ見えてないところも見てくれる。メニューもワタシの能力に合わせて組んでくれたから」

「……そうなんだ。やっぱり、速くなりたい？」

「当然。麻衣も、速くなりたいでしょ？」

「……うん。でも、あんな怖こわそうな人……話題を振っても、そっけなかったし」

「そう？」

　水泳の話題を振ると饒じよう舌ぜつだけど。

　そんなに怖い印象はない。

　確かに、眼光は鋭いし。でもどこかボーっとしているようにも見える。

　つかみどころがない人だけど――泳ぐときには、その目が一変する。

　貪どん欲よくに速さを求めている目だった。ギラギラしてて、まるで獣けもののような。

　泳ぎも力強く、美しくて……かなりの実力者であることは分かる。

　何より、速い。

「結構、いい人だよ。口だけの人間が来ると思ってたから、ワタシは嬉うれしい」

「まぁ、水泳に真しん剣けんなのは、分かるけどね」

　麻衣は苦笑しながら、コロッケに箸はしを入れた。







二章　エリスという少女







「……」

　俺はゆっくりとアップを済ませる。

　三千メートルを泳ぎ切り、ふうと一息。時刻は六時半。ここからが、俺の選手としての練習だ。

　頬ほおを叩いて気合を入れる。これからの練習は自分の体がどこまで通用するのか。それを確かめる行いでもあった。

「ファイトですよー！」

「恋れん、なんでいるんだ？」

「うわひど！　ご主人様が彼女達に目を配れないとき、安全を確かく認にんする人間が、一人はいるでしょ？」

「まぁ、ありがと、恋。おかげで練習できてるよ」

「はい！　可愛い恋ちゃんにお任せあれ！」

　とりあえず、今日の分をこなしてしまおう。

　するとその時、俺の隣となりのレーンの飛び込み台の上に、真剣な顔をしたエリスフォードが立った。ちなみに、他の三人は六時で帰ってしまっている。

「五十メートル、勝負」

「おっ、俺と勝負したいかエリスフォード。負けないぜ！」

「あれだけ泳いでたら、普ふ通つう疲つかれてる。今がねらい目」

　だといいんだがね。

　小学生相手でも、俺は手加減はしない。

　全速力のバタフライでぶっちぎり、二十五メートルをターンした彼かの女じよが驚きに目を見開いた。

「……速すぎる」

「こちとら現げん役えきのプレイヤーなんだぜ？　体も、何もかもが違う。そう簡単に負けてやるかよ」

「確かに、ムキムキ」

「ふふん、だろう？　でも、もう少しシャープにする予定だったんだけどな……。これはごつすぎ。冬のウェイトで体苛いじめ抜ぬいたから、筋肉が無む駄だについてな。もう少し削そがないと」

「どうやってトレーニングしてるの？」

「お、知りたいか？　腕うで立たてはな、こう、足を肩かたよりも高い位置で……」

　エリスフォードは、俺を女にしたかのような存在だった。

　水泳以外にあまり興味関心がなく、俺との会話もそっけない感じ。

　けれども、それだけストイックに水泳に打ち込んでいるということだ。

　他の三人よりも親近感がわいているし、好感も持てている。

　そんなわけで、十五分休きゆう憩けいの中、俺は息のあがる彼女に話しかけてみた。

「……何でエリスフォードは、水泳なんかやってんだ？」

「？　何でって？」

「いや、俺はそうでもないんだが、クソしんどいらしいじゃん？　確かに俺も十キロ泳いだらしんどいけどな」

「……母が選手だったから」

「え!?　マジで!?　どこ代表!?」

「アメリカ。メーリア・ブラミモンド。バタフライで……」

「あー知ってる！　オリンピックに出てたな、一回目登場で二百メートル四位、二回目でも二百メートルで銅メダルのメダリストだ。今は確か、インストラクターをやってるんじゃなかったっけ？」

「……何でそこまで知ってるの？」

「え、泳ぎが好きだからな。あの人のバッタは滑なめらかでいて、それでいて力強かった。まるでシャチみたいな……」

「……」

　ぽかんとしている。

　何か変な事を言っただろうか。

「え？　何？」

「銅メダルだって、馬ば鹿かにしないの？」

「は？　そんなヤツどこにいんだよ、いたら叩きのめしてやるわ。三位だって世界から見て三位だぞ？　圧あつ倒とう的てきだろ。馬鹿にする要素がねえ」

「……コーチ」

「？　何だよ」

「……これからは、エリスでいい」

「んあ？」

「エリスって呼んで、コーチ」

「そか？　んじゃエリス。なんでまたこんなお嬢じよう様さま学校に？」

　この学園に編入して思ったのは、どいつもこいつも上品だということだ。

　髪を染めてるやつなんかみたことないし。えらくみんながルールに従順だ。

　俺、購こう買ばいに一列でちゃんと並んでいるのを初めて見た。

　そんな学園だ。恐おそらく金も馬鹿にならないに違いない。

　エリスは、ぽつぽつと語ってくれた。

「学園にプールがあるからって、ママが勧すすめてくれた。それに、一人で生活することにも慣れなきゃいけなかったし、全ぜん寮りよう制せいだし。文句はない」

「そっか。いいママさんだな」

「うん、そうなの。でも、厳しすぎない？　とか言われるけど、ワタシはそんなことないって思ってて……」

　彼女の肩をポンポンと叩き、ニッと笑ってみる。

「水泳好きの娘むすめさんをこんないい環かん境きように送ってくれるんだぜ。最高のママじゃん！」

「……うん。そうなの。ま、ま……久々に、会いたい……」

　ぽろぽろと泣く彼女の頭を撫なでる。

「母さんが好きで、会いたくなったか」

「うん。でも、ママはこんな舞ぶ台たいをワタシにくれた。ワタシは水泳で、ママに応こたえたいの」

「……そっか。なら、頑張ろうぜ。付き合うからよ！」

「――――」

　そう言うと、エリスが驚いた顔をしていた。他のメンツとそういう話はしなかったのかな。

　休憩も終わり、各おの々おのの練習に戻もどる。

　クロールで体を流しながら、エリスの泳ぎを見る。

　……うん、充実した、いい練習だ。

「よっしゃ！」

　俺もガンガン日課をこなす。

　とりあえず四人に対する俺の基本姿勢としては、質問があったら自分で聞きに来いというスタイルにしてみた。その方がやる気や積極性が見れていい。

　結果、積極的に指導を求めてくるのはまだエリスだけ。他の連中はほどほどに泳いで、ほどほどに去っていく。今日はもうエリスと二人だけだった。

　まぁ遊びで泳いでいるなら、それでもいいだろう。

　俺は危険がないか、目を光らせておくだけでいい。

「ぷっはー！　あー、最高だなぁ！」

「……楽しそうに泳ぐ」

「楽しーからなぁ！　あー、人間最高！　プール万ばん歳ざい！」

「海でも泳げるよ？」

「塩しお辛からい。海かい藻そうが足に絡からまる。クラゲが嫌。遠泳は厳しいものがある。危険」

「……なるほど」

「プールは人間社会で生まれた最高の文明なんだ。人間であることに感謝せねば……」

　人間万歳。

　ビバ、プール。

「よし、全員の動きも見れたし、明日からメニュー作ってくるよ」

「……見てたの？　他の子たちも」

「一応、コーチらしいからな。顔は分かるけど、そういえば名前は知らない」

「……まぁ、明日聞いてみるといい」

「そうする。さぁーて、また一本、勝負してみっか？」

「負けるけど、気持ちで負けない！」

「そうそう、それが大事。水泳なんて最初は自分より速い奴ばっかりだからな。悔くやしさをバネにできるヤツは伸のびるぞ。俺がそうだった」

「……嘘うそ。めちゃくちゃ速い」

「アホか、中一の時の身長は百五十二センチ。全然タッパも筋肉も足りないから遅おそいのは当たり前だった。一部の先せん輩ぱいはアホみたいに速かったし、俺はその当時、バタフライだって覚おぼ束つかなかったんだぜ？　まぁバッタは一番コツがいるからしゃあないけど」

「……意外」

「よく言われるんだけどな。でも、俺は誰だれよりも中学生時代、泳ぎまくったって思ってる。苦手だったバタフライも克こく服ふくして、冬にはしっかり体作って……まぁそんなとこだ」

　ニッと笑うと、プールから上がって、彼女が構える。

「行く」

「クラウチング教えてやろうか？」

「……なにそれ」

「えっとな、そもそもクラウチングスタートを知ってるかどうかなんだけど……」

「知らない」

「じゃあ、えっとな」

　その日も、エリスとの距きよ離りが縮まった気がした。







「んじゃーな、エリスー！」

　寮りようの前で手を振られる。

　それに振り返かえすと、笑えみを返して彼かれは高校生の寮に消えていった。

　そんなワタシ達たちを見ていたのだろうか、麻ま衣い達たちが近づいてきた。

「今、エリスって……」

「ワタシが認めたの。あの人、いい人だよ」

「どうだろうね。女児目当ての変態じゃないかな」

　瞬しゆん間かん、ワタシは水泳仲間の工く藤どう透とおるの胸むな倉ぐらを掴つかんでいた。

「取り消して。彼はそんな人じゃない」

「ちょ、ちょっとした冗じよう談だんさ。エリス、何をそんなにムキに――」

「取り消して！」

「透、素す直なおに謝れないのがあんたのダメなところよ」

　同じく水泳仲間の有あり栖す川がわ純じゆんの一言で、透は頭を下げた。

「……決めつけてごめん、エリス」

「うん」

　手を離はなす。

　しかし、透は微び妙みような顔をしていた。

「ふむ、エリスが気に入るとは。相当水泳に偏かたよってるんだなぁ」

「それは認める」

「泳いでると、とても楽しそうだもん。途と中ちゆうから、鬼き気き迫せまる表情だけど」

　麻衣がそう言って苦く笑しようした。

「……みんなも、指導を受けてみればわかる。あの人は口だけじゃない、実力も持ってるから」

「……そうね。確かにただ泳ぐのも良かったけど、せっかくのコーチだし」

「うん、ちょっと、まだ怖いけど……」

「……ボクは、まだ彼を認めたわけじゃない」

　透がそう言い捨てて歩き去っていく。

　男嫌ぎらいなのかどうかはしらないけど、もったいないと思う。

　透は速くなると思うのに。







三章　ようやく







「あの！」

　そう呼び止とめられてそちらを向くと、エリス以外の三人が頭を下げていた。

「すみませんでした！」「すみませんでした」「すみませんでした……」

「……急になんだよ」

「最初は、小学生目当ての変態かと疑ってたんだ、正直」

「俺は水泳にしか興味ないぞ」

「……それはそれで、不健康な気が……」

　あれ、割と真ま面じ目めに引かれてる!?　何で!?

　まぁいいや。

「それで、謝ってきたんだ。指導を受ける気になったってことでいいのか？」

「はい」

「よし。んじゃ改めて自己紹介してくれ」

「わ、わたしから……。椎しい葉ば麻ま衣いです。エリスちゃんと同じクラスです」

　気の弱そうな彼女がそう言う。

　長い髪を結ゆっているんだろう。元が長いのか、帽ぼう子しがもこもこしていた。

「ボクは工く藤どう透とおる。よろしく」

　すらっとした子。この子は最初に俺を陥おとしいれようとした奴だ。注意しとこう。

　ショートカットらしく、髪の毛は全部キャップに入っていた。

「あたしは有あり栖す川がわ純じゆんよ」

　最初に、指導は必要ないと言い切った強気な子だ。ちゃんということを聞いてくれるのか、若じやつ干かん不安だ。

　髪は長そうだけど、椎葉ほどではない。よく見る帽子のもこもこだ。

　そういや、エリスも髪が長いよな。名前からして外国人の血は入ってるんだろうけど、綺き麗れいな金きん髪ぱつをしていた。蒼い瞳ひとみに白い肌はだが目立つ。

「よし、わかった。じゃあ、霊れい峰ほう学がく園えん初等部水泳部は、たった今から活動を開始するぞ」

「望むところよ！」

「ああ」

「が、頑張ります……！」

「まぁ、お前らの意気込みはどうでもいい。やる気があるかなしか、体で証明してもらおう」

　借りて来ていたホワイトボードに、黒のペンで書いていく。

「エリスも、聞いとけ。では、今日からの予定だ。予定を聞く時はキャップ取れよ。……よし。アップに好きな泳ぎで千メートル、足を極力着かず。ビート板で百メートル四セット。プルブイで百メートル四セット。各種目二百メートルを――」

「ちょ、待て、待ちなさい！」

　有栖川が何か言っている。

　他の二人もドン引きしていた。エリスはもうやっているので、別に驚きもしていない。

「どうした？」

「そ、そんな量、泳げないです……」

「エリスはできてるぞ。というか、全体メニューはごくごく軽めの三キロに抑えてんだぜ？　これ以上甘くしてどうする」

「アップ千はやり過ぎだと思うけど。それだけで疲つかれてしまう」

「力の抜けた軽いフォームを身につけるにはそれがうってつけなんだけど？　最初は何度も足を着くが、まぁ、慣れてくるよ」

「わ、わたしは、健康のために水泳をしているので……」

「……ああ、何だお前ら。競泳じゃないのか」

　早く言ってくれりゃいいのに。

　これは、競泳用に組んだメニューだ。それを前提に作ってる以上、そうでないなら無意味になる。

「じゃ好きにやってりゃいいんじゃない？　俺はてっきり競泳だと思ってたからメニュー組んだけど、健康のためならそこらへんで遊んでたって止めないよ」

「え……？」

「んじゃ、そゆことで。ストレッチから行くぞ、エリス」

「はい、薫かおるコーチ」

「よろしい」

「ま、待ってよ！」

　また有栖川だ。何なんだよ。

「あたし達、貴方あなたを呼んだ意味がないじゃないの！　コーチが来た意味がない！」

「だってお前ら、要するに短い時間で程ほどよく疲れて、あーいい練習だった、とか思いたいんだろ？　子供の遊泳となんら変わらん。コーチなんかいらんだろ」

　黙だまりこくる三人に、厳しい目を向ける。

「俺は来た以上は全力で教えようと思ってる。けどな、俺は競泳の選手で、競泳のコーチだ。そこいらのスイミングインストラクターじゃない。俺とエリスがやるのは、競泳だ」

「す、水泳とどう違ちがうのよ！」

「全く違う。いいか、競泳は究極の個人競技だ。応おう援えんすらも届かない、水音が支配する静せい寂じやくの世界で、自分自身と戦い、打ち勝っていく。自分に妥だ協きようした瞬間からタイムが落ちていく。そういう競技なんだよ」

「だ、だから何よ」

「早くなりたいなら、本気でやらねえと意味がないんだよ。ま、健康のためなら水中鬼おにごっことかでもやってりゃいいんじゃない？　普ふ通つうにしてれば、お前らが望む通り、普通に疲れるだけだからさ」

「……いいわ、上等よ。やってやろうじゃない！　千メートル！」

「ちょ、純!?」

　……へぇ。

　有栖川純だったな。中々、負けん気が強いじゃないか。

　俺にひるむことなく、睨にらみ返してくる。
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「有栖川は競泳をやるそうだけど。お前らは？」

「……」

　押し黙る二人。

　彼女達を無視し、二人に向き直った。

「じゃ、エリスと有栖川、お前らでストレッチな。念入りにしとけ。初めてだと足がつるぞ。ストレッチ終わったら千メートルだ。足は極力地面につけんなよ？」

「わ、分かったわ」

「了りよう解かいです」

「ペース配分は覚えるしかねえからな。有栖川、エリスのスピードに惑まどわされるなよ。自分のペースを貫つらぬけ」

「う、うん」

　と、硬かたい返事を有栖川はした。

　まぁ初めて千メートル泳げって言われたら、緊きん張ちようするよな。

　俺も最初はマジかよと思ってたけど、案外いけるものだ。

　人は慣れてしまうからな。

　ストレッチを終えた二人が、入水する。

「あんたも一緒に泳ぎなさいよ」

「別にいいけど。カウントはしとくぞ」

「当たり前じゃない」

　俺おれも三番目のレーンに入る。

「よし、レディーの、ゴーだ！」

　全員で壁かべを蹴りだして、泳いでいく。

　有栖川は……背泳ぎか。専門種目がそれなんだろう。

　俺もクロールで華か麗れいに彼かの女じよ達たちを抜き去さっていく。

　もっと静かに。しかしもっと鋭く。さらに一つの動作で、大量の水を掻かきだすように。

　ぐんぐんと加速していく。

　俺が終わるころには、有栖川は後七百、エリスは後五百まで来ていた。

　エリスはいいペースだな。

　俺は適度に火ほ照てった筋肉を落ち着かせるために、プールサイドに上がる。

　適度な休憩は必ひつ須すだ。男子は千五百メートルが主なので休憩するまでもないんだが、念のためだ。いいアップになった。

　そこで、いまだに立たち尽つくす二人を見つける。

「？　お前らどうした？　泳がないのか？」

「……ボク達にまともに指導する気はないんだろう？」

「俺は競泳を指導するように言われてるんだよ。普通に泳ぎたいなら泳いでいいよ。そこのレーンが空いてるだろ？」

「じゃあ、そうするよ。行こう、麻衣」

「……わ、わたしは、体弱いんです」

　申しん告こくするように、椎葉がそう言う。

　確かに、丈じよう夫ぶそうには見えない。

　線だって細いし、体つきも華きや奢しやだ。エリスも華奢だが、あれは引ひき締しまっている。

「そんなわたしでも、速く、泳げるようになりますか？」

「……その気持ちを持ち続ければ、速くなる」

　確証もないし、確約もできないが。

　真しん摯しな気持ちを忘れずに練習に望めば、タイムはある程度はついて来る。

「……わたしも、やります！」

「麻衣！　君は……肺が弱いんだろう!?」

「でも！　これ以上……みんなにおいていかれたくないの！　わたしだって、速くなりたい！」

「よく言った！　だが、肺が弱いってどのくらいだ？」

「激しい運動が、できなくて……。病気じゃないんですけど……すぐ病気になったりして……」

「……よし。椎葉、君には自由形の奥おう義ぎを教えよう」

「お、奥義！」

「そんな簡単に奥義なんて教えていいのかい？」

「誰でも考えりゃわかるからな。まぁ聞け。水泳に一番大事なのは何だと思う、椎葉」

「……速いこと？」

「そう。でも、速さは何でできている？」

「フォームと……呼吸のタイミング？」

「それと、エネルギー効率があるんだ」

「効率……」

「そ。どんなに激しい動きをしても速度は上がらない。適切なフォームを適切な動きで行わなければ速度は出ない。疲れるだけだ。要は、どれだけ、楽に泳げるかなんだ」

　ほー、と椎葉と工藤が溜ため息いきをこぼす。

「楽に泳げるか……ですか」

「そう。がむしゃらに、じゃなくて、自分のペースでいいからちゃんとした動きをずっと続けていられるか。これが肝きもだ」

「……」

「とはいえ、やんなきゃ分かんないだろ？　俺について、ゆっくり泳いでみな」

「は、はい！」

「あ、クロールはできるんだよな？」

「というか、まだそれしかできません……」

「上出来上出来。ほら、行くぞー。エリス、スポドリ呑のんで少し休憩しとけ。有栖川にも同じく伝えて」

「了解です」

　エリスの返事を聞いてから、椎葉と入水し、ゆっくりと泳ぎ出す。

　並走して、彼女のフォームを見る。

　腕うでの振ふり上あげる位置が高い。水面にたたきつけるようにして手を入れているのもマズい。けど、下半身――バタ足が良いせいか、思ったよりも速度は出ている。

　小こ柄がらな椎葉。けど、奥おくに秘ひめた負けん気は強いような。そんな気がする。

「よし、椎葉お疲れ」

「ぷはっ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁっ………！」

　五十メートルでこれか。

　まぁあんな効率の悪い泳ぎ方してるんじゃしょうがないよな。むしろあのフォームでそれだけ泳げるのは凄すごい。

「椎葉はあの二人に比べて肺活量がない。肺活量は酸素を十分に体にいきわたらせるためのポンプ。運動するには必要なパフォーマンスだ。まずはそこを鍛きたえようか。肺も強くなるしな。フォームも直そう」

「は、はい！　コーチ！」

　疲れてはいるものの意志がこもった返事。良い傾けい向こうだ。ひとまず椎葉の練習方針は決まった。残るは――

　俺は、空いている飛び込み台に座すわっている工藤を見る。

「……で、どうする、工藤」

「……ボクは男性が嫌いだ」

　苦々しくそう言うが、そんなことはどうでもいい。気持ちを訊きいているわけではない。

「どうするのかって聞いてんだよ。お前の趣しゆ味み嗜し好こうなんざしるか」

「…………受ける」

「そうか。じゃ、得意なフォームで千メートルだ」

「……いつか、アナタより速くなってやる！」

　吐はき捨すてるようにして、工藤は空いているレーンに飛び込んだ。

　平泳ぎ。つまりブレスト。

　……ほほう。すらりとした手足を器用に動かしている。

　フォームの改善は特に必要ない。あれは速くなる泳ぎ方だ。息いき継つぎのタイミングが少し遅おくれているだけで、さすが、教えを最後まで請こわないだけあって完成度は高い。

　やるじゃないか。

　けど、ブレストは非効率的なんだよな。長時間疲れない泳ぎ、とは言うけれど、誰がやっても似たフォームになるのでそう言われているだけだ。本気でやるとクロールの倍はきつい。

「……」

　指導するのも、割合面おも白しろそうだな。







　し、しんどい……。

　わたし――椎葉麻衣は、眠ねむ気けを覚えつつも、何とか夕食を食べていく。

　エリスちゃんは何ともなさそうだけど、透ちゃんと純ちゃんも眠ねむそう。

　大好きなカレーなのに、何だか、味が分からない。

「お、起きてる……？」

「あ、ああ。麻衣。起きてるよ。……いや、想像以上にきついね。純、船こいでるけど……」

「……」

　言葉も出ないようだった。

　透ちゃんはお冷を純ちゃんの首筋に当てる。

「ひゃああっ!?」

「一人だけ寝ねるなよ、純」

「ねね、寝てないわよ！　あー、カレー美お味いしい！」

　寝てたなぁ、多分。

　カレーを何とか完食して、ふうと一息。

「でも、何だかな。この疲れって、気持ちいいわよね」

「？　純、本当にどうしたんだい？」

「いや、そう思わない？　やりたいことに本気出して、疲れてるのよ。幸せじゃないかしら」

「……うん、幸せ」

　エリスちゃんは頷うなずいてるけど、わたしはまだ頷けなかった。

　でも、楽な方へと体が逃にげていくのが、よくわかった。

　そんな自分に、負けたくない。

　なにより、わたしだけメニューが違う。だから、誰よりも頑がん張ばらないと、みんなに届かない。

「ん。良い目してる、麻衣」

「そ、そうかな」

「うん。野や獣じゆうの目」

「や、野獣は、嬉うれしくないかなぁ」

「そう？」

　エリスちゃんは、やっぱり独特だった。







四章　大きくなりたい







「ふんふふーん、ふーん」

　時刻は六時過ぎ、プールサイドで黙もく々もくと。四人への指導が終わった後に、冷やしておいた牛乳にプロテインを混ぜていく。

　プロテインは金が掛かかるものの、お小こ遣づかいで賄まかなえる。

　そろそろ水着も新調したいが……まぁ足りるだろう。

「こ、コーチ。そのタオルいいですね！」

「椎しい葉ばか。これ？」

　吸水タオルを指さす。

「すぐ水気をすって、その場で絞しぼったらもう乾かわくなんて……便利です！」

「寮に何枚かあるからやるぞ」

「わぁ！　いいんですか!?」

「お前頑張ってるからなぁ。ほれ」

「ありがとうございます！　で、何を飲んでるんですか？」

「プロテイン牛乳。何とバナナ味だ！」

「……プロテイン、ですか。飲んだことないなぁ」

「飲んでみるか？」

「はい！」

　シェイカーを渡わたすと、彼かの女じよはグイッと行く。

「うっ……！」

「……」

「……結構、なんだか、お腹なかに……貯たまるような……」

「運動後に飲むにはちときついだろ。でも運動後にはこうしてタンパク質をとらないと、ガリガリになっちまうぜ」

「う、うう……何だか、気持ち悪いです……」

「はははっ。終わったらバナナと牛乳食べとけ。つか、明後日から持ってくるか。恋れん、頼たのむよ」

「はーい、手配しておきます！　えっと、何でしたっけ」

「明後日から牛乳とバナナ五人分。四人分でもいいけど」

　これくらいないと、彼女達があっという間にけそけそになってしまう。

　ただでさえ、今も細いのに。

「？　どうしました？」

「いや。お前らほそっけーよな」

「まぁ、そうですね……コーチに比べたら、全然……」

「そもそも成長期だしな。練習量もかなり増えたし、動いた分はしっかり食わないと。恋もそう思うだろ？」

「そうですねぇ。みんな、練習をするようになりましたし。栄養補給は必要でしょうから……」

　さすが、よく見ている。

「えっと……バナナと牛乳でしたよね。他にはありませんか？」

「後、チョコ菓が子しがあるとありがたい」

「いいんですか？　そんな高カロリーなモノ」

「見てるとは思うが、かなり運動してるからな。そうしないと――筋肉どころじゃねえからなあ……」

　そうなのだ。

　脂し肪ぼう分はエネルギーに変わる。

　脂し質しつや糖質はそのために必要なんだ。

　ダイエットで脂質や糖質を制限するダイエットがあるが、そっちは数倍きつい。

　運動して筋肉の下地を作れば、その分エネルギーを余計に使うので食べて寝るだけで痩やせていく。

　そういうもんだ。

「まぁ、小学生はともかく。ご主人様もこの調子だとまずいでしょう？　栄養的に」

「ああ、そうなんだよ。体作るのに欠かせないし。……やっぱ、恋はスポーツしてたのか？」

「もっと恋ちゃんと仲良くなったら教えてあげましょー！」

「じゃあいいや」

「ううっ、二十代女子は恋れん愛あい対象じゃないの……？　くすんくすん」

　泣なき真ま似ねとかしだしたよ……めんどくさいなあ。

　と、椎葉が近寄ってきた。すっと恋が下がる。

「コーチはこれから泳がれるんですか？」

「おう。九時までな。門限が十時だから、色々大変だ」

「わ、わたしも、潜せん水すいトレーニングしてていいですか？」

　潜水トレーニングは、肺活量を鍛えるために俺が考案したものだ。

　限界まで沈しずみ、ギリギリまで耐たえて浮ふ上じよう。これの繰くり返し。

　同時に限界が来ないとも限らないので、少し危険。意識を向けておかなければならないが。

「いいよ。一いつ緒しよに練習すっか！」

「は、はい！」

「恋ちゃんも見守ってますからね！　安心して練習してくださいな！」

　意気込み十分の椎葉は、早さつ速そくプールに入ると、潜もぐって顔を出してを繰り返し始める。

　俺もアップは終わらせてある。

　全力で泳いでしまおう。







　結構疲れたな。時計を見れば既すでに七時過ぎ。一度休きゆう憩けいを入れるか。

　俺のフォームは固まっている。だから、回数を泳ぐ訓練をしている。

　先にプールサイドに上がっていた椎葉に、トレーニングの後食べようかと思っていたスティックバーを半分に折って手て渡わたす。

「それ食べろよ」

「はい。……美味しいです」

「夕飯もちゃんと食えよー。食わないとデカくならないぜー？」

「た、食べると大きくなるんですか!?」

「ちゃんと深夜までには寝て、早く起きて、日の光浴びて、飯食ってりゃ、背なんてにょきにょき伸びるわ。とはいえ、男だけかもしれんが」

「む、むぅ。早く、大きくなりたいです」

「……そっか。おっきくなれると良いな」

「はい！　……えへへ、何だかコーチ、話しやすいですね」

「そうかぁ？　変なヤツって周囲からよく言われるけど」

「水泳に凄く真面目じゃないですか。それが周囲から変に見えるというだけで。水泳が一番の人なんだな、って考えると、何も不思議じゃないです」

「……ありがと。俺をそういう風に見てくれるヤツはいなかったからな」

「え、いなかったんですか？」

「中学は比ひ較かく的てき弱かったんだよ。すげえ先輩が一人いたんだけど、それだけだった。だから、厳しい練習も俺一人だけ真面目にやってたんだ。周囲との温度差があって、先輩と何回衝しよう突とつしたかわかんねえ」

「う、うわぁ……」

　俺は大体言いたいことは言うタイプなので、それが反感を買っていた。

　だが、親友のおかげでだいぶ喧けん嘩かの頻ひん度どは下がったが。

「ま、今日は疲れてるだろうから、ゆっくり休みな。それと、日曜日は絶対に休むこと。友達との時間も、大事だぞ」

「……あの、コーチは、お友達……いるんですか？」

　……友達？

「この学園にはいないけど？」

「さ、寂さびしくないんですか？」

「別に。他の関係があると俺はめんどくさいから。休日はゆっくり風ふ呂ろにでも浸つかって、じっくりと疲れをとるんだよ」

「じゃあ、一緒に温泉に行きませんか？」

「……温泉？」







　翌日。日曜日なので練習はない。

　俺と椎葉、それからエリスは送そう迎げいの車で十五分のところにある商店街を通とおり抜ぬけていた。

　そこでは広大な敷しき地ちを誇ほこる学園から出て、買い物を楽しむことができる。

　更さらに山を登ったところに、温泉はあった。

　なんでも、霊れい峰ほう学がく園えんの生徒のみの使用を目的とした施し設せつで、露ろ天てん風ぶ呂ろや内うち風ぶ呂ろ、水みず風ぶ呂ろにサウナ、お湯の張った遊歩道など、結構な施設がある。

　遠いので人気はないらしいが。

　つまりは、ほぼ女子生徒しかいない霊峰学園の、個人的な設備。

「……」

「？　どうしたんですか？」

「ってことは、混浴じゃん」

「はい。まぁ、今日は言って貸し切りにしてありますから」

　そんなこともできるのか。

「まぁわたし達は水着ですけど」

「俺だって水着だっつのさすがに。……まー、ここまで来たんなら行くけど。脱だつ衣い所はさすがに別だろ？」

「……あ。脱衣所も一つです」

「そーか。じゃ、待ってるから先に入ってきな。俺は基き礎そトレやっとくから」

「ダメ。コーチも入ろう。向こう向いてればいいし。というか先に着き替がえてもらって、入ってもらってればいい」

「そ、そうですね……先に入ってもらえれば……」

「……確かに、温泉に入りに来たんだからな」

　倫りん理り的てきにはどうなんだろう。余よ裕ゆうでアウトな気がするけど、まぁいいや。

　脱衣所に入り、パパっと脱ぬいでしまう。そしてパパっと水着を装着し、中へ。

「いいぞー。俺は先に入っとくからなー」

　言い残し、掛け湯をしてから体を洗いに行く。俺は温泉施設だと先に体を洗う派だった。

　洗い終えるころには、エリスと椎葉が入ってきた。

「やっぱり温泉は広いね、エリスちゃん！」

「広い。泳げる」

「お、泳いじゃだめだよ……？」

「……でも気持ちは分かるけどなぁ」

　広い。

　とにかく広いのだ。

　さすがは私学の施設とも呼ぶべきか。並なみ大たい抵ていの広さじゃない。

　これを貸し切る……いくら必要なのか、考えてゾッとするくらいの金額だろう。

「んじゃ、まずは露天に……」

　ギィ、と奥に行く扉とびらを開けると。

「こんにちは」

「……こ、こんちは」

　水着姿の理事長がいた。

　え、なんで？　貸し切りじゃなかったの？

　アッシュブロンドの髪かみを結い上げている彼女は微笑ほほえみ、湯船を指さした。

「入りませんか？　濡ぬれた体に風が寒いでしょう？」

「……うっす。遠えん慮りよなく」

　肩かたまで浸かる。

　うわ、トロッとしたお湯だ。いい具合に疲ひ労ろうが溶とけていく。

「どうですか？」

「いいお湯だな」

「でしょう？　だから、ここに施設を建てたんですもの」

　どうやら、理事長の所有物のようだ。

「わたくしも、プール行きますからね」

「おや、またなんで？」

「健康のため、です。ご指導、お願いしますね？　あ、そうだ。全員が授業中に居い眠ねむりをしていたそうなので、もう少し軽めに――」

「俺は居眠りとかしてませんけど。気合が足りないんじゃないっすかね」

「……ははぁ。貴方の練習時間が、今の練習じゃ足りませんか。九時まで泳げるようにはしてあげたんですが」

「いや、良い練習になってる。俺は体が既にできているだけの話で……」

「もっと、追い込みたいのではないのかと……」

「追い込みすぎてもダメだ。たまにやりたくなるけど……それで選手生命が逝いった奴やつを見てるから、ほどほどだよ」

「……ちゃんと、線引きができているようで何よりです」

「ていうか、何で貸し切りの風呂に？」

「貴方が来ると仰おつしやってましたから。ふふっ、わたくし、貴方に一ひと目め惚ぼれしちゃったんです」

「何で一秒でわかる嘘うそを吐くんだ？」

「いえ、これが嘘ではないんですよ」

「……マジ？」

「マジです」

　マジなのか。

　どうしよう。一目惚れとかされたことない。

　つつつーっと近寄ってきて、俺の体をペタペタと触さわる理事長。

「厚みがあるんですね。……凄くいい体。それに、整った顔立ち。いいですねぇ。やはり、写真や動画で見るよりも本物の方が……」

「……写真？　動画？」

「わたくしの趣しゆ味みはスポーツ観戦。ジュニア時代から目を付けている選手も大勢います。その中でも、貴方は誰だれよりも輝かがやいていました。そんな貴方を陰かげながら見守る予定だったのですが……大おお鮫さめ学がく園えんの隕いん石せき騒さわぎに市民プールでの人身事故。そんな障害を、有望な、目を掛けている選手に負ってほしくなくて、学園に呼んだのです」

「な、なるほど……」

　指導者なら他にいくらでもいるだろう。これだけの施設を持てる人間だ、金は唸うなるほどあるに違いない。

　……俺のことを思って、だったのか。

「貴方のクロール、力強くて、とても洗練されていて――これで、更に体格が良くなったらどうなってしまうのだろうというワクワク感がたまらないんです。今でも完成されたスポーツ選手のレベルですが、限界が全く見えないんです。水泳選手として、貴方は素す晴ばらしいです。心、技、体。どれをとっても一流でしょう」

「……」

　――嬉しい。

　純じゆん粋すいに、俺を評価してくれている。

　そのうえで一流だと言ってくれる彼女に、好感しか持てない。

　でも、女の子にその気持ちをどう伝えればいいかわからない。

「……」

「……んっ」

　指通りのいいブロンドを撫なでる。

「ふふっ、まるで年下にするみたいですよ？」

「いや、純粋にうれしかったよ。でも、まだまだ俺は成長して見せる」

「その意気ですよ。……出て来てもいいですよ、お二方」

　彼女が微笑む先に視線を向けてみると、椎葉とエリスがこっそりと俺おれ達たちを覗のぞいていた。

「さっさとくりゃよかったのに」

「い、いえ。理事長さんとコーチ、仲が良いなーって……」

「……良いのか？」

「わたくしは好きですけどね」

　そういう彼女の水着は、黒と白のフリルの付いたワンピース。可愛かわいい可愛いしているが、どことなく品のあるデザインだ。良く似合っている。

　俺のはよくあるスパッツタイプの競泳水着。ピンクのラインが鮮あざやかなヤツ。

　エリスと椎葉はスクール水着だけど、そろそろお揃そろいのユニフォームが欲ほしいかもな。中学時代、無む駄だに先せん輩ぱい達たちが議論を交かわしているのを目もく撃げきしている。俺はどうでもよかったので泳いでいたけど。

「椎葉、やっぱ水泳部のユニフォームは欲しいもんか？」

「はい！　欲しいです！」

「……何でもいい」

　エリスはやっぱりどうでも良さそうだな。

「まぁ水着でタイムも変わってくるしな」

「……それ、本当？」

　さすがエリス、水泳が絡からむと貪どん欲よくだ。

「おうよ。レーザー・レーサーってしらね？　世界新記録を連発させた特とく殊しゆな加工の水着なんだが、あまりにも速すぎるんで禁止になったんだよ。男子はへそから膝ひざ、女子は肩から膝までの、繊維を編む以外の特殊加工をしていない水着が義務付けられてる。ま、オープンウォーターは両方とも肩から踝くるぶしまでだけど」

「……そ、そうだったの」

「でも別にいいと思うんだけどなー。道具選びも戦いのうちだと思うんだよ。まぁ水着のシェアがその一方に偏かたよるのを防ぐためもあったんだろうけど……もったいねえ」

　っと、話が逸それまくった。

「理事長、どうだ？　部費でどうにかならんか？」

「許可します」

　やった。

「今度水着のカタログを持っていくので、みんなで決めてくださいね」

「ありがとうございます、理事長さん！」

「ありがとう、理事長」

「いいのですよ。それと、あまり無理を言って薫かおるさんを困らせてはいけませんよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、こいつらはいい子だからな」

　四人で露天風呂を堪たん能のうし、その日は車で送ってもらって、解散になった。







五章　水泳の楽しさ







　放課後。アップの前の時間。練習はじめにプールサイドで柔じゆう軟なんをしていると、驚きよう異いの光景を見てしまう。

　足を百八十度開かい脚きやくしつつ、有あり栖す川がわがベタっと上体を地面につけていた。

「……？　何、コーチ」

「柔やわらかいな、有栖川……」

「ふふん、昔バレエやってたからね！」

　その場で立って見せて、見事なＹ字バランスを決める彼女に思わず拍はく手しゆを送る。

「背泳ぎに柔らかさとバランス感覚は必須だからな。有栖川は伸のびるぞ」

「そ、そう。で、あたしの泳ぎのどこがダメか、わかった？」

「明確過ぎてな。柔らかいとやるんだけど、手を、こう、回すだろ？　背泳ぎの際、手の入水の時に小指が下になってないとダメなんだけど、お前は手の甲こうのままやっちゃってるんだ」

「？」

「まぁ分からんよな。これが、こうなってるんだ」

　正しいフォームを実じつ践せんしてみる。有栖川はふんふんと頷いていた。

　このアドバイスは初歩の初歩。早いとこ、フォームを固めてほしい。色々フォームを弄いじるのは基本の型ができてから。

　でも、この柔らかい体――将来は凄そうだ。

「ああ、なるほど。小指が最初に水に着かなきゃダメなのね」

「入水の抵てい抗こうを最低限にするんだ。背泳ぎはシンプルだけど、耳まで浸からなきゃいけないし……あ、これやるよ。いっつも耳をとんとんしてたろ？」

「あ、耳みみ栓せん！　いいの!?」

　手渡したのはケースに入ったゴム製の耳栓だ。バックの時はあった方が心強い。

「いいよ。俺おれも一個はストックしてるし、もっとけ」

「……あんた、結構いい奴ね」

「それはどうだろうなぁ。ほれ、柔軟終わったらさっさとアップする」

「はーい！」

　早さつ速そく耳栓を付けて、プールに入り、背泳ぎを始める有栖川。

　その一方で、じとーっと俺を見る工く藤どう。

「……ボクに指導はないのかい？」

「今んところはなぁ。意志の弱さくらいか？　疲つかれてくるとフォームがてんでバラバラになって進まなくなる。エリスは克こく服ふくしてるし、有栖川はまだまだ、意外にも椎しい葉ばがそれが得意なんだけど、工藤、お前が一番程度がヤバい。とはいえ、まだ体もできてないだろうし、許容範はん囲い。お前の泳ぎ方は洗練されてるから、体ができてくれば勝手に速くなるよ」

「……アナタより？」

「なんなら、今勝負してみるか？　自分を知っておくのもいい事だぞ」

「よし、絶対に勝つ！」

「はいはい、五十メートルな」

　隣となり合あって飛び込み台に立ち、工藤は両足を揃えて静止。俺はクラウチングのポーズを決める。

　千メートルが終わった椎葉とエリスが観戦する中、俺がカウントを決める。

「三、二、一、ゴー！」

　ほぼ同時に飛び込み、浮上。体の関係で俺が先行する。

　必死に喰くらいつく工藤だが、技術は大人顔負けでもメンタルが素人しろうと同然。

　あっという間に自分の泳ぎを忘れてただ速く動かすだけになり、呆あきれながら俺はゴール。その後ろを追いついてきた彼女が悔くやしそうに歯は噛がみする。

「くそ、なんで……！」

「自分を見失い過ぎだな。がむしゃらで速くなるのは、ただの幻げん想そうだ。お前に足りないのは技術じゃなくて、ハートだ」

「……ハート……」

「特別メニューだ。十分休憩の五分間を瞑めい想そうに回せ」

「……確かに、自分を律するにはいいメニューだ。やるよ」

　指導を終え、プールサイドに用意されたベンチに座る。すると、そこには先客がいた。

「お、理事長」

「霊れい峰ほう菫すみれです。菫と呼んでください」

「菫はハーフなのか？」

「ええ、まぁ。母親の影えい響きようがかなり濃こく出てますから……。とまぁ、それはいいんです。はい」

　あ、カタログか。

　競泳水着の冊子を渡してくれる。

「早かったな」

「貴方あなたのも選んでくださいね？　ちゃんと作りますから。少し小さいでしょう、今の水着」

「……よくわかるな」

「貴方のことですもの」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない顔でくすくすとそう笑う彼女の頭に手を乗せて、わしゃわしゃとやる。

「結ゆい上あげるのもいいけど、ちゃんとキャップ被かぶれよ」

「もう、融ゆう通ずうが利ききませんねぇ」

「まぁ別に俺は気にせんが……」

　メッシュ素材のキャップを被る菫。今日は何でかスクール水着だった。

「あ、理事長先生！」

「理事長さん！」

「理事長」

「理事長さん」

　ぱぱぱっと四人が駆かけ寄よってくる。これが人望の差か。

「こんにちは、皆みなさん。薫かおるさんのコーチはいかがですか？」

「特に文句ないわ」

　有栖川は満足そうにそう言う。

「優やさしくしてもらってます。……練習はきついですけど」

　椎葉は苦く笑しよう気味に本音をこぼした。

　まぁ、きつい練習だからな。そうでないと言われたら張り合いがない。

「いいコーチ」

　言葉少なく、エリスは俺を肯こう定ていする。

「まぁ、特に問題はないです」

　工藤もそう言う。

　……問題はない、か。中々言ってくれるな。そうでなくちゃ。

「結構。薫さんも含ふくめて、水着を決めてくださいね。新しい水泳部のユニフォームにしますので」

「そういや、中等部と高等部は俺達に絡んでこないな」

「ああ、コーチを迎むかえずお遊びみたいなものですので。要望があったので、小学生にはコーチを付けることにしたのです」

「なるほどな。そういえば、記録会とかはやるのか？」

「ええ。今月末に、近くの同格の女学園と共同で。小中高ですよ」

「そっか」

「？　コーチ、記録会って？」

「ああ。市とかがやる、記録を追求するための大会だ。勝ち負けはない。ただ、本番と似たような緊きん張ちよう感の下、どれだけ自分のパフォーマンスを発揮できるか。それが肌はだで体験できるいい機会なんだ」

「……大会」

「ま、自分を知れる機会だよ。俺も最近記録測ってないし。……あ、俺も出ていいんだよな？」

「勿もち論ろんです。話は通しておきますので」

「サンキュ、菫。お前らも、当然出るよな？」

　そう振ふると、エリス以外が表情を曇くもらせた。

「……わ、わたしなんかがでても、いいんでしょうか。遅おそいし……」

「いいに決まってんだろ。何遠慮してるんだよ。速くなりたいなら、自分を知っとくのもいい機会だぞ」

「あ、あたしは、まだ参加できるレベルじゃ……」

「有栖川、弱気だな。いーんだよ、お前らよりダンチにはええ奴もいれば、遅すぎてありえん奴もいるし。誰がやったっていいんだ。それこそ、お遊ゆう戯ぎに近いぞ」

「…………」

　何も言わない工藤だったが、俺は話を戻もどす。

「まぁ、強要はしねえよ。でも出るべきだと思うね。水泳に対して真しん剣けんなら、尚なお更さら。お前ら大会とかに出たことないだろ。いいぞー、高まる緊張感、緊張感が高まるにつれて音が消えて、スタートのつんざく音を待つ世界。飛び込んで、ただいい記録を出すために、持てる力をぶつける。……何度も言うが、大会と似たような空気を経験できるんだ。大会の空気で緊張するってヤツも多いが、こればっかりは場数をこなさないと慣れないからな」

「はい、でます」

「エリスは非常にやる気があってよろしい。二十五メートルから選べるぞ。何に出るか決めとけ。俺は全種目行くぞ」

「「「「全部!?」」」」

「あたぼーよ。俺の専門種目は自由形と、個人メドレーだぜ？」

「どうりで……。どの泳ぎも同じくらい練習しているから、てっきりそういうものかと」

「まぁお前らも練習しといて損はないと思うけど、元から専門がキレーに分かれてるからな。お前ら四人でメドレーリレーでもやってみれば？」

「……メドレー？」

「バック、ブレスト、バッタ、フリーの順番で泳ぐ奴だよ」

「……ブレスト？」

　有栖川が首を傾かしげる。

　なるほど、あんまり水泳用語に詳くわしくないのか。

　センスはピカイチだと思うんだが。

「平泳ぎだ。ちなみに個人メドレーの場合は、バッタ、バック、ブレスト、フリー。まぁやらないならいいけど、覚えときな」

「まだまだ知らないことでいっぱいです……」

「椎葉、好きだったら調べるだろ？　好きなバンドとか。それと一緒。好きにならないと続かねえ。でも、好きになるにはちときついんだよ、このスポーツ」

「でも、鷺さぎ沢さわコーチは好きなんだろう？　水泳」

　工藤にそう言われ、俺は胸を張る。

「大好きだね。俺が一番快感なのが、絶対勝とうと意気込んで、調子こいてるやつを華か麗れいに抜かしてさらっと一位をとることだ」

「……暗いです」

　麻衣がそう言うが、大体競争の楽しみといえばそんなもんだろう。

「まぁでも、それをやるには誰よりも速くならないといけない。けどまぁ、それはどうでもいいんだよ」

「ど、どうでもいいの？」

「おう。それは競泳での楽しみだからな。水泳の楽しみじゃねえ。俺はハッキリ言ってしまえば、勝負に負けて悔しいとは思わない。俺は単に、泳ぐのが好きだからな。速い遅いなんてどうでもいいんだよ。元はみんな、水泳を楽しいって思ってやってたやつばっかなんだし。でも、みんな結果にこだわる。お前らも速くなりたいから俺のコーチを承しよう諾だくしたんだろうし」

「……うん。誰よりも速くなりたい」

「だから、中学生までは誰よりも速かった俺が教えてやる。そして、俺は高校生の誰よりも速くなって――世界を獲とる。「今の気持ちを」ってインタビューで、水泳が大好きだって言ってやりてえ。俺は泳ぐのが好きだ。だからプロになりたいんだよ。ずっと泳いでいられるからな。でも……」

　四人を見て、苦笑する。

「こうして指導するのも、悪くないよ。人のフォームを生でじっくり見るなんてことはなかったし。それに、お前らといると、なんか楽しいんだよな。童心に帰るというか……」

「……コーチ、本当に水泳が好きなんですね」

　麻衣の微笑みに、笑い返した。

「あったり前だろ？　だから、泳ぐ喜びを知ってほしい。速くなりたいんなら教えてやる。速さがでると、やっぱ楽しいからな」

　全員が感心したような顔で俺を見る。

　あれ、俺が水泳好きなの伝わってなかったかな。

「さて、水着決めんぞー。まず色からだろ」

「ぴ、ピンクが……」

「黄色！」

「ブルーが良いね」

「……グリーン」

　見事に割れる意見。

　……こっからが長そうだった。







六章　本業







　昼休み。

「……」

　学食が無料とか、この学園は色々とすげえ。

　俺は学食とパンをもらっているのだが、これが何とも美う味まい。

　やるな、菫すみれよ。

「あ、あの。ここ、よろしいですか？」

「空いてるんだから座すわれば？」

「ど、どうも」

　……どっかで見たような顔だな。

　まぁいいや。さっさと食ってしまおう。

　かつ丼どんをかきこむ俺に、対面に座った女の子が話しかけてくる。

「わたくし、津つ久く井い秋あきと言います。あの、鷺さぎ沢さわ薫かおるさん、ですよね？」

「それが？」

「お、お話など、いかがでしょうか」

「好きな水泳選手は？」

「へ!?　す、水泳の選手……だ、ダメです、わかりません……」

「そーか。んじゃな」

　食べ終わったのでさっさと退席する。

「……ん？　よ、工く藤どう」

　すると、席から程ほど近ちかい場所に、何な故ぜだか呆れ顔をしている工藤が立っていた。

「コーチ。あんまり人のプライベートに突っ込みたくないんだが、アナタは酷ひど過ぎる」

「何故。どこが」

「全すべて、だ。なんで他の人と話そうという気にならないんだい？」

「別に話題ねえもの」

「あー、もう。水泳しかないのかい、その頭は」

「いやぁ」

「褒ほめてない、断じて褒めてない。……全く、見てられない。戻るよ」

「俺もう食い終わったんだけど？」

「いいから」

　工藤に連れられ、強ごう引いんに元の席へ帰される。

　あれ、何で涙なみだぐんでんのこの人。

「鷺沢、さん……？」

「いや、何かよくわからんが――いってえ!?」

　尻しりを思いっきり工藤から蹴け飛とばされた。

「何しやがる工藤」

「慰なぐさめの言葉をささやくんだ！　早く！」

「……君は悪くない。俺が君に興味をもてないだけ――っつおおお!?」

　今度は抓つねってきやがった。

「何なんだお前。さすがに温おん厚こうな俺でもキレるぞ」

「その人、アナタと会話したがってるんだ！　なぜそれが分からない！」

「？　なあ、えっと、温ぬく井いだっけ」

「つ、津久井です」

「ああ、悪い。津久井は、俺と話がしたいのか？」

　そんなド直球な……という工藤の突っ込みは無視しよう。

　こくり、と頷うなずく彼かの女じよ。

「しかし、何故俺おれと？　話題も特にないし、俺はそんなことないと思うんだが、無愛想らしいじゃないか、俺は」

「そ、その……」

　急にもじもじとしだす。

「トイレか？」

「違ちがうわッ!!」

　工藤の蹴りが俺のケツに炸さく裂れつする。

「痛ぇぞ工藤。何しやがる」

「ほら、ボクはどうでもいいから。会話をしてくれ、会話を」

　そう思いつつ、目の前の津久井と会話をしてみようと思考を巡めぐらせる。

「……話題、話題……」

　…………。

「俺は下に水着を着ているぞ」

「何の自己申しん告こくなんだそれは!?」

「な、何故なんでしょう」

「それは俺が水泳を愛しているからだな」

「ど、どんなのを穿はいてるんですか？」

「おう。待ってろ」

　立ち上がってガチャッとベルトを外し、ズボンをすとんと落として――

「おわああああああああ!?　わああああああああああああ!?　ななな、何をやってるんだアナタは!?」

　俺の周囲をガードするように工藤が立ちふさがる。

「何やってんだお前」

「一言一句違たがわずボクのセリフだ！　露ろ出しゆつ趣しゆ味みでもあったのかい!?」

「いや、どんなのを穿いているのか、見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんで――」

「羞しゆう恥ち心しんはないのか!?」

「お前だってプールの時は水着じゃないか、工藤」

「ここはプール!?　プールなのか!?」

「常在戦場。男たるもの、全てを戦場と思え。俺の戦場はプールだ。常にプールだと思うようにしているぞ」

「ダメだこの人、運動だけができるただの馬ば鹿かだ！」

「失礼だな。勉強もほどほどだぞ」

「いいからズボン上げて！」

　津久井さんも目を回してるし。

　とりあえず言われた通りにズボンを上げたが、そんなに恥はずかしいかな、水着。

「び、びっくりしました……」

「いや、割と本気で反省してください、鷺沢コーチ。他の話題を」

「……デリケートゾーンの毛とか剃そってる？」

「アウトぉぉぉぉっ!!」

「わ、わたくし、まだ生えてないです……」

「先せん輩ぱいも素す直なおに答えなくていいから！」

「お前、さっきからうるさいぞ」

「もぉぉぉっ！　なぜ文句を言われるんだボクは!?」

「すぐカッとなる。精神修養が足りんぞ」

「そういう問題じゃなくてだね……」

　はぁ、と工藤が溜ため息いきを吐つく。何なんだよこいつ、失礼だな。

「あの、わたくしが、鷺沢さんが気になったので、お話ししたかったんです。今まであまりいなかったのに、なんで急に男の人が入ってきたんだろうなーって。まぁ、男の人は一人いるんですけど……普ふ通つうは入ってこないものですから」
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「菫に聞け」

「理事長さんと仲が良いんですか？」

「ん？　まぁ、ほどほど？」

　向こうが好いてくるだけで、本当はどうなんだろう。

　というわけで、ほどほど、という言葉が出てくる。

「なるほど……。好きな食べ物は？」

「ラーメン」

「ら、ラーメンですか。食べたことないです」

「マジで!?　ラーメン食ったことないの!?」

　意外だ。そんな人間世の中にいるなんて思ってもみなかった。

「なるほど。今度街まで行くけど、一いつ緒しよに来るか？　ラーメン行こうぜ」

「……！　い、いいのですか？」

「飯食うのにいいも何もないだろ。今度の休みに行くか、商店街通った時に見た店があるんだ。日曜だけど、空いてるか？」

「あ、空いてます！」

「よっしゃ。なら、十一時に校門で待ち合わせな。っと、俺が忘れるかもだから、携けい帯たい電話の番号交こう換かんしとこうぜ」

「あ、はい！」

　赤外線で受け取り、こちらのアドレスも流す。

「よし。んじゃな、津久井。日曜よろしく」

「は、はい！　頑がん張ばります！」

「何をだよ、フツーでいいんだって」

「ど、ドレスコードは……」

「いらねーの。汚よごれてもいい私服で行きゃいいんだよ」

「は、はい、私服……」

「……津久井、ひょっとして同じクラス？」

「あ、はい。ずっと、お声を掛かけようかなって機会を覗うかがっていて……」

「昼休みにこうして話す分にはいいから。休み時間も寝ねてる時以外は、気軽に声掛けてくれな」

　ニッと笑うと、彼女も微笑ほほえんでくれる。

「んじゃな」

　俺はようやくかつ丼の丼どんぶりを下げに行く。工藤から脇わきを突つかれた。

「んだよ」

「やればできるんだね。デートまで取り付けるなんて」

「いや、飯食いに行くだけだろ。デートでラーメンはありえねえし」

「!?　そ、その概がい念ねんがあったのかい!?」

「工藤。俺を何だと思ってるんだ」

「水泳キチの、非常識人」

　え、俺って……そんなに常識がないのか？







　今日は一人で夕食を食べる。

　ボク――工藤透とおるが思い出していたのは、コーチの鷺沢薫だった。

「あそこまで、対人関係が壊かい滅めつだとはね……」

　やれやれと思ってしまう。

　いつもの指導や、泳いでいる時とかは、時折ドキッとするほどまっすぐなのに。

　それ以外はどうでもよさそうなところが、何というか。

　本当にエリスと似ている。

　アスリートってみんなああなんだろうか。

「なーにやってんの？」

「純じゆん」

　目の前に座ったのは、純だった。今日は唐から揚あげ定食にしたらしい。

「一人で食べるなんて、水みず臭くさいじゃない」

「たまにはそういう気分もある」

「あ、邪じや魔ましちゃった？」

「いいよ。純なら不快じゃない」

「そ。なら一緒にさせてもらうわね」

　……。

　純は、ボクの憧あこがれた。

　可愛かわいくて、女の子っぽくて。でも、強くて……。

　全部、ボクにはないものだ。

　ボクが言われ慣れているのは、カッコイイとか、まあそんな言葉しかなく。

　こういう、可愛くて綺き麗れいな女の子に、ボクは憧れを持ってしまう。

　そういった意味では、麻ま衣いも、エリスも憧れだ。どうやったらあんなに可愛くなるんだろう。

「なんか、あんた昼休みに食堂でコーチとひと悶もん着ちやくあったらしいじゃない」

「何で知ってるんだい？」

「話題になってたの。コーチ、なんか脱ぬぎ始めたって聞いたんだけど、マジなの？」

「ああ、うん。マジだ。本当に馬鹿だよね。というか、水泳馬鹿だね。水泳以外が壊滅的だったのさ」

「どんなふうに？」

　あまり他人のことをべらべらと話さないけど、純ならいいかな。

　そう思って、喋しやべっていく。昼休みに女子生徒に声を掛けられて、無下にしていた最低な男の話。

「うわぁ……。コーチさすがだわ……」

「だろう？」

「でも、楽しそうに話すのね、透」

「……そう、かな？」

「うん、楽しそうよ」

　自分ではよくわからないけど、純が言うならそうなんだろう。

　ボクは最後のトンカツを口に運んだ。







七章　相談







「なぁ、俺って常識ないのかな」

「常識、ですか」

　日曜日。昼飯時だ。ラーメンを希望する胃にようやく応こたえることができる。

　津つ久く井いとの待ち合わせに成功してラーメン屋に向かう道中で、俺はそう会話を切り出した。

　歩いていける距きよ離りなので、二人で歩いていくことに。

　彼女の私服はラフとはいえ高級そうだった。歩くことを想定していたような、オレンジのスニーカーに白のハイソックス、白いミドルスカート。上は青いカットソーに淡あわいピンクのカーディガンと見目も良い格好。

　かく言う俺はショートブーツ、丈じよう夫ぶさが売りなスキニーなジーンズに白いワイシャツだった。シャツは袖そでを捲まくって友人にもらった白と黒のブレスレットをしているくらいか。

「えっとですね、鷺さぎ沢さわさん。常識というものは、個人によって異なるものです」

「というと？」

「カラスは黒いですよね？」

「ああ」

「でも、カラスのあの色が、白いと思っている方がいるとします。彼かれにとっては、白いカラスの方が常識なんです」

「あー、なるほど。確かにな」

「です。だから、それも個性だと思います」

「いや、それでもいいし俺は正直どうでもいいんだが、両親にすら常識がないと言われたから……。今の教え子にも言われる」

「例えば？」

「下半身の動きを見ようと思って脚あしを見てたら、女の子をじろじろ見ない！　と恋れんのやつがプールに俺を突き落おとしてな……」

「それは、デリカシーが足りないんだと思います。女の子の下半身を見ちゃだめですよ？」

「指導のためなんだが、それでもダメなのか？」

「女の子は気になるものです。さりげなく、というのが大事ですよ」

「ほうほう。じゃあ、ストレッチの時、じろじろ見るものではありません！　と言われるのも？」

「お、女の子をじろじろ見ちゃいけません！」

「ダメなのか。下半身とどっちの方がダメだ？」

「か、下半身の方ですけど、でもどっちもダメだと思います」

「む、難しいな……指導がしにくい……」

「……指導？　先輩としてですか？」

「ああ、言ってなかったっけ」

　指導員として、初等部の女の子のコーチをしていることを説明する。

「中学で全国大会優勝!?　凄すごいです！」

「まぁ中学だからな。高校で通用するかわかんねえし。まぁそれはいいんだよ、重要じゃない。俺が欲ほしいのは、一いつ般ぱん常識なんだ」

「あ、欲しいと思ってるんですね」

「ないよりあった方がいいだろ」

「確かに。でも、鷺沢さんはそのままでも……その、素す敵てきだと思いますよ？」

「そ、そうか？　このままでもいいのか？」

「はい！　やりたいことがあって、それにまっすぐで……でもそれ以外がダメ、というのは、親しみやすさにつながると思うんです」

「だ、ダメと思われてるんだな……」

「あ、ああ、そんなに落ち込まないでください。いい事なんです！　いい事！」

「そうなのか」

　ふむ。

「なんで津久井はそんなに優しいんだ？」

「え？　優しいですか？」

「いや、後で工く藤どうから……あの時いたなんかすらっとしたヤツに言われたんだよ。コーチはひどいことを平気でした、ってさ。何でそんな俺と仲良くなりたいんだ？」

「そ、それは……その……」

「分かったぞ！　津久井も水泳がしたいんだな？」

「い、いやー、それはないかなー」

「な、ないのか。あれ、おかしいな。他に何が……」

「……お友達が欲しかったんです」

「友達？　いっぱい作れそうだぞ、津久井は」

「あはは、みんな家いえ柄がらで判断するような人なので……そういう意味では、多いのかもしれませんが。津久井財ざい閥ばつはご存じですか？」

「しらね」

「あ、やっぱり……。ちょっと大きな家で。なので、皆さんから距離を置かれているというか……。社交界の時だけ、寄ってくるような……」

「ああ、都合のいい時だけってヤツか」

「はい。普ふ段だん、話しかけてもくれないのに……やっぱり、分かってても寂さびしかったです」

「寂しかった？　過去形？」

「はい。だ、だって、鷺沢さんという、家柄を全く見ないお友達ができて……わたくし、すごく嬉うれしいんです」

「え、友達だったの？　俺達」

「だ、ダメでしょうか」

「別に。ただ、俺はこういうヤツだから、それでもいいなら」

「はい……はい！　よろしくお願い致いたします！」

「おう」

　二人で道のりを歩く。

　それからは言葉少なだったが、決して悪い雰ふん囲い気きではなかったように思う。







「うっ……」

　福ふく岡おかから来た俺は違い和わ感かんはなかったが、入った瞬しゆん間かん津久井が表情をゆがめた。

　匂においからして豚とん骨こつ系。お嬢じよう様さま学校の周辺でこれとは。チャレンジャーだな。

「おう、いらっしゃい。うちにゃあラーメンと替かえ玉だま、替え肉に酒しかねえぞ」

「ああ、ガンナマ風？」

「おう、坊ぼう主ず、よく知ってんな。リスペクトよ。麺めんの硬かたさは？」

「んじゃあラーメン硬めで。津久井は？」

「で、では、わたくしも硬めで……」

「はいよ、硬二丁！」

　見れば結構人が入っている。多分、商店街周辺の人や、商店街で働く人で賑にぎわってるんだろうな。

　俺達はカウンターに並んで腰こしかける。

　丸い椅い子すを物もの珍めずらしそうにしていた津久井だが、乗ってしまうと違和感はないようで、落ち着いた様子だった。

「匂いも、慣れてしまえば大だい丈じよう夫ぶですね」

「まぁ豚骨なんてどこもこんなもんだ」

「はいよ、ラーメン二丁！」

「は、速い……！」

「さっさと食うぞー」

　さすが元祖長なが浜はま屋リスペクト。白い麺にスープ、ぐずぐずになった味付け肉にネギというシンプルな具材が好感度高い。

　割わり箸ばしを割ってからスープを啜すする。薄うすいな。

　タレの入ったケトルから少量を差していく。

「!?　で、出来上がった料理に何をしてるんですか!?」

「長浜系は薄かったら自分でタレを足すんだよ」

「……な、なるほど」

　彼女もスープを飲み、少しだけ差して、混ぜて行く。

　ずぞぞーっと麺をすする。

　うお、美味いな。やるじゃないか。

「そ、その、思いっきり啜るのがマナーなんですか？」

「マナーっつーか。音を立てずに食う方がしんどいぞ。誰だれも気にしないし、思いっきり啜れ」

「は、はい」

　遠えん慮りよがちにずずずとすする津久井。

　俺はさっさと食べ終えて、声を上げる。

「すんませーん、替え玉硬めで！」

「はい硬い玉一丁！」

「替え玉？」

「見りゃわかる」

　すかさず、少しタレの掛かった麺が丼に入れられる。

「な、なるほど。お代わりできるんですね」

「津久井もお代わりしよう」

「あ、あはは。この一いつ杯ぱいで充じゆう分ぶんかなぁ」

　津久井は三分の一ほどを食べていた。女子はこんなものなのか。

　結局、俺達が食べ終わるのは、同時くらいだった。

「はいよ、お会計五百円と六百円！」

「はい」

「ほい」

「あいよ！　またよろしくな！」

　二人して店を出て、彼女はお腹なかをさする。

「お、お腹いっぱいです……」

「歩くのつらいだろ。適当な店でお茶でもするか」

「……」

「あ？　どうした？」

「ちゃんと、気き遣づかいとかできるじゃないですか。それで、良いと思います」

「……そっか」

　良いヤツだな、津久井。

　その後、津久井の好きなものなどを聞いた。チョコレートのアイスと明るい服とかが好きみたいだ。







　鷺沢薫かおる。

　突とつ然ぜん編入してきた、不思議な人。

　わたくし――津久井秋あきは、ずっと彼のことを考えていた。

　常識なんて知らなそうだった彼だけど、気にして常識を知ろうとしていた。

　殊しゆ勝しような人なんだろうなって思う。

　水泳部のコーチをしているらしいんだけど、そういえば高等部で水泳部はみない。

　津久井の家を全く見ずに、わたくしと接してくれるだけでも、ありがたいというのに。

　友達に、なってしまった。

　上う手まく、できるかな。

　でも、彼はそんなのを気にしないような気がする。

「？」

　メール？

　お兄様からだった。

『秋、合宿でそっちに行く機会がありそうだから、会おうよ。久々に顔が見たいからね。オレの親友も連れてくるから、紹しよう介かいするよ。家柄を全く見ない男なんだ。気に入ると思うよ』

　なんか、お見合いみたいだ。

　けれども、なんだか鷺沢さんみたいな人だなぁ。

　楽しみにしています、と返事をして、わたくしは眠ねむりに落ちた。







八章　新しい水着







　昼休みの学食にて。俺は津つ久く井いと隣となり合あって飯を食っていた。

「鷺さぎ沢さわさん、カロリーが欲しいなら揚あげバターなどどうでしょう」

「揚げバターってなんだよ」

「ハチミツやシナモンで味を付けた衣ころもで揚げたバターのことで、食べるとバターがにじみ出てあふれるそうですよ」

「バターって丸ごと揚げてんのか？」

「ええ」

　マジかよ。そりゃすげえな。

『生徒の呼び出しをします。初等部五年、椎しい葉ば麻ま衣い、有あり栖す川がわ純じゆん、エリスフォード・ブラミモンド、工く藤どう透とおる。高等部鷺沢薫かおるは今すぐに理事長室にお集まりください』

「お、呼び出しか。行ってくる」

　丁度食い終わっていたところだったので、俺は立ち上がる。

「片づけておきますよ」

「あ、悪いな」

「いいえ。水泳のことでしょうし、頑張ってください！」

「おう」

　スタスタと理事長室へと歩いていく。

　俺が最後らしく、理事長室の扉とびらを開けると、四人が揃そろい踏ぶみしていた。

「おう、来てたかお前ら」

「遅おそいよ、コーチ。理事長から招集があったらすぐに来なければ」

「まぁまぁ。薫さん、水着ができたのでお招きしたんです」

「お、そうか。どれどれ」

　……。

　おおお。

「結局、黒地にピンクの飛沫しぶきになったんだっけか」

「はい！」

　ピンクを挙げた椎葉が嬉しそうに水着を手に取る。決着方法はじゃんけん。安易な決め方だが、誰も否定ができない決め方でもある。

　他の三人もまんざらではないようで――いや、エリスだけは無表情のまま水着を見ている。

「三着ずつ用意してありますからね。はい、薫さん」

「おう」

　今日の放課後、早さつ速そく試ためしてみよう。

「後、ゴム製のキャップと、競技用のゴーグルも」

「わぁ！　いろんな色がありますね！」

「これは薫さんに選んでもらいました」

「コーチが？」

「まずは形からの方が。その方がテンション上がんだろ。後、俺からも」

　ポケットから出して四人に渡わたしたのは――

「……？　なんですか、コレ」

「ゴーグルの曇くもり止めだ。あるのとないのとじゃ心境に大きな変化がある。先が見えるから、泳いでいられるってのもあるからな」

「おお、そんなものもあるのね」

「あるんだよ。泳ぐの、楽しみになってきたろ」

「「「はい！」」」「元から」

「エリスも喜べよー。俺達のスイムウェアだぞー？」

「……嬉しい」

「よしよし。新しいのは嬉しいけどな。まぁ前のも愛用してたけど」

　こいつらにとっては初めてのユニフォームだ。今日の練習はきっと全員、気合が入ることだろう。







　そんなわけで、放課後。新しい水着に着き替がえた四人を前に、俺はプールサイドで話を始めた。

「後一週間で記録会だ。お前らもそろそろ練習で疲つかれなくなったろ」

「こなせるようにはなったけど……」

「こ、これ以上きつくなるんですか……？」

「ごくり……」

「望むところ」

「逆だ。今まで七時までだった練習を、六時半までに切り上げる。勿もち論ろん、泳ぐ距離は変わらないからペース上げなきゃならねえぞ」

　全員が真しん剣けんな顔をしている。あれだけ泳いだんだ、自信はついているはず。

　後は、努力だ。

「空いた三十分は自由に使え。帰ってもいいし、自主練してもいい。フォームは教えた、練習方法も教えた。俺は最低限の練習は指示するが、他は指示しない」

「で、でも、それでは何をしたらいいかわからない。努力できないじゃないか！」

「俺は……やらされてる練習を、努力とは認めないね」

「「「「!?」」」」

「さ、アップしとけー。千メートルだぞ。アップだけは丁てい寧ねいに泳げよ。怪け我がの元だ」

　俺もアップするために、エリスと同じレーンに入る。

　ゆっくりとアップするには、一番速いエリスと同じ速度で行く方がいい。遅い泳ぎはフォームを確かく認にんするのに適している。

　他とやると、どうも抜ぬいちゃうからな。

「……」

「どうした、エリス。止まって」

「練習が終わったら、話がある」

「……分かった。アップに戻もどれ」

「うん」

　……やっぱり最初はエリスか。







　三人は終わった後、しばらく残っていたが、帰ってしまった。

　無理もない。俺だって厳しい態度をとられたらそうなる。

　けれども、エリスは違ちがった。

　無感情だといつもは思っていた。けれども、そこに燃える炎ほのおは誰よりも情熱的で、苛か烈れつだった。

「俺と同じ練習がしたい？」

「そう。練習がきついのは望むところ。だから、コーチと同じ練習がしたいの」

　苛烈過ぎて、俺が冷静になるくらいだ。

「落ち着けよ、エリス。お前は小学生にしては充分速い。けどフィジカルはまだ全然ダメだ。俺と同じ練習は、その体がついてこられない」

「頑張る！」

「落ち着け。……まぁ、お前も俺と同じだと思う。納なつ得とくできないだろ、言われるだけじゃ」

「うん」

「俺と一緒に泳いでみろ。俺は九時まで泳いでいる。それまで、お前も泳げ。俺と同じメニューをこなすんだろ？」

「……やる！」

「おっしゃ、やるかぁ！」

　俺のメニューはこんな感じ。

　千五百メートルを競技と同様に泳ぎ、百メートルフリー、バッタ、ブレスト、バック全力を五本ずつ、ビート板でキックの確認五十メートルを四本（キックは種目別）、プルブイで上半身のフォーム調整四本（こちらも種目別）、最後にメドレー二百メートルを全力で五本。ダウンで適当に泳ぐ。

　俺自身、もう重視していない。量をこなす日もあるが、体力をつける目的のためだ。

　俺のやっていることは、更さらなるフォームの最適化と本番のためのペースコントロールの把は握あく。

　一つ一つの質を高めることで効率的に練習している。

　それでも、より辛つらいだろう。

　ビート板辺りで失速し始める。無理もない。小学生には過か酷こくで激しすぎる練習だ。むしろ千五百と百メートル五本ずつまでこなせていたエリスの底力と気持ちの強さが良く伝わる。

　俺は待たない。彼かの女じよもそれを望んではいないだろうから。

　九時になり、時間が来る。

　彼女は足がつったのか、プールサイドに上がっている。キャップを外して、俯いていた。

「……無理だったろ」

「……悔くやしい。悔しいよ、コーチ……！　泳ぎたいのに、体が……いうこと、聞いてくれないの!!」

　エリスらしからぬ絶ぜつ叫きように驚いたが、隣となりに腰こし掛かけて言葉を探してみる。

「……小学生なんだから、高校生用のメニューについてこられなくて当たり前だ」

「でも、でも……！　こなせているのを間近で見てたの！　できるって、気がしてたの！　でも、できなかった……！　悔しい……！」

　涙なみだを流すエリス。

　ガシッと強く頭を掴つかみ、優やさしくなでる。

「……その涙を無む駄だにすんなよ。高校生になれば、俺と同じメニューはこなせるようになる。すぐに全国レベルの泳ぎを手にしたいのは分かるけど、まずは目の前だろ」

「目の、前……？」

「……小学生、世界最速」

「！」

「俺は小学校の頃ころはペーペーだった。泳ぐのが好きなだけで、速くなろうとは思ってなかった。……だから、小学生から速くなろうとしてるお前は、俺より絶対に伸のびる」

「……本当？」

「ああ。絶対になれる。でも、お互たがい男女だし、そこが残念だったなー」

「？　どうして？」

「……大きくなったお前と、公式戦で、できればオリンピックの舞ぶ台たいで。真剣に水泳で勝負したかった」

「……ワタシ、オリンピック、行けると思う？」

「行ける」

　断言できる。

　この向上心。小さな体だが、大きなフォーム。志。メンタルの強さ。

　誰がどう見ても、アスリートだ。

「九時まで残るのはオーケーだ。あんなことを言ったのはな、お前らの本気度合いを見たかったからだ。エリスは本気だ。だから、明日からは俺の指示するメニューをこなそう」

「他人からやらされてる練習は、努力じゃないんじゃ……」

「何言ってんだ。自分で望んだ練習だろ？　俺は、指導するだけだ。これは、お前の……紛まぎれもない、努力だよ」

「……」

「？　どした」

「ワタシ、お母さんみたいになりたかった。でも、もう一つ、目標ができた」

　その時、初めて。

「ワタシは、コーチみたいな水泳選手になりたい！」

　微笑ほほえんだ顔を見れて、思わず……ドキッとしてしまった。







「起きろー、エリスー」

「んん……」

　限界まで体を使い倒たおし、泣いてしまった彼女は、プールから上がって、着替えるまでは良かった。
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　そこから体力の限界だったらしく、寝ねてしまったのだった。

「代わりましょうか？」

「ダイジョブだよ、恋れん。ありがとな」

　恋はありがたいことに、練習後に健康ドリンクを作ってきてくれる。

　なんでも生野菜と果実を搾しぼっているのだそうだが――よくわからない。

「はぁ……」

　俺みたいになりたい、か。

　そんないいもんじゃないけどな。

　寮りようまで背負って連れて行こう。

「……ん？　椎葉？」

　寮の前できょろきょろしている彼女に気づき、手を上げる。

「よっ。なにやってんだ？」

「あ、エリスちゃん！　よかったぁ……九時になっても戻ってこないから心配で……。一いつ緒しよにご飯行こうっていつも誘さそってるんですけど……今日は返事がなくて……」

「そうか。おい、エリス。起きろって」

「うぁ……ん？　コーチ……背負われてる？」

「ほら、立てるだろ？」

「うん……」

　眠そうだが、ちゃんと意識はあるな。

「明日からエリスは九時まで俺とトレーニングだから。夕飯は十時までだから、ちゃんと食べるんだぞ、エリス。食べるのも練習だ」

「うん、コーチ」

「エリスちゃん、九時までなんて……やり過ぎだよ」

「でも、ワタシがしたいの。麻衣もやる？」

「……今はまだ、覚かく悟ごがありません」

「それでいい。今のメニューも正直きつめだからな。……じゃな。温かくして寝ろよ」

「ではご主人様！　ダウン後にマッサージしますね！」

「軽くでいい、軽くで」

　エリスを椎葉に預けた俺と恋は、同じ方向に歩いていく。俺もさっさと夕飯、食わないと――

　…………。

　俺は選手として、どういう背中を見せればいいんだろう。







九章　記録会







　あの後、エリスの練習に触しよく発はつされて、七時まで泳ぐようになった三人。

　まだ俺と同じきつさの練習をしているとは、知らないようだった。

　エリスもオーバーワーク気味で、頃ころ合あい的にもいいタイミングだった。

「椎しい葉ば、頑がん張ばったな」

「はい！」

　最初に測った記録が、五十メートル一分五十秒。そして、今記録が出た。

　五十メートル、一分。

　ようやく人並みに泳げるようになってきた。

「有あり栖す川がわも頑張ったな」

「……うん！」

　五十メートル一分十秒だったのが、五十秒ジャスト。そこそこだ。

「工く藤どうも短たん距きよ離りは安定してきたな」

「まぁ、当然だね」

　元が一分だったのが、五十五秒に。

　問題は、エリスだった。

「……嘘うそ」

　やり始めた記録が四十秒、今は三十五秒。

　たった五秒しか違わないが、この領域だと一秒を縮めるのに莫ばく大だいな労力がいるのだ。

　ちなみに、エリスの普段のタイムは三十二秒。

　とはいえ、小学生の最速が確か二十七秒台。最速には遠い。

　勿論、驚きよう異い的てきな数字なのは間ま違ちがいなく、エリスはすごいすごいとちやほやされていた。

　けれども、歯を食いしばっている。……耐たえているのだ。

　本当はこんなもんじゃないと言いたいんだろう。けれども、彼女はこれが現実だと受け入れている。だから、俺は何も言うまい。

「では、ラスト。どうぞ、鷺さぎ沢さわさん。一人ですけど、記録は全部計ります！」

「あ、ああ。エリス！」

　声を掛かけると、ハッと俺を見たエリス。

　ニッと笑い、俺は親指で自分を指さした。

「よーく見とけよ。お前らもな！」

　俺おれは一人だけで壇だん上じように立つ。

　全員の注目を浴びるが、どうでもいい。

　集中していく。

　水面を眺ながめ、ひたすらに己おのれを研とぎ澄すましていく。

「よーい……！」

　ピッと笛の音が鳴ると同時にスタート。

　――フリー、百メートル。四十八秒。

　――バック、百メートル。五十五秒。

　――ブレスト、百メートル。一分四秒。

　――バッタ、百メートル。五十五秒。

　――個人メドレー二百メートル、一分五十三秒。

　来ていた他校の高校生全員が唖あ然ぜんとしている。

　そりゃまあ、俺の泳ぎはほぼ出来上がってると思ってるからな。速いのも当然だと思う。

「最後にバッタ五十メートル、お願いします」

「え？　あ、はい。え、何でバッタを五十メートル？」

「……ちょっとした、見み栄えだ」

　――バッタ、五十メートル、二十五秒フラット。

　全記録が書かれた紙を貰もらい、俺はエリスのところに向かった。

「ほれ、五十メートル二十五秒。いぇーい」

「……何のつもり？」

「速くなりたいんだろ？　でも、練習しても結果が出ない」

「……うん」

「当たり前だ。オーバーワーク気味だからな。速度がでないのが当たり前」

「……知ってたの？」

「おう」

「酷ひどい」

「でもこうでもしないと、お前は分からないだろ？　俺がそうだったからな」

「……」

「お前に必要なのは、がむしゃらな練習じゃない。練習をしない日が必要なんだ。休むことで傷ついた筋肉が修復を始めようとする。毎日泳ぐのは練習で体を追い込まないやつなんだよ。お前、土日も泳いでるだろ。土日や大会前日は好きな音楽を聴きいてリラックスしときな」

「……でも、コーチ」

「？」

「ワタシ、休日の過ごし方、わからない」

「え？」







　土曜日が記録会だったので、日曜日はお休み。

　女じよ子し寮りよう……まぁ女子しかいないので当たり前だが、小学生の寮に入る。

　八畳じよう間まに風ふ呂ろとトイレ、調理台に冷蔵庫までついている部屋だ。

　高校生の寮も変わらない。そりゃそうか。

　俺もだけど、エリスも一人部屋か。

　とはいうものの、本当に何もないな、この部屋。

「……スポーツドリンクしかない」

「お茶がないのは別にいいよ。休日の過ごし方は人によって違うけど、まずはこれだ」

「……？　音楽プレイヤー？」

　国産メーカーの音楽プレイヤー、その旧型。俺は新型を持っているので、お古を贈ぞう呈ていする。

「体を使わないメントレならどうかと思って」

「イヤホン、持ってない」

「ほらよ、ヘッドホン古い奴やつあげるよ」

「ありがとう、コーチ」

　早さつ速そく再生してみるエリス。

「……？　何の曲？」

「ゲームだったような……まぁ、好きな曲入れろ。お前の母さんが好きだった曲とかあるだろ。ほら、充じゆう電でん器きとか。パソコンはあるんだろ？　後はＣＤ買うかネットで買ってダウンロードしな」

「うん」

　次。

「本？」

「想像力を養え。それに、国語の勉強にもなる。お前、国語の成績悪いだろ」

「……何で分かるの？」

「俺も苦手だったからだ」

「正直、作者の気持ちとか、どうでもいい」

「俺も」

「……これ、分厚くない。読みやすそう」

「文庫本だからな。後、わからない漢字は調べると漢字の勉強にもなるぞ。お前もこれから水泳の特集とかメンタルを書いた本とか読む時に分からない字があるだろうし。そういう時はちゃんと調べとけよ」

「なんか、先生みたい」

「……すまん、えらそうだったか」

「コーチなら、いい。嫌いやみじゃない」

「そか」

　次に行こう。

「勉強？」

「そうだ」

「何でこれが休きゆう憩けいにつながるの？」

「勉強に集中すればあんまり体を動かさず、休めることができる。それにな、勉強するくせを付けておいた方がいい」

「しないとどうなるの？」

「中学で痛い目を見るぞ。それに成績が下がってくると、親とか先生にうるさく言われて部活ができなくなったりするし、補習なんかあった日には強制的に練習ができなくなるんだ」

「……嫌」

「だろ。授業中は寝ずに授業に集中、休みに復習と予習を一気にやってしまう。余った時間を音楽や読書でリラックスさせたり、温泉に行って体の疲れをとるんだ」

「……なるほど。ありがとう、コーチ。休みの過ごし方、今までボーっとしてただけだったけど、頑張ってみる」

「頑張れ」

「……コーチは、何でここまでしてくれるの？」

「お前が水泳が好きだからだ」

「……それだけ？」

「後、お前に俺を重ねてる」

「？」

「……俺が女の子になったら、こんな感じかなって。いや、こんなかわいくはないんだろうけどな、ははっ」

　ぽんぽんと頭を撫なでると、ふと微笑むエリス。

　その顔は、とても安心しきっている顔だった。

「男の人って、みんなこうなの？」

「俺は散々変人扱あつかいされてたけどな。中学の時とかも……」

「よかった。みんな、コーチみたいに優しかったら……多分死んじゃう」

「死因は!?」

「秘密」

　エリスはそう微笑んで、誤ご魔ま化かした。







　コーチが帰った後、思わずベッドに突つっ伏ぷしてしまう。

　貰ってばかりだ。音楽プレイヤーも、ヘッドホンも、本も……ハートの強さも。

　教えてもらってばかりだ。休みの過ごし方も、覚悟の仕方も。

　まただ。

　また、鼓こ動どうが速くなってる。

「死因はね、コーチ。……ドキドキして、死んじゃうの」

　誰だれもいない部屋で、その呟つぶやきが反はん響きようした。







十章　憧れの世界







　五月ももう終わるころ。

　平日の朝。俺は普ふ段だんどおりに寮の部屋を出る。

　寮りよう生せい活かつは、周りが女子なので気を遣うかと言えば、実際そうでもない。

　周囲は俺を見るけれども、俺はそうではないという話で。

「ん？」

　階段を降りたところで、ロビーで待っている人ひと影かげに気づいた。

「よっ、菫すみれ」

「ああ、よかった。会えましたね、薫かおるさん」

「そういや連れん絡らく先さき知らないんだっけか。ほれ、携けい帯たい番号」

「ありがとうございます」

　連絡先を交こう換かんして、携帯電話をポケットにしまう。

「で、どしたんだ？」

「今日は授業をサボって、わたくしに付き合いませんか？」

「む、サボりはよくないな」

「公欠にしてあげましょう」

「なら問題ねえな」

「ふふっ、そういう切きり替かえの早いところも好きですよ？」

「で、どこ行くんだよ」

「……大手が主しゆ催さいする、元メダリスト達たちの水泳大会」

　胸躍おどるイベントだった。







　プールサイドに設置された観客席。

　豪ごう華か絢けん爛らんたるメンバーに俺のハートはウキウキだった。

「うわー、うわー！　すっげええええ！　耶や馬ば崎さき選手だ！　ああ、こっちには南みなみ啓けい介すけ選手が……！　すげえ！」

「……ほ、本当に水泳が好きなんですね」

「アスリートはみんな尊敬して――あ」

　一人、こちらを見て手を振ふってきた。

「すっげえええ！　メーリア・ブラミモンドさんだ！」

「！」

　声が届いたのか、こっちにやってくるメーリアさん。

　綺き麗れいな金きん髪ぱつだ。エリスと同じ、蒼あおい瞳ひとみがこちらを興味深そうに眺めてくる。現げん役えきの頃より体格が良くなってる気がするけど。選手をせず、コーチに回っているのだとしたらこんなところだろう。

「はぁい、ぼうや。あたしのこと知ってるの？」

「勿論ですよ！　オリンピック二百メートルバタフライ銅メダル！」

「あら、本当に知ってるのね。ぼうや、お名前は？」

「鷺さぎ沢さわ薫です！」

「……ん？　サギサワ？　それに、霊れい峰ほう学がく園えんの理事長と一緒……もしかして、エリスのコーチをしているサギサワ？」

「あ、はい！　若じやく輩はい者ものですが！」

「若いわね。……ねえ、あなたも泳いでみる？　女子のレーンに一人足りないから、交ぜてあげる。あたしの隣よ」

「お、おおお！　泳ぎます！　って道具ないんだった」

「水着はあるの？」

「いつも下に着てます」

「ぷっ、まるでエリスみたいなことするのね。あの子も水着が好きでいつも下に着てるのよ。……おーい、南！」

「ん？　……お、君は鷺沢君だね」

「あ、あれ、南啓介選手、俺の事知ってるんですか？」

「ああ。中学校の記録凄すごかったよ。君も泳ぐのかい？」

「あたしが無理やりね。だから道具かしてやって」

「いいよ。ほら。俺は予備のを使うから」

「あ、ありがとうございます！」

　こ、光栄だ。

　南選手のキャップとゴーグルで泳げるなんて。

　それに、元メダリスト達と一緒に泳げるなんて……！

　菫に感謝しなければならない。







　俺の番だ。

　壇上に立ち、合図を待つ。

　各おの々おのがスタートの姿勢をとる。

　競技はバタフライ二百メートル。

　自由形が得意種目の俺だが、個人メドレーもやってるんだ。これも自信がある。

　横には、メーリア選手。

　エリスの母親。

　力強いあのバタフライは、健在なのだろうか。

　――Take your marks……

　パァン！

　同時にスタートする。

　飛び込み、着水。ドルフィンキックで前へ前へ。

　そしてバタフライ。全身を波立たせるように、ひたすら前へ。

　競技用の五十メートルプール。久々に泳ぐせいか、少し遠く感じるけど、それがいい。

　隣を見る余よ裕ゆうはない。

　けれども、先を行かれる。

　性差など関係ないというように。若輩者には負けないと言わんばかりに。

（さすが……！）

　ある種、清すが々すがしくもあり、そして……負けたくないと火がついた。

　跳はねるように加速し、メーリア選手を抜き去さる。

　負けるものか。俺の体は柔やわじゃない。これくらいやってくれる。

　その勢いのまま三回目の折り返しで、疲つかれが来た。

　想定内だ。

　鞭むちを打ってスパートをかける。

　まだいける。まだいけるだろう、俺の体。

　フォームを崩くずすな。自分を揺ゆるがすな。

　前だけを見て、泳ぎ続けろ。

　順位なんてどうでもいい。

　ただ、今の俺の姿を、尊敬する人々に見てほしくて。

「ぷはっ！」

　ゴールできた。見上げると――ああ、現役のコールティ選手がこっちに手を振ってる。

　少し遅おくれて、メーリア選手が手を付いた。

「……速いわね。まだ十六歳さいくらいでしょ？」

「はい！　十六です！」

「……ぼうやなら、メダル。狙ねらえるわ。狙っちゃいなさい。それと、エリスをよろしくね」

「……はい、メーリアさん！」







　その後は、選手を交えて食事会が行われることになった。

　パーティ会場には水泳のアスリート達がビュッフェを楽しみ、酒も入って、結構な騒さわぎになっていた。

　俺はノンアルコールドリンクを飲みながら、縁えんのあった南選手の話を聞いていた。

　南啓介。専門はバックで銀メダリスト。選手としては小こ柄がらだけど、筋肉の量が多い。角かく刈がりで、いかにもスポーツマンという感じ。顔はいつも微笑んでいて、酔よっ払ぱらっていてもそれは変わらない。

「いいかい、気持ちで負けてちゃだめだ。フィジカルは日本人は弱いと思われてるけど、関係ないんだよ！　ひっく！」

「は、はい。……随ずい分ぶん酒入ってますね」

「ひぃっく……も、もう一いつ杯ぱい飲んじゃおうかなぁ！　お姉さーん、ビールー！」

　行ってしまった。

　入いれ違ちがいになるように、メーリア選手がやってきた。

「あ、どうも！」

「はぁい、ぼうや。焼きたての肉を貰ってきたわよ。……ね、エリスはどう？　速くなってる？」

「五十メートル、三十二秒ですかね。後は、体が大きくなってくれれば……」

「うん、可能性は十分あるわ。それと……嫌いや々いややってない？　水泳」

「いや、エリスの積極性は誰よりもあります。ただ……」

「……ただ？」

「……会いたがってましたよ。お母さんに」

「……そうなの」

　彼女は苦く笑しようして、取ってきた肉を半分俺にくれた。

「あの子、表情が変わらないでしょ？　だから、あたし達……夫と二人で、手を焼いたわ。プレゼントは何が嬉うれしいのか分かんないし、そのくせ、あたしにべったりだったから」

「そ、そうなんですか」

「そうなの。でも、可愛かわいいのよ、あたしに似て」

「そうですね、父親を見たことないので何とも言えないですけど、メーリアさんに似てると俺は思います」

「よね？　……で、あたしのオリンピックのビデオとか見せたら、もう水泳したいって言いだしてね。大変だったなぁ。スクールに通えるまで、プールに行きたいってよく言ってたから、毎日のように連れて行って……」

「……」

　両親や従兄いとこによく連れて行ってもらった、俺の過去と、よく似ている。

「だから、水泳環かん境きようの整っている――」

「――私立霊峰学園を選んでもらいました」

　ニコッと微笑みながらやってきたのは、菫だった。

「メーリアさん、お久しぶりです」

「理事長さんも、相変わらず……こう、幼いですね」

「まぁ、そうですねぇ……。どう思います、薫さん」

「可愛いからいいんじゃないか？　容姿は控ひかえめに見ても抜ばつ群ぐんだろ」

「!?　そ、そう見えていたのですか？」

「いや、可愛いじゃん……あれ、可愛いよね、メーリアさん」

「いや、可愛いけど……ぼうや、ド直球ね……」

　菫は珍めずらしく顔を赤くしている。

「れ、レディに向かって可愛いは、少し失礼ですよ。綺麗、が一番で……」

「うん、可愛くて、綺麗だよ。菫」

「う、あ……」

「り、理事長さん、あなたちょろ過ぎじゃない？」

「だ、だって！　外見も中身も成績もストライクな男性からそう言われたら……！」

「？　何を照れてるんだ？」

「こっちはこっちで病的に鈍にぶいし……」

　何な故ぜか頭が痛そうなメーリアさんだったが、俺の肩かたにポンと手を置いた。

「エリスを……よろしくね。あ、あの子と交際するなら許可を得なくていいから。夫に義理立てもいらない。あたしが納なつ得とくさせる」

「は、はぁ……エリスと交際か。なんか泳ぐばっかになりそうだな」

「嫌？」

「むしろ理想ですかね」

　ブラミモンド家はかかあ天下のようだった。

「じゃね。理事長さん……薫。薫、最後に聞きたいことがあったら、何でも聞いていいわよ」

「……メーリアさん」

　……。

「何でそんなに日本語が上う手まいんですか？」

「よりによってそれなの!?」

　夫が日本人で、日本人の友達が教えてくれたらしい。







　わたくし――霊峰菫は、その様を思い出していた。

　元オリンピック選手、現役のアスリート達に交じって泳ぐ、勇ゆう壮そうな彼かれの姿を。

「……薫さん」

　凄すさまじいフィジカルの持ち主。

　でも、成長限界はみえない。

　発展途と上じよう。それでも、威い力りよくは絶大。

　成熟したのもいいけれども、彼はまた違った魅み力りよくがあった。

　人知れず、人を惹ひきつけるというか。

　一度見ると、目が彼から離はなれない。

　気づけば、彼を追っている。

　もしかして、これが……恋こいなのか？




「うん、可愛くて、綺麗だよ。菫」




　～～～～っ!!

　ずるいずるいずるい。

　そんな直球に言われたら、誰だって顔を赤くする。

　けど、本人はそんな特別な事は言ってないという表情で。

　ということは、それはわたくしを見て本当に、そう思ってくれているということで。

「んんん……」

　枕まくらに顔をうずめるくらい、恥はずかしい。
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　うん、自覚してる。

　これは、恋だ。







十一章　有栖川のお家柄







「……」

　漆しつ器きに盛られた高級そうな料理を前に、俺は息を呑のみ込む。

　目の前には威い圧あつ的てきな男性の姿。床ゆかは畳。壁かべは襖ふすま。よくわからないが『益荒ますら男お』と書かれた掛かけ軸じくが気になる和室。

　俺の隣となりには、有栖川がいる。

「？　どうしたの、コーチ」

「いや……」

　これはどういう状じよう況きようなんだ。

　思い出せ。

　俺はどうしてこうなった。







　練習を休みにした平日。

　小腹が空いたので購こう買ばい……いや、金かからないから配給所？　でなんか貰おうと寮りようを出た俺の前に、ちょうど有栖川が通りかかったことから始まったんだっけか。

「よっす。いい天気だな」

「あ、コーチ。ねえ、お父様が会いたがってるんだけど、どう？」

「やだよ。何で人の父親なんかに……って、待て。何で会いたがってるんだよ」

「あたしがちょくちょくお父様とメールしてるから。コーチの話題が多かったわね。身長とか体重とか、名前とか聞かれたけど」

「教えんなよ……」

「で、どう？　美お味いしい料理もついて来るわよ」

「メシか……」

「ご飯の後、大型のスポーツ店にも行くんだけど」

「行くぅ！」







　ああ、今思い返してみれば俺相当アホじゃん……。ただの馬ば鹿かじゃん……。

「……あー、鷺さぎ沢さわだったかな？」

「あ、はい」

「食べないのか？」

「さ、作法が、よくわからない……というか」

「作法？　こういうものはな」

　イセエビの姿焼きを素す手ででつかみ、身に齧かじりつく有栖川の父親。なんてワイルドな。

「食えればいいんだ。好きなように食えばいい」

「んじゃそうします」

　片手でイセエビを押さえて箸はしで身をとって食べて行く。

　その光景に呆あきれていたのが、有栖川だった。

「お父様の言うことを真に受けてどうするのよ。ほら、マナーならあたしが教えてあげるわ」

「どうせ一回じゃ覚えきれねえぞ、有栖川」

「……ほう。純じゆんを有栖川と呼んでいるのか」

「……何か、不味かったっすか？」

「いやいや。なんだ、思ったよりも容姿が良いし、度胸もある。オレを前にして縮み上がらねえたぁ上等じゃねえか」

「？　人間のカテゴリから大きく外れてないし、怖こわいと思う要素はないと思いますが」

「じゃあお前めぇ、何なら怖いんだ」

「……？　そういえば、俺は何が怖いんだ……？」

　……考えても特に思いつかない。すると、純が目を丸くしながら訊たずねてきた。

「お、お化けは？」

「目に見えないものは信じない」

「ゾンビ」

「いたら逃にげるが、いないだろ？」

「鮫さめ？」

「ああ、鮫はこええな！　でもフカヒレうめぇ」

「あのねえ」

　と。

「あっはははははは！」

　大おお柄がらな有栖川の父親がそう笑った。

「おう、良い男じゃねえか。オレぁ有栖川純じゆん一いち。純の名付け親は俺だ。さっき案内してたろ？　使用人の一人なんだが、そいつが純の母親だ。本妻もいるが、あいつにゃ子供ができなくてな……」

　そういう家庭事情なのか。

「そうなんっすね。俺は有栖川は父親似だと思う。ぱっちりとした意志の強そうな目とか、キリッとした眉まゆとか」

「お、わかるか？　見る目あるじゃねえか」

「嫌よ。もっと可愛くなりたい！」

「今でもグンバツに可愛いじゃねえか純。そう思うだろ？　鷺沢よぉ」

「んー……利発そうで、良いお嫁よめさんになりそうっすね」

「お、およめさ……!?」

「お？　純を貰いてえか？　ん？」

「そういう選せん択たくもありかもな」

「も、もう、コーチってば……」

　何故か顔の赤い有栖川。

「えっと、純一さんは職業は何を？」

「あ？　ヤクザの元もと締じめ」

　マジで!?

「嘘うそ言わないの。本当は不動産王でしょ？」

　……それも本当なのだろう。

　そして、ヤクザなのも……おそらく本当。

　だからといって、対応を変える気はないけど。

「ヤクザってどんな苦労をしてるんだろうなぁ」

「馬鹿が多いのが悩なやみの種だなぁ。まぁその馬鹿が可愛いんだがよ」

「馬鹿な子ほどかわいいものらしいっすからねー」

「おう。……なんだ、お前ぇ。ビビってねえのか？　普ふ通つうは黙だまり込んだり、そそくさと退席するもんだがな」

「相手がヤクザだろうが何だろうが、俺おれは俺っす。水泳アスリート志望、鷺沢薫かおるっす。なんで、誰だろうが対応は変わらないっす」

「……ほう」

　面おも白しろい、というように表情を緩ゆるめる純一さん。

「んで、オマエから見てどうだ、純は。見込みありそうか？」

「素材では一番です」

　正直、その柔じゆう軟なんな体は喉のどから手が出るほど欲ほしい。

「負けん気の強さ、怖いと分かって、それを表に出さない気き丈じようさ。フィジカルもバレエをやっていただけあって体が柔やわらかい。バックに必要なバランス感覚も素す晴ばらしい。手も足も少し長い。正直、俺が欲しかった天性のセンスを持ってる」

「……そ、そんなふうに思ってたの？　コーチ」

「ああ。みんなと同じ訓練で、みんなが五の成長をするなら、有栖川は十の成長が見込める。正直、羨うらやましい」

「……純はどうだ。競泳を真ま面じ目めにやんのか？」

「やるわよ！」

「でも、聞いた話じゃ……お前、個人練習を望んでねえって言ってたぞ、霊れい峰ほうの親玉が」

「親玉？　……もしかして菫すみれのことか？」

「……お前、あの恐おそろしい奴を下の名前で呼んでんのか？　あいつァ怖えぞ。同級生だったんだがよ、あいつは何事にもそつがねえ上に人心掌しよう握あくの術に長たけていて、挙句に金の使い方もうめぇ。……まぁあのチビの容姿のせいでさっぱりモテなかったんだけどな。ハハハ」

　同級生だったのか、菫と。よく知っているなぁ。ということは、菫は三十ちょいなのか。

　純を見ると、顔を伏ふせた。そして、悔くやしそうに口を開く。

「……怖かったのよ。今でも、練習はきついわ。でも、それ以上にきつくなったら……」

「んじゃ純、やめちまえ水泳なんて」

　純一さんの言葉に、純は噛かみつく。

「な、なんでよ！」

「きつい練習も望んでやるのがアスリートだ。健康にしていたいだけなら別に水泳じゃなくたっていいだろ」

「……」

　黙り込む純に、俺も口を挟はさむ。

「有栖川、俺もいい機会だと思う。お前は才能に恵めぐまれてるけど、俺は押おし付つけるつもりはない。水泳だけが世界のすべてじゃないんだ」

「じゃあコーチはどうなの？　何かしたいことがあるの!?」

「俺には、水泳しかない。それ以外の選択肢なんて、見えない」

　きっぱりと言っておく。

「俺は水泳が好きだ。だから水泳に関かかわって一生を過ごしたい。そうするには、水泳のアスリートになるのが早道だ。俺はメダルをとって、実績が欲しい。コーチをやるにしても、もっと箔はくが欲しいんだ。だから、オリンピックでメダルが欲しい」

「……」

「とはいえ、まだお前は夢を見てていい。漫まん画が家かとか、お嫁さんとか。なりたいものになれる可能性を秘ひめてる。だってまだ小学生だぜ？　これで道が見えてるのは、エリスくらいだ」

「エリス……？」

「おう。あいつは俺と同じだ。水泳のアスリートになりたいらしい。あいつの母親はオリンピック選手なんだよ。だから、ゆるぎない目標ができている」

「……」

「有栖川、お前は何がしたい」

「……負けない」

「？」

「エリスに負けない！　あたしは、一番になりたいの！　バックで、一位になる！」

「……競泳を望むのか？　きついぞ。その場の雰ふん囲い気きに流されてるだけならやめておけ」

「流されてない！　これは、あたしが望んだことよ！　あたしが、望んだ練習なの！」

「よく言った！」

　ぱしん、と軽く有栖川の背中を叩たたく。

「これからは九時までやるからな」

「望むところよ！　……後、あたしを純って呼びなさい！」

「え、それはなんで？」

「エリスだけ名前で呼んでるし、ずるい！」

「別にいいけど。気合入れろよ、純。授業中に寝ねんなよ」

「ま、任せてよ。勉強だって運動だって、一位じゃなきゃ嫌いやなんだから！」

　……これが、彼かの女じよのメンタル。

　何でも一位にならなければ気が済まない、完かん璧ぺき主義者。

　小学生だけあって、エゴ全開。他人を蹴け落おとすことを何とも思ってない、その肝きもの太さにぞくりと来る。

「がっはっはっは！　おい、鷺沢、薫。薫だったな。純をよろしく頼たのむぜ？　交際がしたいなら認めてやるよ」

「ちょ、何言いだすのよお父様！」

　なんで可愛い子供をこんな正体不明の俺なんかとくっつけようとするんだろうか。

「あーっはっはっは、よっしゃ。今日の買い物は好きなもん買っていいぞ。薫もオレを親父だと思って遠えん慮りよなく好きなもん買え！」

「マジで!?　やった！」

「……コーチって、ホント物もの怖おじしないわよね……」

「もらえるもんは貰もらっとくべきだ」

「ま、まぁ、そうなのかもしれないけど……」

　なぜか純は呆れて、しかしくすっと笑って、俺に身を寄せてきた。

「見捨てちゃ、ヤだからね？」

「安心しろ。お前が水泳を好きである限り、見捨てねえよ」

　頭をくしゃくしゃとやり、俺は刺さし身みに箸を伸のばした。

　俺はその後行った大型のデパートで、新しいゴーグルを買ってもらった。すると俺のお古は純が欲しいと言うのであげることにした。







　あたし――有栖川純は車の中で寝ているコーチを見る。

「良い男だなぁ、おい」

　そう言ったのは、お父様だった。

「この車の中でも物おじせず寝るとか、初めてだぜ」

「まぁ、良くも悪くも図太いからね、コーチ」

「みてぇだな」

　しばらく、二人してコーチの顔を見る。

「……よかったな、純」

「な、何？」

「やりたいことが見つかって、な。バレエも長続きしなかっただろ？」

　それは無理もない。

　バレエの世界は実力がモノを言う。

　けれども、あたしがいたのは嫉しつ妬との世界だった。

　優ゆう秀しゆうであれば選ばれるけど、他の人と距きよ離りが離れていく。

　あたしは、ずっと一番だった。容姿もいいし、実力もあってか、先生のお気に入りだったんだと思う。

　それで嫌がらせを受けたこともあった。そういうこともあり、何となく冷めてしまって、やめたんだけど。

　水泳は、違った。

　タイムが良かったら、コーチが褒ほめてくれる。

　仲間もそれを祝福してくれた。すごいと、心から喜んでくれる。

　そして、それでみんながそれを追おい越こそうとして、競きそい合えるのだ。

　それが、どれだけ嬉しかったか。

　熱くなれる何かを、ようやく見つけることができた。

　自分の気持ちも――負けたくないという気持ちも再さい確かく認にんできたし。

　あたしは、まだまだやれる。

「……」

　コーチを見る。

　相変わらず、安心しきった寝ね顔がおだった。

　あたし達の指導もして、自分の練習もして……。

　うん、尊敬できるし、やっぱり……素す敵てきだとも思う。

「これからもよろしくね、コーチ」

「……んん……羊が空飛んでる……」

　どんな夢を見てるんだろう。







十二章　発育事情







「何話してんだ？」

　練習前の時間。プールサイドで四人が盛り上がっているらしかったので交ぜてもらおう。

　が。

「せ、セクハラ！」

「セクハラだね」

「何な故ぜに!?」

　俺なんかしたかな。いや、してねぇ。

「……胸の大きさの話」

「え、エリスちゃん！」

　ああ、なるほど。

　こうしてみると、一番大きいのは純じゆんだ。ほどほどに成長している。

　次に麻ま衣い、そしてエリスが並ぶ。最後は工く藤どうだった。ほぼないと言ってもいい。しかしそれが美しいシルエットになっているので、欠点でもないような気もするが。

「コーチは胸大きい方が好き？」

「え、エリスちゃん、止まろう！　確かにこの流れでそれは自然かもしれないけど！」

「そ、そうよエリス！　この人のことだから直球に言うに違いないし！」

「俺は全体を見るから、まぁ可愛ければいいと思うよ」

「へえ、綺き麗れい系より可愛い系けいが好みなのかい？」

「いや、最近な、それは相反するものではないことが分かったんだよ。菫すみれの奴やつは可愛いのに綺麗じゃないか。両立させてるのは凄いぞ」

「た、確かに理事長は綺麗だし可愛い……どうなってるんだろう、あの人……」

「不思議だよなぁ」

　うーん、と悩んでいたら本人がやってきた。

「あら、皆みなさんで固まって何を？」

「いや、菫は綺麗で可愛いという話をだな……」

「い、いきなり人を口説かないでください！」

　つん、とそっぽを向く彼女。

　胸は、かすかにあるくらいだ。

「ちわー！　ほら、無くなったドリンク買ってきましたよぅ！」

「恋れんは細いのに胸デカいよな」

「ど、どこみてるんですかぁ!?　もっと見てください！」

「非難なのかアピールなのかわかんねえよ」

　まぁ、それはどっちでもいいんだけど。

　恋を見て、普通はこういう風に成長するんだよなあと認にん識しきを新たにする。

「何ですか、急に。ご主人様もとうとう、性の目覚めですか!?」

「遅おそくね!?　いや、俺だってエロいことくらい考えてるわ！」

「えっ!?」

「……なんだよ、その反応。俺だって年とし頃ごろの男子だぜ、そういうのはあるぞ」

「ちなみにご主人様が隠かくしているのは、隔かく月げつ雑誌『エロ満開』という雑誌です」

「あ、てめ、また勝手に部屋に入って掃そう除じしたな!?」

「ダメですよー、ベッドの下とかに置いちゃぁ～！」

「……ま、いいか。俺が好きなのは、肌はだがきれいな女だ」

　小学生メンツはみんなドン引きしていたが、菫は真っ赤になり、恋はニマニマしていた。

　なにがそんなに面白いのやら。

「で、なんで胸の話なんです？　ご主人様」

「いや、こいつらが胸の話をしていたからな。そう言えば、恋は現げん役えきの頃ころ、あまりなかったと思ってたんだが、今は結構あるよな」

「まー、そうですねぇ……。大学生の頃に膨ふくらんできたかな。ちょっと遅いんですけど。だから、今は遅くても、そういうことなんだなって思ってれば大だい丈じよう夫ぶですよ！」

「な、なるほど……大きくなりたい」

「椎葉は大きくなりたいのか」

「は、はい。背も胸も大きくなって、モデルさんみたいになりたいです！」

　……モデルはたいして胸大きくなかったんじゃないっけ。まぁいいや。

「エリスは？」

「あると邪じや魔まっぽいから、いらない。でも……欲しい気も、ちょっとする」

「複雑な感じか」

「うん……。コーチは、ワタシが胸おっきくなったら、嬉しい？」

「ん？　いや、もう少し背せ丈たけはあった方がいいな。リーチは武器だし……。胸も抵てい抗こうを受けるから、あまりない方がいいとは思うが……」

「……競技のことでしか、ワタシと接しないの？」

「どういう意味だ？」

「……朴ぼく念ねん仁じん」

　こそっと耳打ちするようにそう呟つぶやき、エリスは水泳に戻もどっていってしまった。

　何だったんだろう、今の。

「純はどうなりたいんだ？」

「当然、スタイルの良さで一番を狙うわ！」

「なれると思うよ」

「そうよね！　今でも一番スタイルいいし！」

　まぁ、放っておいても美少女を経て美人になりそうだしな、純は。心配はしないでいいだろう。

「工藤は？」

「ボクは背が欲しいかな。胸も欲しいけど……何というか、他の人からしてみれば、ボクらしくないだろうしね」

「工藤は女の子じゃん。別に変じゃないと思うぞ」

「……そ、そうかな。そう思うかい？」

「ああ」

「そうか。なるほど……一考してみるよ。で、コーチはどうなりたいんだい？」

「あ？　そりゃ身長があって、筋肉がある体だな！」

「今も筋肉凄すごいじゃない」

「まだまだ。水泳用に練れん磨ましないと。今の筋肉は無む駄だが多すぎるんだよ。冬にがむしゃらに鍛きたえすぎたな……」

　反省すべきところだ。

「身長も、高くなってるんじゃないか？」

「マジで!?　まだ伸びてんのか、夜よ更ふかしせずにさっさと寝なきゃな……」

「何い時つまで起きてるんですか？」

「夜更かししてたら、長くて二時くらいまで行くから、十時までには寝ないとなーって感じ」

「何してるの？　そんな時間まで」

「メニュー組んだり、授業の予習したり、復習したり。わからないところがあったら分かるまでやるからなぁ」

「そんなに無理しちゃうと、風か邪ぜひいちゃいますよ？　もっと、体を休めないと」

「ごもっともだ、椎葉。気を付けるよ」

　指導される方に注意されちゃ、立たつ瀬せがないし。

　そう思いながらも、俺は立てるべき予定を頭の中に思おもい浮うかべていた。







十三章　目標







　六月の頭。日差しが強くなる今日きようこの頃ごろ。夕方のプールに、いつもの四人が今日も練習に励はげんでいる。

「ぷはっ……」

「おう、椎しい葉ば。だいぶ良くなったな」

　肺活量強化のために俺が勧すすめたのは、潜せん水すい。

　最初は十秒も息を止めてられなかったけど、今は一分を超こえても苦しそうにしない。

　クロールのフォームもちゃんと固まってきている。正直、誰だれよりも絶望的だった彼女が、大きく躍やく進しんした。

　彼女は練習をやらされるということがない。

　エリス以外のメンツは少し嫌だな、と思っていることがたまにわかるけど、椎葉は絶対にそれを見せない。

　キャップを取って、小休止するようだった。そして、疑問を投げてくる。

「……人並み、だと思いますか？　コーチ。総合的に見て、わたしは」

「ようやく人並みを超えたあたりだな」

「……よし。頑がん張ばろう。あの、わたしも九時までの練習、やらせてください！」

「……椎葉は大分余よ裕ゆうでこなしてるだろ、今の練習」

「え!?　ど、どうして、それを……!?」

「見てりゃ分かる。肺が強化されて、体ができてきた。だから、足をつることもなくなっただろ」

「た、たまに、夜中に足がつって、もがいた時が……」

「あー……あるなぁ」

　深夜に目が覚めたと思ったらふくらはぎに激痛が走るあの現象。

　翌日にも少し影えい響きようが残るし、やっぱりストレッチやダウンは大事だ。

「だから、椎葉がそれをやるっていうなら、俺は大丈夫だと思う。ただ、確認なんだが……どうしてそこまでするんだ？」

「……エリスちゃんと、純じゆんちゃんの頑張りを見てると、負けられないって思いました。わ、わたしは、運動はそこまで得意じゃなかったし、体も弱かったので、二人と比べるのはおこがましいって思ってたんですけど……違ちがったんです」

「どう違うの？」

「わたしは、誰にも、負けたくないんだなぁって」

　そうニコッと笑う彼女の言葉に、ビリッと来た。

　奥おくに覗のぞかせる闘とう争そう本能は、誰よりも強いのかもしれない。

「多分、一番にはなれないんです。でも、体が弱いとか、そういうところで言い訳している弱い自分に、絶対に負けたくなくて……」

　――水泳は究極の個人競技。

　だからこそ、自分に勝つというメンタルが必要不可欠。

　椎葉を甘あまく見みていたか。こんなポテンシャルを秘めているなんて。

「分かった。お前が自分に負けないよう、そういうメニューを組むからな。明日からにするか？」

「今日からで。……それと、麻ま衣いって呼んでください。純ちゃんも呼んでたでしょ？　だから、その……」

「いいよ、麻衣。……気合入れろよ、今までの倍しんどいからな」

「はい！　よろしくお願いします！」

　ただ麻衣は体のこともあるから、本格的なメニューを組む前に菫すみれか恋れんあたりと、一度相談はしておこうかな。
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「お、何よ麻衣。あんたも九時までやるの？」

「やるよ、純ちゃん！」

「負けないんだから！」

「ワタシも、負けない」

「えへへ、よろしくね、二人とも！」

　……。

　後は、工く藤どうか。

　と思ったら、こっちに歩いてきてるし。

「……ボクも九時まで残らせてほしい。ただ、メニューはボクが決めたい」

「尊重するよ。お前は多分、俺の教えはいらんはずだ」

「そう言われるのも、少し寂さびしいけどね」

「最後のアドバイスだが、長ちよう距きよ離りに慣れろ。これ以上は何も言わない」

「ああ、ありがとう。ボクは、ボク自身の力で、登って見せるッ！」

　これで、全員か。

　泳ぎ出すのを遠目で見送りながら、俺はスポーツドリンクを飲んだ。

「……みんな次の段階に行ったみたいですね！」

「ああ。恋はどう思う？」

「妥だ当とうな判断だと思います。みんな、泳ぎ方がばたつかなくなりましたねー。エリスちゃんはもともと飛びぬけてましたけど」

「……恋、もしかして水泳やってた？」

「……んー……。月島恋ってご存じですか？」

「月島恋？」

「あ、あはは！　そうですよねー、知らないですよねー！　マイナーですし、あはは……」

「知ってるぞ」

「え!?」

「オリンピック選手、背泳ぎ世界四位だったな。惜おしいけど速かった。ただ、線が細かったからなぁ……」

「……」

　恋が髪かみを全部まとめ上げる。

　その姿が、記き憶おくとがっちり符ふ合ごうした。

「って、月島選手!?　え、恋が!?」

「両親が再さい婚こんして、名字が鳴なる宮みやに変わりましたけどね。いやー、気づかれなかったとは……まだまだ鈍にぶいぞ、ご主人様！」

「いやぁ……全然わかんなかった……。というか、俺がコーチなんかしなくても、恋が教えたらよかったんじゃん」

「私は自分の練習法しかしらないのでー。十キロの水泳メニューと十キロの陸上メニューを考案したら、理事長にストップをかけられましてー」

　そりゃそうだ。高校生の夏休みくらいだ、そんなに泳ぐのは。

　おまけにロードトレーニングまで取り入れる気合の入れ方は、絶対に選手を潰つぶす。

「ふっふっふー、久々に泳ぎたくなりました！」

　メイド服を脱ぬぐと、現役の頃の水着があらわになった。

　キャップとゴーグルをつけて、準備万ばん端たんの様子。シルエットは、少しだが――肉付きがよくなっていた。

「久々に泳ぎたくなってきました！　ちゃーんと測っててくださいね！」

「ストレッチもアップもなしにいきなり？　大丈夫なのか、恋」

「ダイジョブでーす、安心してくださいよぅ！　んじゃ、いっくぞー！」

　飛び込んで、スタート台の鉄製の縦棒を掴つかむ。

　そう、背泳ぎ。世界クラスの。

「Take your marks……！」

　手を叩くと同時に、ストップウォッチを押す。

　……そういや、測るっつったって。まず何メートルなんだ？

　だが、見入ってしまう。彼女の背泳ぎは細い体からは想像できないほどダイナミックで、推進力が強い。

　世界四位。腕うで前まえは落ちているだろうけど、なるほど。参考になる。

「こんにちは、薫かおるさん」

「あ、菫」

　隣となりに来る。菫は目を細めながら、彼かの女じよ達たちの頑張りを眺ながめているようだった。

「……皆さん、やる気ですね」

「ああ。九時までの練習にしたからな。みんな水泳にのめり込んでる」

「あらあら、恋さんまで。ふふっ、では、わたくしも……」

「こーら、菫。ストレッチしないとダメだ」

「もう、薫さんは固いんですから」

「大事な人に怪け我がしてほしくないからな」

　と、いつの間にか泳ぎ終わっていたらしく、恋が水を叩いて抗こう議ぎしてくる。

「こらー！　計ってくださいよー！　というか私は大事じゃないんですかこの恩知らず！」

「いや、恋はなんだかんだで無敵だって信じてるし」

「待ってくださいよぅ！　か弱いんですよ、お姉ちゃんは！」

「誰がお姉ちゃんだよ」

「この、恋ちゃんだよっ！」

「……無視しとくわ」

「しょんなあ!?」

「もう、女性には優やさしくですよ？」

「いや……優しく？　恋に？」

　……。

　優しく……？

「チョコ食べる？」

「子供ですか！　しかもそれ私が準備してるやつですし！」

「そんなにカリカリするなよ。そういえば、現役の頃より肉付きよくなってないか？」

「うぐっ、最近、二キロ太って……五十一キロに……」

「薫さん、女性の体形や体重には突っ込んではいけませんよ？」

「わり」

「コーチ、ちゃんとこっちも見てくれなきゃやだ！」

「怠たい慢まんはよくないね。ちゃんとコーチとしての責務を果たしてくれ」

「そ、そうですよ、コーチ！」

「……ワタシもそう思う」

　四人も交ざってきて、一いつ緒しよに騒さわぎ出す。その顔は全員が笑え顔がおで。

　水泳部は、おおむね順調だった。







「ふぃー……」

　原付で学園の寮りように戻る。

　さっきまでラーメンを食っていた。あそこの店――『昇しよう竜りゆう恩來』は中々美う味まくて、俺は度たび々たび足を運んでいた。

　それから、個人用のレトルトとか夜食を買い込み、店を出たところで空を見上げる。

「夏だなぁ」

　六月の半ば。

　色々あったが、指導の立場も面白い。

　自分自身も高めていけているという自覚もあった。

　けれども。

「なんか……足りないな」

　充じゆう実じつした日々のはずなのに。

　どこか、物足りないような。

　と、携けい帯たい電話に着信。

「……お」







　平日の放課後。原付を飛ばして、駐ちゆう車しや場じようのスペースにそれを止める。それから徒歩で少し。

　喫きつ茶さ店てんで、少し背の伸びた優しそうな男に手を振ふる。はにかみながら、彼かれもまた手を振った。

「良かったよ、薫。また会えるなんて」

「ああ。久々だな、亮りよう介すけ」

　津つ久く井い亮介。

　俺おれと同じ小学校で同じスイミングスクール、そして中学も同じで、水泳部に所属していた。

　専門はバック。メドレーリレーでもバックを選せん択たくしていた。本人のタッパはあり、フォームはシャープで無駄がない。

　しかも顔も体格に不似合いな優しいベビーフェイス。そのせいか、よくモテていた。

　しかし、どこかで見たような顔だな。

　まぁいいや。

「……それより、早く中に入ろう。暑かったよ」

「中で待っててくれりゃよかったろ？」

「早く会いたかったんだよ。薫、大おお鮫さめをマッハで辞やめてどっか行っちゃうしさ」

　亮介は親の仕事の都合で高校は別になった。

　けれども、今は水泳の二泊はく三日での合宿――臨時休校の金曜から日曜日までという、短いやつだ。というか、思い出作りのようなものらしい。それで、海に面したこの地にやってきていたそうだ。

　アイスコーヒーを注文。亮介は相変わらず苦いものは嫌なのか、コーラを頼んだ。

「で、どうしたんだよ亮介」

「友達に会うのに理由がいる？」

「いや、練習はどうしたんだよ」

「緩ゆるい部だからね。合宿は遊びみたいなものだし。友達に会うって言ったら、いいよーだってさ」

「……もう、競泳はやらないのか？」

「……うん、そうだね」

　彼は足を庇かばうように動かした。

　真ま面じ目めな亮介は水泳で足をやった。鬼おにのような練習を重ねて、個人で無む茶ちやをして、靭じん帯たいが切れた。

　今でも本気で泳ごうとすると、痛みと恐きよう怖ふで足がうずくのだという。

　亮介の怪け我ががあったから、俺は無理をしてはダメだと学んだ。

　同時に、なぜ止めずに練習に付き合ってしまったのか。ずっと後こう悔かいしている。

「気にしないでよ、薫」

「けどよ。俺が止めてれば、お前は……」

「……いいんだ。オレはあんまり競技に向いてる性格でもなかったし」

　嘘うそだ。

　亮介は誰よりも、劣おとっているという劣れつ等とう感かんをバネに這い上がってきていたメンタルの持ち主だ。競技に充じゆう分ぶん向いている。

「それに、オレは今の部活も楽しいんだ。みんなを指導するような真ま似ね事ごとしてる」

「なんだ、お前もかよ」

「え？　薫も指導してるの？」

「おう。小学生相手だけどな」

「薫が子供の世話とはねぇ。いつもみたく、どうでもいいで終わらなかったんだね」

「それが泳ぐ条件に含ふくまれてんなら、真しん剣けんにやるさ」

「やっぱり薫は変わってないなぁ。ホッとしたよ」

　注文のアイスコーヒーとコーラが来た。

　喉のどが渇かわいていたんだろう。早さつ速そく亮介はストローを挿さして、ちゅうっと吸い、苦い顔をした。

「こっちコーヒーじゃん」

「あ、そうなのか？　黒いからわかんねえな。そのまま飲むか？」

「嫌がらせするなよ。ほら、交こう換かん」

　俺もミルクだけをかけて、ストローで混ぜて行く。そして、吸い上げた。

　お、豆の風味が香かおって美味い。

「で、どう？　可愛かわいい？　小学生」

「なんだ、お前ロリコンなのか？」

「違うよ。こう、嫌いやみとか言われない？　素す直なおな感じなの？」

「んー、ストレッチとかの時にじろじろ見るなはよく言われるんだけどさ。ちゃんと伸ばせてるか、見ないとわっかんねえよな？」

「……あー。邪じや気きがないからまた複雑なんだろうね、その子たちも……」

　どこかで見たような苦笑いを浮かべる亮介。

「そういえば、今からオレの妹も来るんだけど、いいよね」

「妹っつーと、双ふた子ごの？」

「そう。珍めずらしいだろ、二に卵らん性せい双そう生せい児じ。とはいえ、顔も全然違うからね。あんまり双子っていう感じはしないかも」

「残念だな。俺双子って見たことないから楽しみだったのに」

「嘘だ、見たことあるだろ。大山信中学のメドレーリレーにいて、オレが見つけて教えたじゃないか」

「え、マジで？　多分聞いてなかった」

「……まぁ、そんなことだろうとは思ったよ」

　亮介が何か諦あきらめたような表情でそう言うのと同時に、からん、とドアベルが鳴る。

「お兄様、遅くなりました……って、鷺さぎ沢さわさん!?」

「？　津久井じゃねーか。何でここに？」

　ピンとくる。

　そういやこいつも津久井じゃねーか。

「あれ？　妹と知り合い？」

「おう。クラスメイト」

「あー……忘れてた。この辺に高校は霊れい峰ほうしかないよね。でもあそこ女子高じゃなかった？」

「なんか、菫が……理事長の奴が呼んでくれたんだよ、特例で」

「なるほどね。秋あき、知ってると思うけど、鷺沢薫。オレの親友だよ」

「お、お兄様までお世話になっていらっしゃったんですね」

「津久井は俺の友達なんだ。なんか、俺にめげずに話しかけてくれたよ」

「あー……秋、正直こいつ、話しかけるのにも一苦労だったろ？」

「あ、あはは……まぁ……」

「何でか泣いてたしな」

「薫、どんなことしたんだよ……」

「いや、俺からもちゃんと話題を振ったんだぞ。好きな水泳選手とか」

「またニッチな話題を……。天気の話とかでいいじゃないか」

「外見ろよで終わるじゃねえか」

「ダメだ。相変わらず過ぎるよ……薫……。そんなんでちゃんと指導出来てるの？」

「おう。みんな速くなってきてるぞ」

「……まぁいいや。ほら、秋も座すわって」

「はい、じゃあ……」

　何でか俺の隣だった。

「向こう行けよ津久井、狭せまい」

「ええ、酷ひどいです!?　いつも食べてる時は隣となり同どう士しじゃないですか！」

「冗じよう談だんだよ。でも、兄貴の隣に行かなくていいのか？」

「いえ、無意識だったので……」

「……ふーん」

　ニヤニヤと亮介が俺達を見る。

　またいやらしい笑い方が似合わないな。

「秋とくっついちゃいなよ、薫」

「お、おおお、お兄様!?」

「いや、何だかお似合いだなーって。そう思わない？」

「別に。津久井が嫌いやだろ、それは。俺は変人らしいしな」

「え、自覚はあったの？」

「いや、自覚はない。変人って言われるからな、よく。俺としてはごくごく真面目なんだけど」

「あ、あはは……。でも、鷺沢さんは素敵だと思います」

「そんなこと言ってくれるのは津久井だけだよ……」

　マジで癒いやし系だな。

　さておき。

「薫は競泳だよね。指導もしながら、練習時間は取れてる？」

「いや。……そうだ、同じ水泳仲間だから聞きたいんだが、俺には何が足りないと思う？　練習時間とかは確保できてる、指導も順調なんだ。けど、何か……こう、刺し激げきがないというか……」

「それはズバリ、目標かライバルの存在じゃないかな。まぁ薫はライバルとか気にする性た質ちじゃないから、となれば目標かな？」

　亮介がそう言い、そして、俺の中で何かがピシャリとハマった。

　……目標。

　そうだ、俺には目標がなかった。

　漠ばく然ぜんとした将来のビジョンはあっても、何か、目先の、集中できる物事がなかった。

「さすが親友だぜ、亮介！　それだよ！　俺には目標が足んなかった！」

「どうどう、落ち着こう薫。店の迷めい惑わくだ」

「おっと、すみません」

　こうやって俺のブレーキ役にもなってくれる我わが親友。

「そういえば、亮介は将来の目標とかはあんのか？」

「オレはトレーナーになろうと思って。あはは、オリンピックに出れるようになったら、オレを専属トレーナーとして呼んでほしいな」

「出れたらな。いや、絶対出るけど」

「信じてるよ、親友。まぁ、その約束は覚えてられるかな？　それが心配」

「まぁ、半分期待しとけ」

「そうしておくよ」

「……お兄様、薫さんと仲良くなるコツは？」

「……そうだねぇ。これは誰にも言えるところがあるんだけど、尊敬できる部分があるかないかだと思うんだ。オレは薫を人間的に尊敬してるし、こうなりたいって理想でもあったんだ」

「そうなのか、亮介？」

「うん。多少おかしくても、そういうヤツだからで通るでたらめさ、圧あつ倒とう的てきな存在感、容姿――まぁいろいろあるけど、一番はストイックなところだよ。目標が、頑がんとして揺ゆるぎない。そこを尊敬してる。何か一つの道を、わき目もふらず一直線に進んでいくその姿勢は……オレはとても気に入ってる。だから、友人として親しくもなりたいんだ。見てて飽あきないしね」

　そう笑い、追加で頼たのんだケーキにフォークを刺さす亮介。

「鷺沢さんはお兄様のどんなところが気に入ってくれてるんですか？」

「……俺も同じ。亮介には俺にはない人望とか、優しさとか、容姿とか――まぁいろいろあるけど、一番は敵を作らないとこ。そこを尊敬してる。俺は中学時代はそこかしこ敵だらけだったからな……」

「先せん輩ぱいと喧けん嘩かし、コーチと監かん督とくと喧嘩し、後こう輩はいともめて……。大変だったよ、主にオレが」

「まぁ。喧嘩はいけませんよ、鷺沢さん」

「何言ってやがるよ。本音をぶつけ合わなきゃ、わかるもんもわからないだろ」

「これだ。衝しよう突とつが絶えないわけだよ……」

　苦笑する亮介に、俺も苦笑いを返した。

「悪かったよ、亮介。なぜか俺が謝あやまるより断然回数多かったもんな、お前が謝る方が」

「いいよ、薫は親友だからね」

「お二人は強い信しん頼らいで結ばれてるんですね！」

　キラキラとした目をする津久井。

　まぁ、そうなのかもしれない。

　……それにしても、目標か。

　俺は、何を目標に泳げばいい……？







十四章　決意







「うーん……」

　悩なやむ。

　悩む。

　そういえば、こんなに悩むことって生まれて初めてなんじゃないだろうか。

　中学は記録会やら大会やらが目標に据すえられてたから、頑張れたけど。

　ここはほぼ女子校みたいなもんだし。大会には出れるみたいだが、大会記録は当然として、それだけじゃないほかの目標が欲ほしい。

「……鷺さぎ沢さわ」

「うーん……」

「鷺沢！」

「んお？」

「んお？　じゃありません！　どうしたのですか、いつも真面目なあなたが、授業に集中していないだなんて」

「あ、すみませんっす……」

　いかんいかん。

　こんなのは一人で部屋にいる時に考えるものだ。

　今は、授業に集中――

　集中……。

　……。

「うーん……」

「……重じゆう症しようですわね」







「麻ま衣い。お前の目標は何だ？」

「ふぇえ!?　も、目標ですか？」

　いつものアップをこなし、潜水の訓練を終えた麻衣を捕つかまえる。

「うーん、五十メートルをノンブレスで泳ぐことです！」

「ほほう。頑張れよ」

「はい！」

　うん、前向きで非常によろしい。

「工く藤どう、お前の目標は？」

「ボクかい？　アナタに勝つ。それだけさ」

　クールに去っていった。……さすがだな。チクショウ、小学生なのになんかかっちょいいじゃねえか。

　純じゆんにも聞いてみるか。

「じゅーん、お前目標とか持ってる？」

「あるわよ。自分に負けない！　……なーに、コーチ。目標でも探してるの？」

「そうなんだよ。まぁ、大会で一位を取るとか目標はあるんだけどさ。でも、もっと、こう……モチベが上がる何かを探したいんだよ」

「じゃあ、作ればいい」

「エリス、そう簡単に言うが、俺は授業中もずっとこれを考えて悶もん々もんとしてたんだぞ」

「む。授業はちゃんと聞かないとダメ」

「おう。後でクラスメイトにノート写させてもらったぜ」

「あら、意外。コーチ、クラスメイトに友達がいるのね」

「一人だけな。……難しいなぁ、目標……目標なぁ……」

「ご主人様、突つき落おとしてもいいですか？」

「は？」

　振り返かえる。そして、ニコニコとしている恋れんに押おされてプールに落ちる。

　その際、空中で身をひるがえして足から着水。

「おお、すごいですね」

「あのなぁ恋。突き落とすなよ」

「ボーっとしているからです。いつもなら気づいたでしょうし。……いっちょ前にも悩んでるみたいですね。目標が欲しい感じですよね？」

「ああ。いやー、目標がないと張り合いがなくて」

「目標。……なくていいんじゃないですか？　今は」

「え？」

「だって、ご主人様の今の仕事は、この子達のスピードを向上させることでしょ？　自分のことばっかやってないで、ちゃんと見ないとダメですよー！」

「……」

　……それもそうだよな。

　それに、俺の目標はプロのアスリート。それは揺るいでいない。

　なら、それでいいんじゃないか。

　目先のことにとらわれず、己おのれのしたいことのために、ただひたすらに愚ぐ直ちよくである。

　そういうことの方が、大事なんじゃないか。

「……ありがと、恋」

「気にしないでください。それより、泳がなくていいんですか？　どの方向にしろ、進むこと以外に結論はないでしょ！」

「……だな！　よっしゃ、俺と勝負したい奴やつはいるかぁ！　久々に相手になってやる！」

　……そうだよな。

　俺はプロのアスリートになるんだ。

　考えるなんて、そんな贅ぜい沢たくなことはしない。

　迷わず、行ってやる。

　目先の目標が、なくったって！







　体がだるい。

　気合を入れ過ぎたせいか。それとも、別の何かなのか。

　こんな日に無理はしちゃいけない。さっさと寮に戻もどろう。

「……あれ？」

　こんなに、体って……重かったっけ……？

　あれ？

　なんで。

　こんな、ふらふらするんだ……？

「お疲つかれ様さまです、薫かおるさ……」

　寮のロビーで俺を待っていたのだろう菫すみれに微笑ほほえみかけようとするも、上う手まくいかない。

　あ……

　転んだ。菫を押し倒たおすように。

「ちょ、いきなり……。!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　……凄すごい熱です、薫さん！　しっかりしてください、薫さん!?」

「……わり……もう、無理……」

　何とか意地で体は彼かの女じよから離はなして、地面に寝ねそべる。

　地面が冷たい。

　気持ちいい。

　ああ、何か、眠ねむ気けが――

「起きてください、気を失ってはいけません！」

「!?　コーチ！」

　純の声がする。

「どうしたのよ、コーチ！　しっかりしなさい！　コーチ！」







　翌日の昼ひる頃ごろ。

　目が覚めた俺は、診しん察さつを受けていた。

　女性の医師らしき人に、体温計を渡わたす。

「三十九度。風か邪ぜにしては少々高いが、流は行やりの風邪というものでしょう。疲ひ労ろうから来る熱も合わさってるのでしょうなぁ」

「うおお……間ま抜ぬけすぎる。風邪なんかでぶっ倒れるとか」

「それは間ま違ちがいですぞ。風邪は大変な病気だ。体の抵てい抗こう力りよくを下げ、様々な二次の病気が襲おそうかもしれない重大な病気。軽視するのはいけません」

「そういうもんっすか？」

「ええ。風邪は万病のもと。大人しく養生してください。医者なんて職業がありますが、我々は出番が来ないくらいで丁度良いのですから」

　老ろう紳しん士しのような喋しやべり方かたをする医師さんがそういった。

　まず長い髪に目が行く。色白で、一見地味なんだが、よく見れば綺き麗れいな人だった。白衣もよく似合っている。スタイルもよくて、少々目のやり場に困る。

　地味に見えるのは、少し大きな眼鏡のせいだろう。

「……喋り方の割には、随ずい分ぶんと若そうだけど」

「恋の同期、陸む奥つ心こころと申します。まぁ、よろしくしておくれ」

「は、はぁ。変な喋り方だな、あんた」

「ほっほっほ、まさしく直球な方だ。いやはや、その指し摘てきをされるのはいささか久々でねえ。どう答えていいのか分からんのですよ。気づけばこの喋り方だったもので」

「そりゃ難なん儀ぎだな」

「難儀ということもないですぞ。それが、私の普ふ通つうなのだから」

　なるほど、そういうことか。

「普通の定義は人によって違ちがう、か」

「然しかりです。みんなちがっていて、良いのですよ。何か欲しいものがあれば取り寄せますが」

「あ！　俺久々にホットドッグ食べたい！」

「はっはっは。食欲があるなら大丈夫そうですなぁ。理事長様が血相を変えてやってきたときは戦せん慄りつしましたが、いやはや風邪でよかった」

「俺はよくねーぞ」

「まぁまぁ。見たところ、疲労の具合も濃こい。最近、夜よ更ふかしをしていたのではないですか？」

「……」

　図星だった。

　あいつら、最近めきめきと力を付けてくれてるから、メニューを組むのが楽しくなってきている。少し前までは、こんなこと思わなかったのに。

　俺は泳げればなんでもいいと思っていた。指導は真剣だったが、それをやるための条件程度にしか思ってなかった。

　……俺も、変わってきているのかな。

　そんなことを考えていると、陸奥さんが立ち上がる。

「しばらく寝ていなさい。ホットドッグはちゃんと運ばせましょう」

「後、コーラも頼む」

「ははは、生まれてこの方、ホットドッグにコーラを病室に望んだ人はおりませんなぁ」

　そう言って、陸奥さんは去っていく。

　後で聞いた話だが、何とこの霊れい峰ほう学がく園えん、専門の医い療りよう機関まであるのだ。

　俺はそこにぶち込まれたそうで。で、病院はいつもは暇ひまなのだそうだ。

　体を起こしてみるも――ダメだ、まだ言うことを聞かない。

　だるい。でも、ベッドに寝かされているからか、幾いく分ぶん具合がいい。

「薫さん！　目が覚めたと聞いて！」

　飛び込んできたのは、菫だった。

　続々と、小学生組の四人も中に入ってくる。時計を見ると、丁度昼休みの時間帯だ。

「コーチ！　もうホント心配したんだから！」

「おう、みんな。わりーな」

「ホントだよ。心臓に悪いから、いきなり倒れるのは金輪際やめてくれ」

「好きで倒れたわけじゃねえんだぞ、工藤よ」

「こ、これ。風邪には、消化のいいモノを……」

「？　麻衣、なんだこれ」

「それ、リンゴのゼリー。そして、これ」

　エリスが額を叩たたく。

　冷れい却きやくシートが額に貼はられた。

「大人しく寝てること」

「おう、悪い。麻衣もありがとな、ゼリー。デザートにしとく」

「え？」

「食欲はあるから、今ホットドッグ持ってきてもらってんだよ。コーラも」

「……何というか。相変わらずで安心しました」

「熱があるだけだからな。鼻水も咳せきもねえ。でもうつるかもだから、お前らはさっさと帰りな」

「冷たいこと言わないの！　理事長なんて、早く行きたくてそわそわしてたのよ！」

「あ、有あり栖す川がわさんだって、そわそわしてたでしょう？」

「そ、それを言うなら麻衣だって……！」

「純ちゃん、ここ病室だから、騒がない方が……」

　ぐんと賑にぎやかになる病室。

　……五人に感謝だな、こりゃ。







「こんにちはー！」

　五人が帰って、しばらく。夜にやってきたのは、恋だった。

「鍛きたえてても風邪は引くものなんですねえ」

「そだな。もう何年振ぶりかもわからねえ」

　ぽすっとベッドに腰こし掛かけ、そのまま潜もぐり込んでくる恋。

　……なんか、いい匂においがする。

「な、何だよ。潜り込んで」

「いやー、可愛い恋ちゃんが一緒に寝てあげようと思いまして！」

「……んじゃ頼むよ」

「はいはい、退けばいいんでしょ……ってええええ!?　ま、マジですか!?」

「何だよ、嘘だったのか？」

「いや、その答えが返ってくるとは思わなかったというか……そういう世界線もあったんですね……」

「世界線ってなんだよ。ほら、どうするんだ？」

「わ、わかりました。男に二言はねえ」

「女でしょ恋は……」

　本当に潜り込んできた。

　……やっぱりだ。何の匂いかまではわからないが、甘あまい匂いがする。

「恋、良い匂いがするな」

「ご、ご主人様直球過ぎます！　私まで恥はずかしくなってきましたよぅ!?」

「……なんか、眠ねむくなってきた」

「え、うそ。マジですか？　私のちょっとのドキドキは!?　え!?　もう寝てるの!?　早っ！　いつも黄色いシャツのトンボ眼鏡の少年も驚おどろきの早さですよ！　え、マジで寝たんですか!?」

　……何か言ってるけど、いいや。

　なんだか、安心する。

　甘くて、どこか、優やさしい匂い。

「……。今日こそ恥ずかしがらせようと思ったのに、私がはずいというか……」

「ほっほっほ、鷺沢殿どの、お薬を……」

「……」

「……」

「……や、やぁ」

「…………これはこれは。お邪じや魔まだったようですな」

「いや、待て！　違うの、これは！　こ、心ならわかってくれるよね!?　ご主人様が心細そうだったから仕方なく一いつ緒しよに寝てるだけで、一緒に寝たいとか、そういうんじゃないというか！」

「はい、把は握あくしておりますよ。彼かれ氏しいない二十四歳さい独身の暴走ということで……」

「うわぁぁ、わかってないですッ!!」

「……いい匂い」

「ほう」

「ご主人様も要所要所で爆ばく弾だんブッ込んでこないでください!?　ホントは起きてるんでしょ!?　ほら、起きて！」

「すかー……」

　……。

　翌朝、何な故ぜか顔が痛かった。







十五章　それは、突然に







　昼休み。理事長室に呼ばれた俺おれは、その言葉を聞いて心が揺れた。

「……大おお鮫さめのプールが直ったって？」

「はい。名門私立ですし、集中工事が行われて、そして水泳部も活動を再開したそうです。来週の終わりに、夏休みで……合宿があるそうですよ」

「……」

　そう、なのか。

　水泳の名門、私立大おお鮫さめ学がく園えん高等部。

　俺が憧あこがれて入った、名門中の名門。

「……わたくしは、提示することしかできませんが、戻られるのであれば、口くち利ききはわたくしの方で行いますので。遠えん慮りよなく、申してくださいね？」

「俺は……どうするべきなんだ……？」

「それを決めるのは、わたくしではありません。ここに呼んでおいてなんですが、もう既すでにコーチの効果は出ていますし。……ゆっくり、おきめになって結構ですよ。せっかく、期末考査も終わりましたし。それに、そう。……もうすぐ夏休みですからね」

　菫すみれが窓を見つめる。

　空を見ているのか。遠くを見ているらしく。

　つられて、俺もそちらを見た。

　馬ば鹿かみたいな青空。静かな室内に蝉せみの声はなく、それだけに、時が止まったかのようだ。

　視線が同時にお互たがいに戻る。

　ニコッと、彼女は笑えみを返してくれた。

　微笑む菫は、どことなく寂さびしそうで。

　それが、なんだか胸を締しめ付つけた。







　…………。

　高校生になってから、考え事が増えた。

　水泳だけやっていれば、どうとでもなった世界。

　なのに、今は……

「麻ま衣い……」

　気は弱いけど、しっかりとした負けん気をもつ彼女。

　誰だれよりも質を重視して教え込んだクロールは、前のわちゃわちゃした名残なごりを一いつ切さい持たず、洗練されてきている。

　肺活量強化の副産物で、長ちよう距きよ離りも得意になった。

　勝負度胸もあるし、彼女の活かつ躍やくがもっと見てみたかった。

「純じゆん……」

　天性の身体能力を誇ほこる彼女。

　一番でないと気が済まない。そんなメンタルが、きつい練習を頑がん張ばらせるのか。ヘロヘロになりながらも、誰よりも動いていた。

　彼女のバックは美しく、しなやかでいて、躍やく動どう感がある。

　天てん井じようが見えない伸のびしろに、どれだけ輝かがやきを見たことか。

「工く藤どう……」

　俺に勝つと意気込んだ彼女。

　元から完成されていたブレスト。最近はよりシャープになったイメージもある。

　長距離になるとフォームが崩くずれる弱点があったが、前よりはマシになっているし、短距離ならその鋭するどい泳ぎは絶ぜつ妙みような冴さえを見せる。

　小学生とは思えないその完成度に、何度驚かされたか。

「エリス……」

　最初に、教えてほしいと願った彼女。

　バタフライで銅メダルをもつ母親みたいになりたい。そして、俺のようになりたいと言ってくれた彼女。

　誰よりも過か酷こくな鍛たん錬れんを望み、その動きはもはや中学生すらも抜ぬき去さるだろう。

　同じアスリートとしての道を歩もうとしている彼女に、俺は憧しよう憬けいすら抱いだいた。

　――彼かの女じよ達たちの道を見てみたい。

　そう欲がある中で、俺の中でも燻くすぶっている何かがあった。

　――過酷な中で自分を試ためしてみたい。

　俺以外の全員が速くなろうと貪どん欲よくになる。

　その刺し激げき的てきな空気に身を置いて、自らを極限まで高めてみたい。

　そこには、今いないライバルやらが沢たく山さん犇ひしめいているはずだ。

　そんな欲求もあり、悶々とする。

「……？」

　電話？　知らない番号だ。

　俺は何の気なしに携けい帯たい電話をとる。

「……もしもし」







「ええ!?　こ、コーチ、一週間いなくなるんですか？」

　大鮫高校の理事長からの提案で、一週間の学園合宿に俺も参加させてもらえることになった。

　この経験はプラスになるものだと確信している。

　ここにはなかった切せつ磋さ琢たく磨まできる環かん境きようというものも知りたかったし、単純に強きよう豪ごうの練習にも興味がある。

　行かない理由がない。

「だから、お前らだけでやるんだぞ。八月の終わりに大きな大会があるから、頑張れよな」

　学生の大会は八月の後半だ。お盆ぼんが終わってしばらくしてから。十八歳以下なら参加可能なので、俺も同じ大会に出れるだろう。

「そうか。それは寂しくなるね」

「絶対帰ってきなさいよ！　約束だから！」

　そう言う面々の中、エリスが進み出てきた。

「……コーチ」

「？　どした」

「……いっちゃ、嫌だ」

「こ、こら、エリス！　コーチも困るから……！」

「ヤだ！」

「え、エリス……？」

　激情的な一面を知らなかったのか、工藤と純が驚いている。

　それを制したのは、麻衣だった。

「ダメだよ。エリスちゃんだって、速くなりたいんでしょ？　……誰よりも。コーチも、同じだから」

「コーチは、ワタシ達たちのコーチ！　だ、だから、いっちゃ、やだ……！」

「エリスちゃん。……止めちゃ、ダメ。夢を追いかけてるんだよ、コーチは。愛まな弟で子しのわたし達が応おう援えんしないで、誰が……コーチを応援するの？」

「麻衣は寂しくないの!?」

「寂しいよ！」

　強い言葉に、エリスが驚いていた。

「寂しいけど……コーチも、頑張ろうとしてるんだもん……。それに、帰ってきてくれるよ！」

「……それは、約束できねえ」

　俺には迷いがある。

　自分の速度なのか……彼女達の成長か。俺の中の天てん秤びんがぐらついている。

　今は戻ると確約できない。

　……今の中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで指導し続けるのはこの子たちのためにならない。それを自分が許さないし、彼女達も生半可な指導を望んじゃいないだろう。

　だからこそ、向こうの合宿で自分の中でどうしたいか結論を決めたい。

　黙だまりこくる俺に、エリスがつぶやいた。

「……馬鹿」

「……」

「馬鹿！　なんでいなくなっちゃうかもとか言うの！　残された人の気持ちも知らないで！」
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「……エリス」

「……もういい」

　エリスは走って行ってしまった。

　俺は、追わない。

　掛かける言葉が、これ以上ない。

「……コーチ」

　麻衣は俺とエリスを交こう互ごに見て、エリスを追いかけた。

「……らしくないわね」

　純も不服そうに去っていく。

「……」

　工藤は、無言だった。その空気が、胸を刺す。

「……行きますよ、ご主人様」

「恋れん。……行こうか」

　車を出してくれるのは、恋だった。

　行きも世話になって、帰りも――世話になる。

　車に乗って、黒いボディーのそれは進んでいく。

　しばらくして、恋が口を開いた。

「ご主人様は、本当にアスリートなんですね。そうであって嬉うれしい私と、そうであって悲しい私がいます」

「急に何だよ」

「凄いなぁ。何もかもを踏ふみ台だいにして、前に進んでいける。親しい人だろうと、ライバルであろうと、それらを無視して――踏みつぶしていけるメンタル。凄い凄い」

「……喧嘩売ってんのか？」

「ご主人様は多分、二度と戻ってこない」

「……」

　恋の指摘が、逆に俺を冷静にさせた。

　戻ってこない……それは、アスリートの選せん択たくとしては当然だろう。俺だってそう思うのだ。俺と近かった恋がそう思うのも分かる。

　けれどもその言葉に、憤いきどおりを覚えている自分もいる。この感覚は何だ、俺は泳げれば良かったはずなのに。恋の言葉通りなのに。

　どうして、胸が痛む。

　恋は、苦く笑しようしてミラーでこちらの顔を確かく認にんしてきた。

「それくらいわかります。ずっと、眺ながめてきてましたから。貴方あなたは速く泳ぎたくて仕方ないはずだった。人の練習に時間をとっていたのも、全すべては泳げるため」

「だからなんだよ。それが俺だ」

「だから馬鹿だって言ってるんです。……あの子たちからどれだけ慕したわれてるか、分からなかったんですか？」

「あのよ。まるで戻ってこないつもりみたいじゃねーか」

「そのつもりでしょ？」

「……そだな。でも、あいつらはもう一人でやれるよ。教え込んだからな」

　そんな確信は、

「嘘うそですね」

　恋の切り返しによって破は壊かいされた。

「何で嘘って決めつける」

「……みんなでできないから、コーチを呼んだんですよ。一日二日いないところで影えい響きようは出ないでしょう。けれども……後任が来れば、ご主人様と比べられる。それで、従わないって可能性も大でしょう。エリスちゃんなんて典型。ご主人様にべったり。絶対ほかのコーチの言うことは聞かないと思います」

「違う。エリスはアスリートだ。俺がいない程度で泳ぎを辞やめる柔やわな奴じゃない」

「だから馬鹿って言ってるんですよ。女の子は、みんな貴方みたいに強くはないんです。エリスちゃんは人一倍、寂しがりやなんですよ」

「……」

　無言が、車内を流れる。

　沈ちん黙もくが周囲を支配していた。

「……何か、あの子たちに伝えておきたいこと、ありますか？」

「特にねえよ」

「……それは、少し――いや、かなり最低ですよ」

「知ってる」

　……結論を出さなければ。

　四人の成長は気になる。でも、自分の中で結論を出すまでは、あまり希望めいた言葉は言いたくない。

　傷つくのは、あいつらなんだし。

　エリス、麻衣、純、工藤。

　あいつらに、合わせる顔がないようじゃだめだ。

　……この合宿の間に、絶対答えを出そう。

　頑がんとして、揺ゆるぎない答えを。







　コーチが……行っちゃった。

　ワタシ――エリスは、それを忘れるように、泳ぐ。

　ただひたすらに、泳いでいく。

　何メートル泳いだんだろう。

　気づけばワタシは体を水にゆだねて、仰あお向むけで漂ただよっていた。

「……ずっと、一緒だって思ってたのに……」

　行ってしまった。

「……」

　気づけば、純が隣となりに来ていた。

　最近、純は速くなった。というより、今まで以上に真しん剣けんに練習に打ち込んでいたように見えた。

「どうしたの、純」

「明日、理事長と一緒にコーチのとこ、殴なぐり込みに行くの。一緒に行かない？」

「……いい」

「もう会えないかもよ？」

「会えるもん！」

　体を起こし、純に怒ど鳴なる。

　ハッとしたが、純は微笑んでいた。

「いいのよ。全部全部、あの無責任コーチが悪いんだから。ぜーんぶ、吐はき出だしちゃえ」

「……」

　何か、言おうとしたけど。

　全部、感謝でしかなくて。

　恨うらみ言ごとなんてあるわけがない。

　ただ、涙なみだが頬ほおを伝う。

　そんなワタシを、純が抱きしめてくれる。

「ひっくっ、ぐす……！」

　ただ、泣きじゃくることしかできなかった。

　ワタシは、子供だ。

「あたしは行くわ。絶対、取とり戻して見せるから。コーチをね！」

　そうウィンクする彼女に、頷うなずくしかできなかった。







十六章　名門







「はぁ、はぁ、はぁっ……！」

　十二キロ。

　限界まで体を使い切り、プールサイドに倒れる。

　やっぱり、思った通りだ。練習がきつい。

　俺はタイムでは負けてなくても、練習をこなす体力がない。

　それでも、先せん輩ぱい達たちよりは大分体力が余っている。他の人は浮ういてるし。

「おう、新人！」

「……小こ雨さめ先せん輩ぱい」

「ゆーちゃんって呼んでって、言ったやんけ」

「いや、先輩なんで、一応」

「一応とは、中々言うやんけー、このこの」

　小こ雨さめ裕ゆう次じ郎ろう。

　妙みように馴なれ馴れしい先輩で、合宿の時にいつもお世話になっていた。

　起き上がって、小雨先輩とプールサイドに腰掛ける。

「お前さんめっさ速いけど、何でそんな速いん？」

「俺の目標はプロアスリートっすよ」

「ほー、そりゃ見上げた心がけや。けど、よかとや？　前の学園は」

「……その訛なまり、なんすか？」

「あー、博はか多た弁べんやと思うけど、何種類かまじっとーごたーやな。ま、気にせんといて。しかし、あてが外れたなぁ」

「……あて？」

「そや。お前、泳ぎに集中しとらんかったろー？　前の学園で何かあったごたー思ったんやけど、ちゃうけ？」

「集中してない？　俺が？」

「ばってん、泳ぎ始めたら別人なごたやけんさ。それ以外よ、ボケーッとしとんのは」

「……気を付けるっす」

「まぁそんな気張らんと。一週間のお試しなんやろ？　楽しくやろうや。ばってんめっさ辛つらいけどな、練習！」

「……いや、楽しいっす！」

「何や、おま、マゾけー？」

「失敬な」

　そう、か。

　やはり集中できてないのか。

　環境としては、ここは理想的だ。それなのに、違い和わ感かんを覚えてしまっている。

　練習に打ち込めば打ち込むほど、この違和感は増していっている。

　――何かが足りない。

　そう思っているはずなのに。それが何なのか、今ひとつわからない。

　いや。泳ごう。それ以外に道はないんだし。

　それに、あいつらに――みっともない姿だけは晒せないから。







　一週間の校舎宿しゆく泊はくの合宿。

　その半ばの出来事だった。

「……？」

　ここ数日お世話になりっぱなしの新設プールに向かう途と中ちゆう、遠目にだが校門付近に見覚えのある影かげを二つ、見つけた。

「！　純じゆん!?　それに、菫すみれだと!?」

「な、何や？　どないしたん、鷺さぎ沢さわ。え、おい!?」

　走り出す俺に並走する小雨先輩。

「何があったんや！　クールなお前がどないしたん！」

「前の学園の奴やつが来てるんだ。理事長と一緒に」

「ほへ？　そりゃなんでまた」

「それを聞きに行くんですよ」

「オレも一緒におってええやろ？」

「……まぁ、いっすけど」

「しっぶ！　ウェルカムくらい言えや冷たいなぁ」

　駆かけ寄よる俺に気づいてか、菫が駆け寄って――俺を抱きしめてきた。

「え？　す、菫？　おい、どうしたんだよ」

「充じゆう電でん中です」

「……純、どゆこと？」

「あたしに聞かないでよ」

「何や、理事長ってどっちなん？」

「抱き着ついてる方」

「……何や、小さいなぁ。まぁええけど。なぁ、おみゃーさん、高校生なんか？」

「小学生よ」

「ってなんや！　面めん倒どう見ちゃっとったのは小学生か！　てっきり高校生やとおもっとったわ。まぁこんな小さい子が高校生なわけないもんな。でも、こっちの理事長もえらいちっこいやん」

「この世は不思議っすよねぇ」

「……はい、充電終わりです。お久しぶりですね、会いたかったですよ？」

「言っても、四日しか経たってないぜ？」

「わたくしの愛を侮あなどらないでください。すぐ寂しくなります」

「はいはい。で、何か用事だったのか？」

「……これ」

　あ、財さい布ふ。

「男子更こう衣い室しつの掃そう除じの時に見つけたらしいの。ボーっとしすぎよ。どうしてたの、スポドリとかは」

「名門クラスになると部費とかで全部出るんだよ。練習中に飲むヤツは気にしないでいいんだ」

「そ。……邪魔、だった？」

「いいや。久々に顔見れて、なんかうれしいよ、純」

「そ、そう。本当はエリスも誘さそったんだけど、行きたくないって。あ、練習には来てるのよ！　頑張ってるんだから！」

「大人がいないとまずいですので。恋れんに頼たのみ込んで、毎日練習してるんですよ」

　……恋に、か。

　水泳選手としては分からないが、指導者としては俺は未熟だろう。それでも俺はできる限りは教えたつもりだ。

　そんな俺のコーチを見守ってた恋がみてくれているなら、安心できた。

「あー、何や。結局こいつらなんなん？　練習に茶々入れに来たんか？」

「もう一つ！　戻もどってきなさいよ、コーチ！」

　純がビシッと俺を指さす。

　菫が苦笑している。止める気は、ないようだな。

　ん？　小雨先輩が前に出た。

「きさんか、コラ。オレの後こう輩はいに手ぇーだそうっつーんは」

「脅おどすなよ、小雨先輩」

「いいや言わせてもらうけどな、速くなるにはこの環境しかないんや。刺し激げきしあえるライバルの存在、指導してもろうとる先生方、んで優しい先輩。ここには何でもそろっとーとぜ？　何で女学園なんかに有望な後輩をいかさなあかんのや」

「女学園で判断してもらっちゃ困るわ！　温水シャワーにジャグジー、サウナに二十五メートルプール！　ウェイトルームもあるし、整備された環境！　一人、高みに望む意志さえあれば、こんなに良い環境は他にはないわ！」

「そやけど指導者とかおるんか！　ダイヤの原石は磨みがかんでどうするんや！」

「磨くことなら自分でもできるわよ、この糸目！」

「な、なんやとこのちんちくりん！　オレのチャームポイントを悪う言うんやない！　このチビ！」

「なっ!?　同学年では、少し大きな方だもん！　スタイルだって！」

　え、えーっと。

　何だこれ。

　何で争ってるんだこいつら。

「落ち着けよ」

「きさんは黙っとけ！」「コーチは黙ってて！」

「え!?　俺の話題じゃないの!?　ねえ!?」

「はい、お茶でも飲みましょう、薫かおるさん」

「あ、ども……」

　その後、声がかれるまで言い争いをしていたのだが、先に舌を打ったのは小雨先輩だった。

「じゃあ、見してもらおうやないか。泳ぎで！」

「……こんなことになるんじゃないかと思って、下に着ていたわ！」

「そうなの!?」

「コーチ、キャップとゴーグルと耳みみ栓せん貸して」

「専門は何や」

「バックよ」

「オレは個人メドレーや。バックで勝負や！」

「いや、小学生相手に……圧勝するに決まってるでしょ、先輩」

「そやな。さすがにそれは大人げなさすぎる。やから、オレ以外にも判断してもらう」

　って、どういうことなんだ？







　女子更衣室で着き替がえた純が、十レーンのうち、六番のレーンに。女子が使うのは、六から十番目のレーン。

　小雨先輩は五レーンに。

　二人ともアップをこなしている。

「誰、あの子。小学生？」

「ほら、特別に参加したあのピンクの水着の……」

「ああ、彼かれの！　指導してたって子かな」

　女子の間でも噂うわさになっているようだった。

「監かん督とく、いいんですか？」

「たまにはこういう余興があってもいいだろ。ていうかお前の教え子がどんな泳ぎをするのか、楽しみだぞ俺は。一スイマーとしてな」

　いいらしい。

　菫は女子側で応援するようだ。俺は監督の隣で、成り行きを見守る。

「では、五十メートル！　位置について！　レディー……！」

　弓のように弾ひき絞しぼられる体。

　ピッと笛の音が鳴ると同時に二人の体が解き放たれた。

　先行したのは――意外にも純だった。アップダウンのキック力が純の方が強いんだろう。

　しかし、すぐに追おい抜かれる。

「小雨の持ち味はフォームの大きさだからな。手足のリーチが長いから、ダイナミックな泳ぎをする。あの子も……相当やるみたいだな。そんなに離はなされていない」

「純の持ち味は柔じゆう軟なんさとバランス感覚。どっちかに寄るということがないから、その分効率的に、ダイナミックに腕うでを使えて、挙句に柔やわらかいから、より水を押おし出すように泳げている。最近教えたＳ字プルも様になってる」

「みたいだな。……あのフォームはお前が？」

「はい。彼かの女じよにあってると思いまして」

「俺もそう思う。いいフォームだ」

　しかし徐じよ々じよに離され、当然ながら小雨先輩が勝利した。

　でも小雨先輩が苦虫をかみつぶしたような顔をしていた。

「……オレの負けや。小学生のくせに、やるやんけ」

「……そ」

　たたたーっと純が駆け寄ってきて、キャップを脱ぬいだ。長い髪かみがバサッと垂れる。

「ん！」

「？」

「勝ったのよ、コーチのために。ご褒ほう美び、ちょーだい」

「……どうすればいいんだ？」

「頭撫なでなさいよ、鈍にぶいわね」

　なでなでとやると、純はそれだけで上じよう機き嫌げんになって、ニコニコと笑う。

　――何か。

　ぴたりと俺の中に、ハマる何かがあった。

　パズルのピースが、ハマるような。

　ただ茫ぼう洋ようとしていたばらばらのピースが一枚になって、名画になるような。

「俺は……」

　たった今、迷いが消えた。

　俺には、目標がないのだと。

　あそこでは、張り合いがないんじゃないかと思っていた。

　あの学園にはライバルもいない。指導してくれる人もいない。

　理想的な環境は、この大おお鮫さめ学がく園えんだと頭では理解している。アスリートを目指すんなら、こっちの方を選ぶべきなのも、よくわかっている。

　以前までの俺おれだったら、迷いなく大鮫に行っただろうと思う。

　泳げれば良かった。これまではそうだったし、逆に泳げるならどんなこともこなしてやろうと思っていた。

　その一いつ環かんとして指導をしていた。……それだけ、だったはずなのに。

　あの四人は――あの教え子たちと、俺を支えてくれる人たちを、思い出す。

　エリス、麻ま衣い、純、工く藤どう、菫、恋、津つ久く井い……。

　俺の目標は、アスリートだ。それに変わりはない。

　でも……。

　でも、これは……。

「俺は……」

　俺は、彼女達の……嬉しそうな姿が、みたいんだ。

　前まで、他人なんかどうでもよかった。それでいいと思っていた。
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　だが、こうして、関係をもって、その人に笑ってほしいと、今、心が認めた。

　確かに、今のこの環境は己おのれを高めるための近道になるだろう。

　けれども――

　それは、自分に対しての言い訳だ。

　指導者がいないのなら、自分で高みを目指せばいい。ライバルがいないのであれば、己を最大のライバルにすればいい。

　設備は同じなんだ。自分の覚かく悟ごの問題だと思う。

　そうだ、俺は環境なんかを言い訳にしない。そんな言い訳に、俺は負けない。

　指導もする。そして、それで――メダルを取る。

　……どこか心で感じていた焦しよう燥そう感のようなものも、消えている。

　もう迷わない。

　俺は、あいつらと一いつ緒しよに成長する。そして、誰よりも速くなる。

　――音を立てて、何かが頭の中でハマった感覚。

　もう揺るがない、俺の決意が――俺の中で燃えていく。

　そう、俺は、こいつらの笑え顔がおが、見たいんだ。

　そして、こいつらと一緒に、負けないように――俺も成長したい。

　心から、そう思う。

「……純、今日のところは帰れ」

「何よ、せっかく勝ったのに！」

「いーから。……またな、純」

「！　うん！」

　その言葉だけで、頭のいい純なら分かってくれると思っていた。

　あまり多くを語りたくなかった。少し、気き恥はずかしくて。

　そしてその言葉だけで、監督も分かったようだ。

「……戻るのか」

「はいっす」

「……ったく。惜おしいぜ、その才能。うちにいりゃあ、メドレーの選手だって夢じゃねえのに」

　それも惜しいと思わないわけじゃない。

　けれども、あいつらとやる水泳の魅み力りよくには、敵かなわない。

「ま、この合宿で、いいところだけ盗ぬすみますんで」

「ははっ、この野や郎ろう！　みっちり教え込んでやっから、覚悟しとけよ！」

「おっす！」

　そして、激戦の日々へ、俺は戻っていった。







十七章　帰るべき場所







　恋れんの運転する車が、高速道路を行く。

　昼間の日差しはやはり暑くて、車内にはエアコンが効いていた。

「……うーん」

「どうしたんですか、ご主人様！　あー、わかった！　別れるまでシリアスな話してたから恋ちゃんとお話しし辛いんでしょー！」

「いや、まぁそれではないんだけど。恋は恋だ」

「あら、そうなんですか？」

　恋の動かす車――何な故ぜか軽トラ――で帰っていく。

「それにしても、ご主人様が帰ってきてくれて私、嬉しいです！　ま、まさか！　私と結けつ婚こんするために!?」

「彼女の過程スキップしてるな……」

「あはは、半分冗じよう談だんです」

「半分本気じゃねえか」

「……でも、良かったです。エリスちゃん、本格的にがむしゃらになってたし」

「あいつは……。ま、らしいけどな」

「ふふっ、何で帰ってくるつもりになったんです？」

「……水泳で笑顔をくれる、あいつらの尊さを知ったよ」

「お。いっちょ前な事言っちゃって！」

　……確かに、生意気だろう。

　コーチとしても選手としても未熟だし。

　だが、撤てつ回かいする気はない。

　俺は霊れい峰ほう学がく園えんで速くなるんだから。その決意は尚なお、俺の中で燃えている。

「そういや、何で恋は教師になったの？」

「ご主人様と同じです！」

「……そっか」

「よーし、復帰祝いにお姉ちゃんでありセンパイでもある私がソフトクリーム買ってあげましょー！」

「いらねえ。今日は多分泳がないから無む駄だな糖質だ」

「いいから食べなさい！　これは命令でーす」

「うぇー……」

「そんなあからさまに嫌いやそうな顔しないでくださいよー！」

　――俺は、霊峰学園に戻ることにした。

　向こうでの日々は確かに充じゆう実じつしていたけれど、四人を指導しながら練習に打ち込んでいた日々はそれ以上に充実していたことに気づいた。

　気づけて良かった。純じゆんと菫すみれが来てくれなかったら、迷い続けていただろう。

　戻れることになって、本当によかった。

「ん、いい顔してます。迷いは、ないみたいですね！」

「ないよ。……ありがと、恋」

「いいんですよ、心のお姉ちゃんだからもっと甘あまえてください！　ほら、サービスエリア寄りますよー！」

「え、マジで食うの？」

「たまには私に付き合ってください！」

　……ま、たまにならいいか。







　帰ったらまず、理事長室に足を運んだ。

「ぎゅー……」

「……あの、菫」

「はい、何でしょう」

「何してんの？」

「今まで会えなかった分の充電です。諦あきらめてください」

「菫って、割と積極的だよね」

「好きな人だけですよ。こんなことをするのは」

　すりすりと頭をすりつけてきている。

　いい匂においがするし、柔らかいし、小さいし。

　本当に年上なのかな、この人。

　よしよしと頭を撫でてみる。

「そうですよー。わたくしとくっつけばいいことありますよー」

「例えば？」

「お金は唸うなるほどありますしー」

「ほう」

「コーチとして将来も安あん泰たい」

「ほほう」

「お世話はメイド部隊にやってもらえばいいですしー、水泳に集中できますよー」

「……考えとく」

「はい、考えておいてください」

　腕を放し、ニコッと微笑ほほえむ菫。

「お帰りなさい、薫かおるさん」

「ただいま、菫。また世話になるよ」

「どうぞ、遠えん慮りよなく。ほら、みんなに顔を見せてあげてください。きっと喜びますから」

「ああ。行ってくる！」

　俺の教え子たちの下へ。







「よーっす、お前ら、元気してたかー！」

　しーん……。

「おりょ、誰だれもいねえじゃねえか」

　なんだよ、せっかく来たのに。

「ってそうか、まだ十二時だな」

　丁度食事の時間だろう。

　じゃあどうしようか。

「泳げばいいじゃないですか！」

「あ、恋。恋も泳ぐか？」

「いいえ、私はいざとなった時の待機役なので。……おかえりなさい、ご主人様。最低は撤回します」

「おう」

　……泳ごう。

　無駄な糖質も取ってしまったし。

「ほんじゃま、泳ぎますか！」

「ふぁいとー！」

　声せい援えんを受けつつ、誰もいない二十五メートルプールに向き直る。

　俺は入念にストレッチをしてから、勢いよくそこへ飛び込んだ。







　時刻は一時を回った。

　そろそろ誰か来てもおかしくないが。夏休みの練習中、一時半までに食べ終えてプールに戻るのが当たり前だから。

「あ！」

　麻ま衣いだ。たたたっと駆け寄って、小さなジャンプで飛び込んでくる。

「こらこら、準備運動しろ」

「コーチ……！　戻ってきてくれたんですね！」

「おう。ただいま、麻衣」

「えへへ、ぎゅー！」

「菫みたいなことすんなよ」

「え!?　理事長先生も抱だき着いてたんですか!?」

「そうよ、麻衣。年とし甲が斐いがないわよね、あの人」

「意外にひどいな、純……」

「ちゃんとまた会えたわね、コーチ！　信じてたわ……半分」

「半分かよ！　またなってちゃんと言っただろうが！」

「思わせぶりなセリフなだけかもしれないでしょ!?」

「逆ギレ!?」

　気の強い純も抱き着いて来る。

　そして、パシャリという音が響ひびく。

「……工く藤どう」

「小学生ハーレムか。中々いい趣しゆ味みだね。さて、警察にでも行こうかな」

「ほう」

　油断ならねえ、こいつ。

「俺はやましいことなんて何もしてねえぞ。警察に行きたいならさっさといけ」

「冗談だよ。いや、少し嫉しつ妬とした。モテモテで羨うらやましい」

「お前も女子からモテそうな気はするけどな」

「モテるよ？」

　さらりと言ってのける。

　全く、イケメンはどいつもこいつも得だよな。工藤が女子じゃなかったら嫉妬してた。

　……ん？

「じー……」

「エリス、さっさとこっち来いよ。コーチ様のご帰き還かんだぞ？　喜べ、そして奉たてまつれ」

「……捕つかまえてみるといい」

「は？」

　幅はば跳とびして遠くに着水すると、俺から離れた位置へ逃にげていく。

「鬼おにごっこか、上等だぜ。行け！　純、麻衣！」

「は、はい！」「いいわよ」

「お、鬼の方が多いなんてズルい……！」

「ふはは、これぞ人徳の差だ。捕まえてぐりぐりしてやるから覚悟しとけ」

「に、逃げる！」

　とはいっても、首しゆ尾びは簡単。

　純と麻衣が角へ追い込み、俺が彼女を捕まえるだけ。

　するりするりと純や麻衣の横をすり抜ぬけて逃げているが、残念。一直線上だ。

　彼女より深く潜もぐって、背面のドルフィンキックで抜き去さり、彼女の前に立ち上がる。

　お腹なかに顔が当たる。

「……負けた」

「逃げた分のお仕置きをしてやる」

「い、痛い、痛い！」

　ゴムキャップの上から軽くぐりぐりとこめかみを押す。

　すぽんとゴムキャップをとり、そして、頭を撫でた。

「……戻ってきたよ。どの面下げてと思うかもしれないが、まぁそこはこの男前面に免めんじて許しておくれ」

「許さない」

「え!?　ひどくね!?」

「コーチにもう会えないって思うと、悲しくなって……断たち切きろうと思った。でも、戻ってきてくれた……そのせいで、もう、怒おこった気持ちも、暗い気持ちも、吹ふっ飛とんじゃった」

　でも、ぼろぼろと泣く彼女。

「会いたかった……！」

「一週間くらいで、大げさなんだよ」

　撫でてやると、微笑みを見せてくれる。

「……さあ、お前ら。八月末の大会までに大会仕様にしていく。その前に、だ。俺から提案がある」

「提案？」

「ああ。お前ら、四人でメドレーリレーをやらないか？」

「メドレーリレー……」

「おう。バック、ブレスト、バッタ、フリーだ。小学生だけど、二百メートルリレーかな。五十メートルずつのリレーだ。お前らの力は、急成長を遂とげた。お前らなら、一位をとれると思った」

「……やる」

「や、やります！」

「やってやろうじゃない！」

「いいよ。早さつ速そく、練習に組み込んでほしい、コーチ」

「勿もち論ろんだ。けど、その前に、大事なことを決めなきゃいけない」

「大事なこと？」

「チーム名だ。小学生の大会なら、チーム名を決めて、それで登録することができるんだぞ」

「……ち、チーム名！　可愛かわいいのにしようよ！」

「嫌よ。エレガントなものにしましょ？」

「クールな方がいいと思うけど」

「……霊峰学園初等部でよくない？」

「「「ダメ！」」」

「な、何故……」

「エリス、こういうチームの名前決めとかテンション上がんねーの？」

「別に。何でもいい」

　水着の色の主張はあったんだけど、まぁ名前にはこだわらない主義なのかな。

「ちなみに、エリスは子供ができたらつけたい名前とかないの？」

「……相手と相談して決める」

「そんな真ま面じ目めに考えんなよ……」

「後、セクハラ」

「え!?　これが!?　何で!?」

　んな理り不ふ尽じんな。

　エリスを加えた四人は、うーんと頭を悩なやませている。

「あ、アクアフェアリーズ！」

「妖よう精せいか。候補の一つでいいんじゃない？」

　ホワイトボードに書き込まれていく。

「ノーブルスターズ！」

「はいはい、ノーブルスターズ……。ティアドロップスも加えておこう。エリスは？」

「……絶対無敵女子団」

「「「ないない、それはない」」」

「ひ、酷ひどい……」

　ひどいのはエリスのネーミングセンスのなさだな。

　それから一時間も会議をしていたが、一向に決まる気配がない。

「恋、何かねぇの？　これじゃ練習にならん」

「ふっふっふ。絶対無敵女子団！」

「「「ないない、それはない」」」「ありだと思う……」

「なっ、こら！　エリスちゃん以外待ちなさい！　せっかく考えたのにぃ！」

「まぁ、こういうことに恋は向いてないのは分かってたけどな」

「なぜ理解されてるんです!?」

「恋の軽トラに権ごん三ざぶ郎ろうとか付けてたろ」

「も、物が可か哀わい想そうです……」

「麻衣ちゃん、酷い!?」

　そこに、菫が歩いてきた。自然に輪の中に交ざる。

「ふふっ、賑にぎやかですね」

「おー、菫。いいところに。メドレーリレーのチーム名なんだけど、何がいい？」

「絶対無敵――」

「打ち合わせでもしてんのか!?」

「冗談ですよ、聞こえていただけですから。さすがにこんな品のないチーム名を我わが学校から出すわけにはいきませんしね」

「「ひ、品のない……」」

　恋とエリスが落ち込んでいた。

　んー、と菫が考える中、恋がパチンと指を鳴らした。

「よし、伊い勢せ海え老びダッシュとかどうですか？」

「「「「絶対いやー！」」」」

「な、何な故ぜに!?　伊勢海老ですよ!?　伊勢海老は高級で、高貴な……」

「いや……そんな磯いそ臭くさそうなチーム名は俺も嫌だ……」

「え、良くないですか!?　伊勢海老、よくない!?」

「え、えーっと……」

「口閉じてた方がいいわよ、監督」

「擁よう護ごできない」

「ありえない」

「エリスちゃんまで裏切った!?」

　本気でへこんだのか、地面に『の』の字を書く恋。

　そして、ようやく菫の考えがまとまったようだ。

「マーメイドオブピンク、などどうでしょう」

　おお。

　シンプルにして、単純明快。しかしちゃんとチーム名として立派な名前が出てきた。

「……いいかも、です」

「悪くないね」

「うん、いいかも！」

「……うん」

　こうして、マーメイドオブピンクが誕生し、早速、円えん陣じんを組むことにした。

「コーチ、何か言って」

「こういう時はコーチの出番よ？」

「えー……。全力を、一いつ滴てき残らず振ふり絞れ！　マーメイドオブピンク、ファイっ！」

「「「オーっ！」」」「おー」

　そうして、円陣は練習の前に必ず行うことにした。

　なんでも、その方がチームっぽいから、というのが純の言葉。

　確かに、水泳という個人競技に対して、チームという認にん識しきを持つのは難しい。

　だからこそ、こういう特とく殊しゆな行いで団結を高めるのだなと思った。

　中学の頃ころ、分からなかった円陣の意味が、ようやく分かった。







十八章　決戦へ向けて







　メドレーリレーという目標ができたことで士気が上がる中、ストレッチを終えたばかりの麻ま衣いに声を掛かける。

「麻衣、短たん距きよ離りの泳ぎ方を教えておく必要がある」

「短距離、ですか」

　フォームを保って、一定の距きよ離りを泳ぎ続ける。

　麻衣が得意なのは長ちよう距きよ離りだが、短距離も速くなってもらわなければ。

　なんせ、二百メートルのメドレーリレーは五十メートル。自由形は一番速い奴やつが来ると思うし。

「どうすればいいんですか？」

「腕の回転数を上げて、リズムよく泳ぐんだ。今までは、たん、たん、たん、たん、だったのを、たんたんたんたんにする」

「えっと……」

「実際に泳いで見せるから。まず、今の麻衣の泳ぎ方な」

　フォームを保って、比ひ較かく的てき大きめの間をとって、ダイナミックに、そして胸むな元もとから水を押し出だす泳ぎ方。

「これを、速くする」

「速く」

「こうなる」

　ノンブレスで、ピッチを、ストロークを速く、しかしリズムには乗ったままで泳いでいく。

「こう、するんだ。わかったか？」

「は、はい！　頑がん張ばります！」

　やってみる麻衣。

　確かに、短距離は速くなった。

　しかしまだまだ荒あらい。

「麻衣、フォームが雑になってる。いつもみたいに綺き麗れいに保ったまま速くするんだ」

「む、難しいですね」

「難しくなきゃやりがいがないだろ？　麻衣は、いつものロングを二十五メートルダッシュに変えよう」

「はい！」

「いい返事だ」

　さて。

「純じゆんは……大だい丈じよう夫ぶそうかな」

「なによ、あたしにはないわけ？」

「小こ雨さめ先せん輩ぱいとやった時の泳ぎをできれば、まず負けないよ」

「……ああ、あの糸目の。頑張るわ！」

「おう。工く藤どうも短距離は得意だから問題ねーだろ」

「ま、そうだね」

「エリスはもともとが決戦仕様だし。ちゃんと前日は休めよ、エリス」

「ん」

「マーメイドオブピンクの初うい陣じんなんだ。派手に飾かざりたいだろ？」

「そうだね」「うん！」「はい！」「……うん」

「それに、小学生の大会には保護者も来るって話だ。メーリアさんも来るってよ、エリス」

「!?　な、何でママのこと知ってるの……？」

「ちょっと縁えんがあってな。実はメアドを交こう換かんしているのでした。本番は気が散るだろうから教えるなって言われてあるんだけど、教えてほしかったろ？」

「……うん。うん！　ありがとう、コーチ！　ワタシ、がんば――」

「待て。それだから俺も言うかどうか迷ってんだよ。お前は本番に向けて疲つかれをとる方向だ。体が充実する分、メンタルの管理が大事だぞ」

「というと？」

「あんま体を追い込むなってこと」

「でも、極限まで追い込んでこそ……」

「それで結果が出なかったことを、お前は知ってるはずだけどなー？」

「うっ……」

「っつーわけだ。各おの々おの、決戦前まで練習は質を重視しろ。量は課さないから」

　はーい、という声が聞こえる。

　よし。

「メドレーの練習を最後に十本やるからな。どれも、俺と勝負って形にして、勝負にも慣れてもらう」

「しょ、勝負……！」「望むところだね」「負けないわよ！」「ん。勝つ」

「おっしゃ。じゃ、まずは日課をこなしちまえ！」

　めいめい泳ぎに戻もどる一同。

　俺おれも自分の泳ぎに戻る。

　俺も八月後半から水泳連盟の公式レースがある。

　それまでに、仕上げなければ。

　諸もろ々もろの手続きを行ってくれた菫すみれに感謝しないと。

　戻ると決めてから、自分の何かが固まったような感覚があった。

　揺ゆるぎないメンタル。それを手に入れることができたのかは、わからないが。

　この変化、マイナスではないと思う。

　頑張ろう。

　俺はこいつらの前を行き、道を見せてみる。そんな大きな存在に、今はなりたかった。







十九章　今こそ、その時







　国が運営する五十メートルプールの競技場。八レーンのその競技場は、熱気に包まれていた。

　俺の方の大会は終わっている。一位を取れた種目もあったが、大半は二位で終わっていた。それでも世界で俺の名前は知られたらしく、取材があったのだが、菫すみれが権力を使って追おい払はらってくれた。本当に頭が下がる。

　今日は俺も観客だ。客席で俺の存在を知る人間も結構いて、取材や声掛けに辟へき易えきしていた俺に、恋れんが渡わたしてくれたサングラス。その黒いレンズ越ごしに、彼かの女じよ達たちを見る。

　そう、大会は一つではない。俺も出ることができる小学生から高校生までの大会。今日は小学生の泳ぐ日。

　――女子自由形四百メートル。

　飛び込み台から、麻ま衣いが勝負の合図を待つ。







　心臓が跳はねる。

　相変わらず、この瞬しゆん間かんは苦手だ。スタートというものは、いつまでたっても、緊きん張ちようしてしまう。

「いっけー！　麻衣ー！」

　……純じゆんちゃん。

「頑張れ、麻衣！」

　透とおるちゃん。

「麻衣ー！」

　エリスちゃん。

「麻衣ちゃん頑張れぇぇぇ！」

「麻衣ぃぃぃぃ！」

　鳴なる宮みやさんと、コーチも。

　みんなが、わたしに声援をくれる。

　――大会当日。

　薫かおるコーチは監かん督とくという名目で付き合い、わたし達たちを見守っていた。鳴宮さんも一いつ緒しよ。

　声援を焼き付けておこう。

　今から挑いどむのは、静せい寂じやくの世界。

　わたしが行くのは、クロールを四百メートル。

　エントリーしてる子も少ない。あんまり中距離は人気がないらしい。

　だからこそ、一位になりたい。

　トレーニングを積んで、強くなったわたしを見ていてほしい。

「位置について……！」

　呼吸を整える。

「よーい……」

　集中――ただ、音に備える。

　――パァン！

　刹せつ那なに、飛び込んでいた。

　他のレーンを見たくなるけど、見るな。

　わたしはわたしの泳ぎを全まつとうするだけ。

　決められたリズムで水面を切るように進んでいく。

　いつものペースより少し速い。

　短距離を練習した副産物で、速い速度でのペースコントロールを身に付けたわたしは、体ができていない他の女子スイマーを軽々と抜いていく。

　こんなに速くなれるなんて……！

　――一位。四分三十二秒！

「……やったあっ！」







　――女子背泳ぎ、百メートル。

　手すりを掴つかみ、弓のように体を引ひき絞しぼる。

「純ちゃん、大丈夫だよね」

「純なら大丈夫だ」

「純ー！　頑張れー！」

　コーチの信しん頼らいと仲間の信頼を一身に受けて。

　あたしは、自信であふれていた。

　誰にも負けたくない。

　一番速かったエリスに比ひ肩けんするくらい、あたしは頑張った。

　今日はその成果を、コーチに見てもらうんだ。

　――スタート。

　あれだけ膨ぼう大だいな練習をしても、披ひ露ろうする場所は一いつ瞬しゆんだ。

　それはどのスポーツも同じだけど、水泳はより顕けん著ちよだと思う。

　思い切り腕うでを伸のばしながら、全力で水を蹴ける。

　他を気にするな。

　バランスに気を配りながら、泳ぎ続けろ。

　まっすぐに、一直線に！

　ぐんぐん加速して、綺麗なフォームを保ったままターン。

　スパートを掛けたあたしは、いつもより動きがいいのに気づいた。

　本番に強いのかな、あたし。

　でも、最後まで妥だ協きようするな。

　徹てつ底てい的てきに、泳ぎ切る！

　――一位。一分十二秒。

「……！　よーっし！」







　――女子平泳ぎ、百メートル。

　ボクはスタートの時を待つ。

　競技に愛着はなかったが、今日は楽しみだ。

　どれだけの人を抜けるか。その中で、一位を獲とりたい。

　最初は、コーチにはあまり頼たよりたくなかったが、迷った時には必ず言葉をくれたあの人に、少しでも何かを返したい。

　――指導はいらないと。

　そのまま泳ぎ続ければいいと言ってくれた。

　だから、今までそれをやってきた。

　……負けない。

　ボクの感覚が、コーチの感覚が、間ま違ちがってなかったと証明して見せる！

　スタートだ。

　飛び込みからブレストが水を切る。

　鋭するどく、シャープに切り込んでいく。

　隣となりのレーンを視線で確かく認にんする。

　いない。

　安あん堵どするな。

　妥協してはいけない。

　同じ一位でも、妥協した一位なんて、ボクは欲ほしくなんかない！

　負けたくない。

　一番になりたい。

　そんな単純な思いを抱かかえたまま、壁かべに手を付いた。

　――一位。一分二十秒。

「っしゃ！」







　――女子バタフライ、百メートル。

　ワタシが、ようやくその壇だん上じように立つ。

　もう何も聞こえていない。

　そんな中、ワタシは少し首を動かした。その先を見ると、お母さんが……。

　……いい機会だ。

　本当に、呼んでくれたコーチに感謝したい。

　今まで頑張った成果を。

　こんないい学園に入れてくれたお母さんに。

　勝利を信じてくれる、仲間達に。

　そして、今までサポートやいろんなことを教えてくれた二番目の家族に。

　この泳ぎを、捧ささげたい。

　――飛び込む。

　鋭いドルフィンキックから、水を蹴り進む。

　見て。

　このワタシを。

　こんなに、速くなったんだよ。

　この学園に入れてくれたから、こんなにも……頑張ることができたんだよ。

　ゴール。

　――一位。一分ジャスト。公式記録を塗ぬり替かえる。

「やったぞエリス！　一分だ！　新記録だぞ！」

　そう言うコーチの声が聞こえた。

　この時点で、ワタシはバタフライ最速の小学生だ。

「……よし」







　いよいよ、この時がやってきた。

「俺達は、この大会で痕こん跡せきを残してやるんだ。最速という名の、痕跡を」

「なによそれー、コーチ臭くさいわよ」

「あ、ひっでーな。ちゃんと考えて来たのに、盛り上がる口上とか！」

「あはは。まあ、こういう方が、わたし達らしいです」

「まぁ、そうだね」

「でも、ビシッと締しめてほしい」

「おう」

　回した手に、力を込める。

　全員が、右足を出して、踏ふみ込む。

「……全力を、一滴残らず振り絞れ！　マーメイドオブピンク、ファイっ！」

「「「「オーッ！」」」」

　屋内プールに、俺達の声が反はん響きようした。







　まず、先頭を行くのは純だ。

「……始まりますね！」

「ああ」

　神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやく恋に頷うなずきを返す。

「どきどきします～！　やっぱり試合はこのヒリつく緊張感がないとですよね、ご主人様！」

「そだな」

　何やらわくわくしてそうな恋に対して、頷く。現げん役えき時代でも思い出しているのだろうか。

　今までの個人種目で、頑張りは見せてもらった。

　どいつもこいつも、いっちょ前に選手として出来上がりつつある。

　それを見守れる俺は、果報者だ。

　……お前らの頑張りが本物だと、俺は信じている。

　緊張感が高まる中、始まった！

　さすが純、先行している。

　ただ、他の子も決して遅おそくはない。

　チームを組んで速い奴をチョイスしてぶち込んでるから、間違いではない。

　でも、こっちはこの時のために練習を重ねたチームだ。

　五十メートルプールの長い感覚に、練習で体は慣れたはずだ。

　トップを保ったまま、純が今、体を返し、壁に手を付いた。

　――よし、つながった。

　工く藤どうが飛び込み、彼かの女じよも鋭い泳ぎを見せる。

　よりシャープになったその泳ぎが、前へ前へ邁まい進しんする。

　純の勢いまでもを保ったまま、エリスにつながる。

　やはり圧あつ倒とう的てきか。

　エリスのバタフライは小学生にしてはあり得ないような速度で加速していく。

　加速、トップスピード、フォームのキレ、体のノビ。

　どれもが超ちよう小しよう学がく生せい級。

　身長が伸びて体が完成したら、どうなってしまうんだろう。

　そう思わせるほどの圧倒的なスピード。

　そして、最後は麻衣だ。

　練習した通りにできる選手は少ない。

　その中で、彼女は自分にできることを懸けん命めいにこなす。

　練習した短距離の泳ぎ方。最後にスパートを掛ける余よ裕ゆうもあり、今、ゴール！

　――一位、二分二十七秒。

　震ふるえるほど、速い記録だった。

　それを生んだのは、まさしく彼女達で、全員がプールに飛び込んではしゃいでいる。

　そしてプールから上がり、全員がこちらへ歩み寄ってくる。

　全員の肩かたを掴んで、もう一度円陣を組む。

「勝ったな……！　よくやったぞ、お前ら！」

「は、はい！」

「当然よ！」

「まぁ、順当だね」

「頑張った」

「よっしゃ、勝ったぞ！　マーメイドオブピンク、ファイっ！」

「「「「おーっ！」」」」

　室内に、その大きな声が、響ひびいていった。







終章　我ら、マーメイドオブピンク







　夏休みの最中。

　みんみんとセミが鳴くのを遠くで聞きつつ、俺は理事長室に足を運んでいた。

「改めて、小学生の方も、貴方あなたの方も。おめでとうございました。これもひとえに、薫かおるさんの努力のおかげです」

「いや、気にしないでくれ。つか、俺からも礼を言わせてほしい。俺がこうしていられるのも、みんなお前のおかげなんだ。……ありがとう、菫すみれ」

「……では、こちらの方にご署名を」

「ん？　っておい、これ婚こん姻いん届！　気が早い！」

「でも、わたくしは世間で言うところの行き遅おくれなので。あ、それとも、小学生のメンバーとまとめて囲ってくれるのですね？」

「……俺が一人前になるまで、答えは保留にしてくれねえか」

「……ええ。待ってますからね」

　微笑ほほえむ菫と別れて、教室に戻ってみる。

「？　津つ久く井い、何してんだ？」

「教科書を置きっぱなしにしていたのを忘れてまして。鷺さぎ沢さわさんは？」

「俺も忘れ物。水泳道具を登校日の時、置きっぱにしてたんだ」

　回収完かん了りよう。

「これから、お友達とカラオケというものにいってみるんですけど、鷺沢さんもいかがですか？」

「わり、これから水泳の指導なんだよ。……え、友達出来たの？」

「はい！　わたくしも、いろんなことに挑ちよう戦せんしてみようと思いまして！」

「そか。お互たがいガンバローな」

「ええ。では、これで」

　津久井は背を向けて、先に行ってしまう。

　俺もプールに急ぐ。

　更こう衣い室しつでパパっと着き替がえていると、恋れんが顔をのぞかせた。

「こんにちは！」

「ここ、男子更衣室だぞ」

「まーまー。はい、これ」

「？」

「あの子たちのメドレーリレーの動画です！　欲しいでしょ？　たまに見せてあげますね！」

「え、くれよ」

「あのですねぇ。ご主人様が持ってたら小学生を隠かくし撮どりで逮たい捕ほですよ逮捕」

「……それは、嫌いやだな」

　何も悪いことしてないのに、厳しい世の中だ。

「まぁ、頑張ってください！　結果が出たんですし、その結果を維い持じしていくことの方が、よっぽど大変なんですから！」

「お、さすがに先せん輩ぱいが言うと重みがあるな、恋」

「えへへー。まぁ、油断しないように！」

　恋……。

　なんだかんだで、俺の背を押おしてくれている。

　俺はこの人には……結果を出すことで応こたえようと決めた。

「……頑張るよ、恋」

「よろしい。力になってあげますから、いつでも相談しなさい！　そして今日のジュースはスポドリとレモンとハチミツぅ！」

　行ってしまった。プールサイドのベンチが定位置で、いざというときにスタンバってくれている。

　プールサイドに顔を出すと、麻ま衣いが寄ってきた。

「見てください、コーチ！　ほら、ピンクのキャップ！　可愛かわいいですよね！」

「ああ、売ってるんだな、そんな色」

「むー、そんな色とは何ですか」

「ここは褒ほめるべきだよ、全く、女心が分からないな」

「工く藤どう。俺が女心分かってたらそれはそれで気持ち悪いだろ」

「まぁ、そうだね」

　否定しろよ。

　ふと、純じゆんが寄ってきて、俺を見上げた。

「コーチ！　また背、伸びたんじゃない？」

「お、そうかな」

「……屈かがんで？」

「ん？　こうか？」

　頬ほおに柔やわらかな感かん触しよく。真正面から、純がキスをしてきた。

　……え、えええええ!?　何で!?

「ふふっ、今までのお礼みたいなものよ」

「だ、だからって……」

「……屈もう」

「エリス、何なんだ!?　おい、近づいて来るな！　目が据すわってるじゃねえか！」

「キスしよう。純とできるなら、ワタシともできるはず」

「いや、その……か、勘かん弁べんしてくれぇぇぇぇっ!?」

「あ、逃にげた！　水の中に逃げちゃいましたよ!?」

「みんなで追いかける」

「みたいな流れだね」

「ふふっ、いいわよ。面おも白しろそうだし。……待ちなさいよー、コーチー！」

「キャップくらいかぶれ！」

　……。

　晴れやかな天気の下。

　そんな天気が関係ない屋内プールにて。

　小さなマーメイドたちは、今日も水を往ゆく。

「「「「つーかーまーえ、た！」」」」
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あとがき







　お初にお目に掛かります、鼈甲飴雨と申します。よろしくお願い致します。

　この度はＨＪ文庫大賞の銀賞を頂きまして、この本を発刊することに相成りました。これもひとえに、諸先輩方、並びに、多くの人々の応援があったからこその結果であると確信しております。

　……と、硬く書いたのはよいものの……。

　誰一人真面目な後書きなんざ読みたくないなぁとお思いでしょうし、崩します。

　というわけでまず第一見じゃ名前を呼んでもらえない、鼈甲飴雨です。

　まず鼈甲が難しい。何でこんな漢字にしちゃったんだ自分。自分で書けないというワンダフルな馬鹿っぷりをこれでもかと披露しております。

　飴雨も「あめめ」と読むんですけどもう読みにくさが天元突破してるなあと思いつつ、今日もこのペンネームで恥を晒しております。

　さて、この小説がどういうものかは読んで頂ければわかることですが、要約すると――ＪＳ！　スポコン！　水着！　という三要素で構成されています。ほのぼのもあるよ！

　この小説を書くにあたっては友人の応援が何よりの気力でした。外から支えてくださっている友人には感謝の言葉しかなく、ひたすら平伏します。ありがとうございます！

　スカイプ仲間のＨ口さんやＡ墨さん、騎空団のみんな、ネトゲのみんな、年末に一緒に遊んでくれる双子の友人達……オラ、力を分けてもらったから……！

　他にも、この本に物理的に携わってくれております人々には本当に感謝しております。

　可愛くて素敵なイラストを描いてくださっているイチリ先生。この本はイチリ先生のイラストのおまけです。それくらい可愛いんですよ奥さん！　可愛いイラストをありがとうございます……！

　そして、電話恐怖症の間抜け野郎をサポートしてくださっております担当様、この小説をサポートしてくださった編集部の皆様、そして、この本をご覧になってくださっている皆様に多大なる感謝を。




　あ、そうだ。元祖長浜屋は最高ですので福岡にお越しの際は是非（何）
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